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１. 중간보고서 제출 이후의 활동보고 

 

① 재일코리안 고령자시설 방문 

・9월12일 사랑방（히가시오사카시） 

・12월6일 에루화（교토시 히가시쿠조） 

양쪽 모두 재일코리안 1세 할머님들께서 데이서비스를 받고 계시는 복지시설.  

ＫＥＹ에서 약 10여 명의 청년이 참가하여, 옛날 이야기를 듣고, 노래를 같이 

부르며 시간을 함께 보냈음. 

그 중에서 개인적으로 인터뷰가 가능한 할머님 1 분과 만날 수 있었음. (아래의 

증언 항목에 있는 김옥순 씨)  

・12월11일 놀이방（오사카시 이쿠노구） 

복지시설은 아니나, 제주도 출신의 할머님들이 많이 계신 곳으로, 식사나 

쉼터로서의 공간을 제공하고 있음. 작년 자료제공을 해 주신 할머님도 다니고 

계신 곳이기도 하여, 할머님의 손녀/손자 세대인 ＫＥＹ의 회원들이 민족악기 

연주, 마당극 상연 등을 준비하여 교류하는 자리를 가졌음. 

  

② 증언과 자료의 수집활동 

・10월8일 김한수 씨（ＫＥＹ도쿄의 전 회원） 

 재일코리안 2세. 큐슈에서 탄광노동자로서 도일한 아버지 및 가족에 대하여 

이야기를 들었음. 

 

・11월17일 김신용 씨（고베코리아교육센터） 

 재일코리안 2세. 고베・나가타에서 민족교육을 시작하게 된 경위와, 사진전 

활동에 대한 평소의 생각 등을 들었음. 

  

・11월21일 양원희 씨（ＫＥＹ오사카 전 회원의 친척） 

 재일코리안 2세이면서, 동시에 1세와 유사한 경험을 가진 세대. 일본에서 

태어났지만, 2살에 고향인 제주도로 돌아간 후, 다시「기미가요마루」(군대환)을 타고 

도일했음. 당시 도항의 기억, 해방 후 일본에서 겪은 차별과 부동산 사업의 전개 

등에 대하여 강연을 들었음. 귀중한 자료인 「피부양가족도항증명서」를 제공받음.  



・11월27일 김옥순 씨（사랑방 이용자） 

 앞에서 기술한 고령자 복지시설 「사랑방」에서 만난 할머니. 해방 전 

국민학교에서의 교육경험을 포함해, 해방 후 일본에 건너오게 된 후에 겪게 된 

고생, 그리고 야간중학에서 다시 공부하면서 느낀 기쁨에 대한 구술을 녹취함. 

 

② 역사 필드워크 

다양한 지역의 역사탐방을 행함. 재일코리안 집주지구를 비롯하여, 강제연행・

강제노동이 있었던 장소를 방문하여, 그 모습을 사진과 글로 기록함. 재일코리안 

집주지구에 대해서는 재일코리안 2세와 일본인 등의 안내를 통해 그 지역 특유의 

산업과 역사성, 그리고 공생사회를 향한 다양한 지역사회의 활동의 모습을 

중심으로 이야기를 수집함.  

강제연행이 있었던 지역에서는, 그 역사를 지우려고 하는 배외주의자들의 

압력이 어떠한 방식으로 존재하는지, 그에 대해 현장에서는 어떻게 역사를 

남기고자 하는 노력을 진행하고 있는지, 지역에서 오랜 동안 활동해 온 

역사교육자에게 이야기를 들어 보는 시간을 가짐. 

 

・9월 히로시마 

・10월10일 나가타（효고현） 필드워크 

・10월15～16일 시모노세키・키타큐슈（야마구치현・후쿠시마현） 필드워크 

・12월5일 히가시쿠조（교토부） 필드워크 

・12월6일 돈즈루보오, 야나기모토 비행장（나라현） 필드워크 

 

③ 학습회 

・9월29일 안보법제가 성립된 후, 피폭자와 평화에 대해 학습회를 개최. 

 2014년에 ＫＥＹ가 개최한 히로시마 투어에서 강연한 재일코리안 2세 피폭자 

이실근 씨의 강연내용을 글로 기록하여, 학습회를 개최함. 이실근 씨는 고령으로 

인한 건강문제로, 현재 다시 방문하는 것이 불가능해졌음. 당시의 강연내용을 

정리해 이번 자료집에 게재하는 것에 대하여 본인의 승락을 받음.  

 

・10월25일 고정자 씨 전후사(해방 후 역사) 강연회 

 재일코리안 2세로, 제주도 출신 재일코리안들의 생활사를 기록하고 있는 인류학 

연구자, ＫＥＹ의 역사기록 활동에 대한 조언을 비롯하여, 통사적으로 바라보는 

해방 이후의 역사 등에 대한 강연을 들음. 특히 강연 내용에는 재일코리안 

2세로서, 이후 세대인 3세에게 보내는 메시지 등도 포함되어 있어, 미래세대를 

위한 역사 이해라는 측면에서 프로젝트를 수행하는 이들이 보다 고민의 깊이를 

더해가는 기회를 마련할 수 있었음. 

  

２. 사업을 통한 성과 

・6월～12월, 6명의 개인사를 기록하는 것이 가능했음. 



 ※중간보고서에 기술했던, 8월20일에 방문한 신신자씨는 개인의 사생활과 관련된 

구술내용이 많아, 이번 보고서에서는 게재가 불가능하게 되었음. 또한 8월21일 

시가현의 츠치쿠라 탄광의 강제연행 장소에 대해서도, 안내 및 구술을 해 주었던 

현지의 관계자로부터 승락을 얻는 것이 불가능하여, 관련 내용에 대한 게재가 

불투명해졌음.  

 

・구술 녹취의 승락 건수, 사진자료의 제공 건수가 적었던 것은 유감스러운 

일이나, 적은 수의 수집 내용 가운데에 1943년 기미가요마루(군대환)의 

도항증명증이 포함되어 있는 것이 큰 성과라고 할 수 있음. 해당 자료는 

역사적으로도 굉장히 희소한 자료이기에, 그 가치를 재발견해, 알려나갈 수 있는 

기회를 마련했다는 점에서 괄목할 만함. 또한 현저하게 그 기회가 줄어든 고령의 

재일코리안 1세들에 대한 귀중한 인터뷰의 기회를 마련할 수 있었던 점도 성과라 

할 수 있음. 

・여러 번에 걸쳐 필드워크를 개최하여, 사라져가는/지워져가는 일본 내 

재일코리안과 관련된 지역의 역사를 기록하고, 그 특징에 대해 정리할 수 있었던 

것은 뜻 깊은 작업이었음. 

 

・사업 전체를 통해서 재일코리안 청년 30여 명이 참가하여, 이들의 민족의식 

고취와 아이덴티티의 형성에 크게 공헌할 수 있었음. 

 

・사업의 수행기간이 예년보다 짧았던 감이 있어, 당초 목표로 하였던 자료의 

서적화까지는 실현시킬 수 없었음. 그러나, 작년 귀 기관의 조성금으로 진행하였던 

사업의 성과물로서 제출한 바 있는 자료집과 유사한 형태로 두 번째 자료집을 

제작할 수 있었음. 본년도 사업 수행의 결과물인 자료집은 한국의 귀 기관으로 

송부하였음. 

 

기타 결산표 

 

항목 상세품목 금액 

비품구입비 Ａ４ copy 용지 
 

  터너 
 

  작비 
 

도서비 도서자료구입비 
 

인쇄비 
공개 이벤트 광고 

인쇄비  

  자료집 인쇄비 
 



우편발송비 
공개 이벤트 광고 

발송비  

  자료집 발송비 
 

인건비 공개 이벤트 강사 사례 
 

  사문회의 참석 사례 
 

  자료집 디저인료 
 

  자료 번역비 
 

  자료 교정비 
 

  증언자・강사 사례비 
 

  조사 교통비 
 

운영비 프로젝트 회의 진행비 
 

  사문 회의의 진행비 
 

  워크샵 진행비 
 

  공개 이벤트 진행비 
 

  공개 이벤트 회장비 
 

  합계 
 

 

 

※ 작성란이 부족할 경우 추가로 작성하여도 무방함 

※ 추가 자료가 있을 경우 제출 요망 



 

「解放」70 年― 

未来世代のための在日コリアン歴史プロジェクト  

報告集 「해방」70 년- 미래세대 를 위한 재일코리안 역사프로젝트 보고집 

    

発行：在日コリアン青年連合（KEY）         後援・助成 韓国学中央研究院 

Photo 任砂美 
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I. はじめに 

「未来世代のための在日コリアン歴史プロジェクト」について 

2015 年度、在日コリアン青年連合（KEY）は、戦後 70 年・植民地支配からの「解放」70 年を記念し、

「未来世代のための在日コリアン歴史プロジェクト」に取り組んできました。3世 4世の青年世代が歴史

を学び、さらに次の世代へと歴史を継承していくためのプロジェクトです。本紙はその報告集です。 

昨年 2014 年度は、「家庭に眠る歴史資料発掘キャンペーン」と題し、KEY 会員や OB などの家庭に眠っ

ている古い写真や資料を集め、その価値を発掘する取り組みを行いました。大切に保存された家族写真

や貴重な遺品から、渡日の背景や戦後の生活などを具体的に学ぶことができました。また、地域によっ

て、在日コリアンの職業や生活などに、共通性や違いがあることも発見しました。 

そこで今年は、昨年の学びを一歩深めるべく、＜地域＞と＜個人＞に焦点をあて、証言聞き取り活動

と各地域のフィールドワークを行ってきました。また 8 月には、今なお深刻な問題である日本と朝鮮半

島における歴史認識問題に焦点をあて、「解放」70 年を考えるパネルトークイベントも行いました。活

動を通じて多くの在日コリアン 1世 2世の方々のお話をお聞きすることができ、その多様な人生と、困

難の中で得てこられた、多くの「言葉」や「哲学」に出会えたことが、私たちにとって大きな収穫とな

りました。ご協力頂いた皆様に心より感謝申し上げます。 

本紙は、まだ見ぬ在日コリアン青年に、あるいは日本の青年にも、植民地支配や戦争の歴史を身近に

知ってもらおうと、できるだけ多数の写真資料を掲載しました。各地フィールドワークでの写真や、ま

た証言者から提供いただいた写真や資料―「君が代丸」（植民地期に済州島―大阪間を運航した定期航

路）の渡航証明証（梁元嘻さん提供ｐ.32）など―貴重な資料が掲載されています。こうした具体的な資

料に触れることで、歴史と自分との距離が、少しでも近づくきっかけになればと思います。また最後の

章では、在日コリアンの通史をまとめた文章と年表を掲載していますので、全体像をつかむ手がかりに

活用してもらえれば幸いです。 

本事業は、韓国学中央研究院「2015 年度 海外民間団体支援事業」の助成を受けて実施しました。韓国

社会においても在日コリアンを知ってもらう契機になればと考えています。助成期間内の報告集作成と

なり、十分に精査できず掲載できなかった地域や記事があり、また各項目の編集形態も一様ではなく、

いくつかの課題を残しましたが、今後も継続して記録収集編纂活動を続けていきます。 

 

【2015 未来歴史プロジェクト編集チーム】（ㄱㄴㄷ順） 

・共同研究者：金和子、李明哲、孫ミギョン、洪ジョンウン 

・執筆者：劉成道、崔大志 ／ 記録：姜美環、姜正美、朴章剛、趙顕佑 
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II. 地域史－まちから学ぶ 

① 朝鮮半島からの玄関口：下関～北九州～福岡（山口県、福岡県） 

総合案内：朴康秀（パク・カンス）氏／記録、編集：李明哲
リミョンチョル

／実施日 2015 年 10 月 15～16 日 

●下関(山口県)  

▼関門トンネル工事跡 殉職碑 

彦島という地に、下関と門司(北九州市の港町)をむすぶ関門トンネルの工事跡がある。ここは世界初の

海底トンネル工事現場である。ここには、工事中の事故などで亡くなった人々のための「殉職碑」が建

てられている。殉職碑には、34 人の名前が刻まれているが、朝鮮人の名前が 4 名ある。案内してくださ
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った鍬野
く わ の

保雄さん（日本とコリアを結ぶ会）によると、技術職に限定されており、実際はもっと多くの

犠牲者がいると考えられる。この工事跡には、記録がある限りで、朝鮮人は約 200 名が働いていた。海

底トンネルの事故で死亡しても海水ですべて流れるため、遺体や遺骨は残らず、記録が残りにくい。 

また、1942 年 12 月の航路を見ても、朝鮮半島から関釜連絡船で下関に連れてきた朝鮮人労働者を筑

豊などの北九州の炭鉱に送るために「下り」の航路を急がせた。 

朝鮮半島の牛も強制的に連れて来られており、その数は年間に 5～6 万頭に上る。下関から渡って来て、

全国各地へ運ばれた。 
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▼旧下関駅跡地 

1905 年に関釜連絡船(下関―釜山)が開通し、関門航路(下関―門司)とつながる。1905 年という年は、日

露戦争で日本がロシアに勝利し、ポーツマス条約を結び、大韓帝国への排他的指導権を獲得した年であ

る。加えて、第二次日韓協約が結ばれ、外交権を日本が掌握し、初めて朝鮮総督府を置いた年でもあ

る。これにより、朝鮮半島は日本の実質的な植民地状態になった。そのような年に、日本が進出すべく

下関から釜山への航路が完成した。船に朝鮮の都市の名前をつけている（初めが「壱岐丸」「対馬

丸」、続いて「高麗丸」「新羅丸」「景福丸」）のを見ると、徐々に支配期に近づいていく様子がわか

る（「壱岐」は長崎県と福岡県の間にあり、「対馬」は日本と朝鮮半島の間にある）。ちなみに、対

馬、壱岐の住人の一部にあいだで、「チング」（친구 朝鮮語で「友達」の意）という言葉が残ってい

る。植民地支配期、船が停泊する周辺は下関水上警察の監視下であり、下関港についた朝鮮人たちへの

管理体制も強めていた。 

▼日清講和記念館 

1931 年の満州事変から、1939 年の盧溝橋事件が起きるまでの日中戦争への移行期に、この日清講和記

念館は作られた。建設の動機は、日清戦争で中国に勝利したことをアピールするため、とも考えられ

る。日清の政府役人が交渉している姿を再現した展示などがされている。現在、下関市の教育委員会が

運営しており、来館者はあまり気づかないことが多いが、当時の国際情勢の力関係を日本側の視点で描

かれた絵画なども展示されている。現在は中国人観光客も多く訪れる。 
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▼下関の在日集住地域 

1905 年から日本の本土と朝鮮半島がつながり、日本に初めて来る場所が下関であった人が多かった。

戦争が激化するにつれ、たくさんの朝鮮人たちが日本に商売をしに来たり、連れてこられたりした結

果、下関が、物流・人流が圧倒的に多い港であった。 

一方、戦後は朝鮮半島に帰る人が増えるが、下関周辺には機雷が多く、封鎖される。その代わりに仙

崎港や、福岡・博多港から引き揚げる人が増えた。同時に、下関に留まって生活する人が多くなり、闇

市が増加した。密集する下関港周辺で追いやられていった朝鮮人たちは、港から奥に進んで行った場所

に住むことになる。そこに在日コリアン集住地域が形成されていった。 

 「グリーンモール」と名付けられた長い商店街は、昔と比べて閉まっている店が増えたものの、食

材、衣類など生活必需品を売る老舗店舗が多数並ぶ。その中には、ホルモン屋、キムチ屋、チョゴリ屋

などがある。商店街の所々に置かれた掲示板は、コリア風の模様であり、年に一回のリトル釜山フェス

ティバルの宣伝や、その商店街の歴史解説などが書かれている。さらにこの商店街には、関釜フェリー

を経由して来た、「ぽったりさん」と呼ばれる、韓国から商品を運んで売る韓国人商人たちや、韓国ナ

ンバーの車などが見かけられる。最近では、毎年 11 月のリトル釜山フェスティバルに合わせて、「ニッ

コリパレード」(「日本とコリアをむすぶ会」主催)という、日本と朝鮮半島の友好を願い、差別に反対す

るための催しものが行われている。 
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グリーンモールを抜けたところに、坂道が見えてくる。そこから先は、植民地支配期に形成された在

日コリアンの集住地域の「大坪（おおつぼ）」である。坂を上っていくと、一番上に公園があるが、そ

こは昔、火葬場であったこともあり、その周辺には人があまり寄り付かなかった。その坂道の上に、不

安定に建てられたバラック小屋が、現在もいくつか並んでいる。高い三方に囲まれた低い一面であり、

衛生設備がなかった時代は、糞尿などの排水が垂れ流されることによる悪臭がしていた。住宅地として

行政が管理している場所ではなく、上下水道の配備や洪水対策など何もなかった。戦後も住宅地として

の改良は進められることはなかったが、他に住むことが出来ない在日コリアンはそこに住まざるを得な

かった。大坪の周辺には、朝鮮学校、韓国寺院、在日大韓基督教会など、在日コリアンにとって必要な

ものが集中している。 
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●北九州市(福岡県)―若松、小倉 

「小田山霊園」内の朝鮮人遭難者慰霊碑 

敗戦後、日本人が朝鮮半島から引き揚げるだけでなく、日本から多くの朝鮮人が祖国へという「もう

一つの引き揚げ」があった。船待ちが続き、たくさんの朝鮮人がほとんどの港で溢れていた。日本側と

しては朝鮮人に帰って欲しいが、資産を持って帰って欲しくないので、持ち出し制限をかけていた。 

もともと小田山古墳があった場所に共同墓地が作られ、その後、北九州市立の墓地となった小田山霊

園。この霊園の一角には、1945 年 9 月 17 日に若松沖で亡くなった朝鮮人遭難者たちの慰霊碑がある。

日本の敗戦直後、下関や博多と同じく、若松港(現在の北九州港)は人で溢れ返っていた。日本人の引き揚

げと、朝鮮人軍人引き揚げを優先して船に乗らせていたため、朝鮮人労働者とその家族たちは、祖国に

帰りたくても船に乗れない状況が続いた。そんな中、自分たちで船を用意して沖に出る人たちが増え始

めた。あるとき、枕崎台風で船が転覆し、浜に約 100 人が打ち上げられていた。男性は作業着、女性は

チマチョゴリを着ていたため、朝鮮に帰ろうとした人たちであることは間違いなかった。当時、衛生局

で働いていたオム・ジョンナムさんが発見し、住民たちがリヤカーで遺体を運び、共同墓地の一角であ

る今の場所に、約 80 体が埋められた。 

しかし、その後は放置され、誰が何故埋まっているなど、知られない状態が続いた。日朝協会などの

団体が、オムさんの証言を元に追悼碑を建てる運動をおこない、1990 年にハングルの慰霊碑が建てられ

る。1995 年に北九州市が日本語版の慰霊碑を建てるが、加害責任については書かれていない。ちなみ

に、炭鉱で死んだ人は、お寺の過去張に記名され、供養、納骨まですることが多いため、記録も残され

るが、引き揚げ遭難者は完全に放置される。 
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▼在日大韓基督教会・小倉教会 

教会と家を兼ねており、資料やパネル、書籍などがたくさん展示されている。元々、崔昌華牧師がこ

の小倉教会を開設した。指紋押捺反対などで精力的に活動する運動家の牧師で、金嬉老事件で犯人の説

得にあたる姿で全国的に有名になった。また、ＮＨＫが「慣例」として在日コリアンの名前を日本語で

発音し続けていることに対して、裁判を起こした。お金が問題ではないことを明確にするため、賠償額

を一円に設定した「一円裁判」をしたことでも有名になった。裁判そのものは敗訴だったが、判決を伝

えるＮＨＫニュースでは「チェ チャンファ」と発音し、テロップにもそれが載った。 

 

 

 

 

 

 

 

▼納骨堂「永世園」 

小倉教会牧師・朱文洪さんによると、参拝に来る方は、遺骨の遺族と小倉教会の信徒が多い。最近、

韓国から在日朝鮮人問題に関心のある人たちが来た。 

戦後の混沌期を過ぎて 1970 年代に入り、それぞれの生活に少しばかり余裕が出てきた頃、在日朝鮮人

の中で、就職差別を告訴した日立裁判闘争などが代表するような人権問題への意識が顕著となり始め

る。その中で、強制連行の問題性にも目を向け始めることになる。 

筑豊地域には、たくさんのお寺があるが、地盤沈下によって傾いたりする。お寺の倉庫が崩れて、そ

こから約 153 体、朝鮮人犠牲者の遺骨が出たと新聞報道などに出た。朝鮮人は生きても死んでもこんな

扱いなのかという憤慨した気持ちを共有した人たちの呼びかけで、1973 年にこの納骨堂「永世園」が建

てられた。納骨堂としてこんなに大きなところは他にはない。 

韓国の遺族らが、領事館や民団を通して、問い合わせてきた。遺骨の半分くらいが遺族の元に帰るこ

とができたが、残った半分は行き場がないので、納骨堂に納めている。 

この亡くなった人たちの骨は「歴史の証人」としての役割を担っている。亡くなった年齢が 40 代前後

で、炭鉱の事故で亡くなった方が多い。名前がわからない遺骨もある。遺骨に関して、どこのお寺で保

管されていて、どこの炭坑から出て来たかという記録は残っているものが多い。まだお寺が遺骨を保管

しているケースもある。住職さんによっては、納骨堂への引き渡しなどに協力してくれている。 
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基本的に納骨堂は募金によってまかなっており、定額はなく、誰でも入れる納骨堂。炭鉱労働現場で

の犠牲者の遺骨だけでなく、小倉教会の信徒とその家族や、民団を通して家族がいない遺骨もこの納骨

堂で受け取っている。 

 

  

 

 

 

 

 

●福岡市(福岡県) 

▼博多港 

現在、博多港と釜山を結ぶ大型船が、一日一回出ている。博多港にある巨大なオブジェは、主に朝鮮

半島から博多港に引き揚げて来た日本人の引き揚げを記念し、1996 年に建てられたもので、「人間」を

表現している。しかし、もう一つの引き揚げもあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

崔昌華牧師とお連れ合いのご遺骨も保管され

ている。他にもカナダの宣教師の遺骨もあ

る。在日と共に生きてきた、日本人の遺骨も

いくつか入っている。自殺でなくなった信徒

の遺骨も納められている。 
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植民地支配がはじまるころ、下関の関釜フェリーは、日本の炭坑や倉庫など、様々な労働現場へ朝鮮

人労働者を運んだ。解放後、祖国への帰郷を求めて、博多港、下関港、仙崎港に大勢の朝鮮人が集ま

る。しかし、博多港は日本人の引き揚げ港としても最大で、帰れない朝鮮人が博多港に溢れた。また、

朝鮮半島の不安定な情勢や伝染病、持ち出し財産の規制など、さまざまな要因で帰れなかった朝鮮人が

たくさん居た。 

住む土地がない朝鮮人たちは、御笠川の水上バラック住宅で生活をせざるを得なかった。博多港周辺

に広がる闇市で商売をしながら生き抜いた。九州における戦後在日の出発点は、下関の大坪・グリーン

モールと合わせて、博多港周辺のバラックと闇市と言える。バラックは長浜まで続いて、1970 年代まで

続いた。当然、川上の生活者は行政から立ち退きにあうが、総連と民団が交渉し、浜松(金平)団地、高松

団地が建てられていくことになる。 

 

▼高松団地 

福岡市東区に位置し、民団系の在日コリアンが多く住む団地として知られている。70 年代初頭に建て

られ、現在も建物はそのままの状態。まだ住んでいる人はまばらに居るが、生活感はあまり感じられな

い。まもなく立て替えられること決まっており、来年は無くなっている可能性が大きい。形式的には市

営住宅だが、実質、住民の自主管理状態になっている。 

 

隣接している「韓国教育院」は既に中身は移転済

みであり、建物だけが残っている。以前は太極旗を掲

げていたが、住民たちから、在日が住んでいることが

ばれるという理由で反対の声もあったようで、今は掲

げていない。集住地域によって、民団系、総連系で分

かれるというのは、全国的には異例だと言える。 

 

 



 11 

▼浜松団地（通称：金平団地） 

福岡市東区に位置し、福岡市内にある最も古い在日コリアン向けの公営住宅。総連系の在日コリアン

住民が多いとされる。昔の朝鮮幼稚園の建物と運動場が隣接しているが、今は運営していない。はじ

め、1959 年に福岡県と福岡市が約一万五千平方メートルの敷地に、木造二階の長屋式住宅三十一棟建設

した。御笠川流域（福岡市博多区）の水上住宅で生活していた多くの在日コリアンは、国道３号延伸工

事に伴い、浜松団地などの代替住宅に移転した。木材の老朽化に伴い、2007 年に駐車場付きの 14 階建

て二棟のマンションに建て替えられた(参考：西日本新聞 2006.4.11)。 

隣接する九州大学との間に設けられた塀と柵が、ある部分から一気に高くなる金網が付いている。団

地側から大学へ塀を乗り越える子どもたちが多くいたため、九州大学側が金網をつけた経緯がある。あ

まりにも背が高い金網なので、隔離された場所のように見える。また、戦後の闇市以降に建てられた、

日雇いの人が泊まるための飯場が、団地のすぐ横に連立されている。 

浜松団地の近くには、同対策事業として建てられた改良住宅団地も建っており、そこにも在日コリア

ンはある程度住んでいる。団地だけでなく、近隣の一戸建て住宅の表札には、在日コリアンと思われる

名前が並び、福岡市内の集住地域であることがわかる。周辺には、玄風館という全国的に有名な焼肉屋

や、大津町商店街という博多の在日コリアン市場もある。 
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② 戦争のつめあと：柳本飛行場、屯
ど ん

鶴
づ る

峯
ぼ う

（奈良県） 

●柳本飛行場（天理市） 

記録：姜美環、編集：劉成道／実施日：2015 年 12 月 6 日 

 

JR 柳本駅と長柄駅の西側に旧海

軍が建設した柳本飛行場があった

と言われる。今はほぼ住宅街にな

っている。私たちは、奈良県での

朝鮮人強制連行等に関わる資料を

発掘する会・事務局長の高野眞幸

先生の案内で JR 柳本駅に集まり当

時飛行場とされた方面一帯を回っ

た。 



 13 

 柳本飛行場は 1943 年頃本土決戦に備え、工事が開始されたが、その建設に当たって、日本人の徴用

や学徒動員のほかに強制連行された朝鮮人や日本居住の朝鮮人らが投入された。強制連行で連れてこら

れた数は 3000 人とも言われ、解放後は、日本

人の引率により帰還したと言われている。ま

た、飛行場の建設の他に、武器や燃料物資を保

管するためのトンネルの掘削作業にも朝鮮人が

あてられた。私たちは飛行場があったという場

所を回ると赤茶色の古い建物があるところを見

学した。そこは当時朝鮮人たちがいた飯場の跡

地という説明を受けた。今も人が住んでいる。

すぐそばには生活家具等も捨てられてあった。 

 フィールドワークの中で一番衝撃的だった事実は飛行場建設に伴って「慰安所」が設けられていたと

いうことだった。「慰安所」は軍の施設内にあった。およそこの辺りに「慰安所」があったであろうと

いうところを見学したときは、なんともいえない気持ちになった。また、少しはなれたところには解放

後の在日コリアンが創った国語講習所の跡地もあった。現在は別の建物が建っているが、近年まで、日

本で唯一残っている国語講習所跡の敷地として存在していたそうだ。 

 飛行場一帯を回った後、少し車で走ったところに滑走路があったというところも訪れた。畑が周辺を

覆っていたが、畑の少し下に滑走路であっただろう古いコンクリート跡が見えた。その畑沿いにはずっ

とまっすぐ伸びた道路になっていた。 

 

 最後に、この柳本飛行場の建設工事に朝鮮人が強制連

行され、慰安所も併設されていたという史実を明記した

説明版がある場所を訪れた。しかし説明版は撤去され、

ビニールシートで覆われていた。この説明版は 1995 年

に天理市と市教育委員会が、聞き取り調査を行った上で

設置したものだが、歴史修正主義者や排外主義団体から

の抗議を背景に、2014 年 4 月、「いわゆる“強制性”に

ついて、天理市の公式見解と解されるのは適当ではな

い」とし、突然撤去した。高野先生ら市民団体は経緯説

明を求めたが、市は「（強制連行について）国全体での

歴史専門家による研究・検証を見守りたい。」、「今後

一切、天理市外の個人や団体からの説明要請には答えな

い」との姿勢であり、説明版は今も見られない状態であ

る。 
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●屯鶴峯
どんづるぼう

（香芝市） 

 記録・編集：金和子／実施日：2015 年 12 月 6 日 

 

屯鶴峯（どんづるぼう）と

は、奈良県香芝市にある、標高

150ｍの奇岩群である。およそ

1500 万年～2000 万年前の二上

山（にじょうざん）の噴火によ

って降り積もった火山灰などが

風化・浸食を経て白い凝灰岩の

奇岩群になったと言われる。

1951 年に奈良県の天然記念物

に指定され、一時は観光地とし

ても賑わった景勝地だ。「屯鶴

峯」という名は、白い岩が連な

っているのが、鶴が屯（たむ

ろ）しているように見えることから付けられたそうだ。私たちが訪れたのは 12 月 6 日、紅葉の美しい時

期で、今は少なくなったと言われる観光客もちらほら見られた。私たちもまずは屯鶴峯の岩山を登り、

美しい眺めを楽しんだ。 

 この美しい景観の岩山の下に、戦前、朝鮮人が掘ったトンネルがあるという。私たちは、「屯鶴峯地

下壕を考える会」の田中正志先生の案内で、岩山を下り、草むらをかきわけて入った。そこは思ったよ

りも広く大きなトンネルが掘られていた。縦にも横にも大きな穴が掘られており、全長約 2000 メートル

だそうだ。ここは、陸軍の「航空総軍戦闘司令所」、具体的には、八尾にあった大正陸軍飛行場からの

特攻機を指揮するための場所として建設されたという。建設時期は 1945 年 6 月～8 月終戦までのたった

2 ヶ月で、陸軍の「帥１９５０２部隊」が地下壕を掘るために編成された。ここで働いた朝鮮人の証言は

残念ながら見つかっていないが、当時「帥１９５０２部隊」の日本人将校だった I さんの証言によれば、

朝鮮人の兵隊は全体の 3 分の 1 程で、100 人ぐらい

はいただろうとのこと。みな 22～3 歳の青年で、朝

鮮に小さな子供を置いて来ていたそうだ。当時日本

の青年は戦地へ出征させられており、ここで働いた

日本人は 40 代～50 代であるから、きつい仕事は誰

が担わされていたのかと考えれば、それはきっと若

い朝鮮人だったでしょうと田中先生は語られた。き

つい仕事とは、ダイナマイトで豪を爆破する危険な
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作業はもちろんだが、掘った後の土をト

ロッコで運び出す作業も、大変な重労働

だそうだ。朝鮮人が掘った地下壕軍事施

設と言えば、大阪に高槻地下倉庫（通称

タチソ）があるが、田中先生は若い頃に

その存在を知り、自分の地元の奈良県に

もトンネルがあるのではないかと思い、

この屯鶴峯の調査を始めたという。また

自分の在日朝鮮人の友人が、本名を名乗

って活動をし始めたこともこうした活動

の大きな動機になったとのことだった。 

 トンネルは真っ暗でひんやりとし、懐中電灯がないと歩けない。しかし良く見ると、つるはしを引っ

かけた後や、穴の幅を取るための釘が刺さっていたりする。工事の途中で突然解放がやってきて、その

まま時間が止まってしまったようだ。当時の朝鮮人たちはどのような思いだったろうか。 

 ところでこの地下壕のには上方には豪壮な建物が建設されており、そこで李王朝最後の皇太子、李垠

（イ・ウン）と出会ったという元通

信部隊兵の証言があるそうだ。李垠

は航空総軍傘下の部隊の司令官だっ

たこともあり、李垠が、大正陸軍飛

行場から出る特攻機を見送る体制が

準備されていたのではないかと想像

され、朝鮮のヒエラルキーを利用し

た植民地支配と戦争の一部が垣間見

えるフィールドワークでもあった。 
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③ 在日コリアン集住地区・長田（兵庫県） 

 

長田フィールドワーク 

案内人：金信鏞（キム・シニョン）氏／記録・編集：洪ジョンウン／実施日 2015 年 10 月 10 日 

1．大乗寺：総連系在日コリアン寺院 

長田区東西は、在日コリアンの宗教の地域と言え

る。かつては仏教のお寺が 2 か所、キリスト教の教会

が 1 か所、朝鮮半島の土着宗教である天道教の寺院が

1 か所あった。お寺の二つは、朝鮮半島の分断が反映

されており、総連系と民団系に分けられていた。お寺

は現在、総連系の大乗寺のみ残っている。 

 大乗寺は 1950 年に建てられた。当時は在日コリアンに対する差別がひどく、在日コリアンの遺骨を他

の日本のお寺では受け入れてくれなかった。そのため、朝鮮の風習に合わせた儀式を行えるお寺を建て
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るようになった。淡路大震災の影響も受けた。現在は同胞たちの祭祀、集まりのできるコミュニティの

中心となっている。納骨堂が設けられているが、前はもっと多くの遺骨が祭られていた。 

 

 

 

2．神戸市立蓮池小学校 

在日コリアンの子どもが最も多い小学校で、民族教室がある。昔から朝鮮半島から渡ってきた人が村

を始めたという歴史のある地域に立っている。案内者が活動を始めた頃は、約 70 名の在日コリアンの子

どもたちがいたが、現在 20 名程度になっている。20 年前から民族教室の設立を目指し、神戸市教育委

員会に意見書を出したが、拒否され、保護者たちが力を合わせ、公民館などを生かして 10 年間民族教育

を行った。10 年前、正式に民族教室が作られており、神戸市には蓮池小学校を含め、2 か所が運営され

ている。蓮池小学校の民族教室ではふだん 25 名程度の在日コリアンの子どもたちが学んでいる。 
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3．阪神淡路大震災からの復興と地域における多文化の動き 

震災の大きかった地域で、2 階は図書館で、その上は神戸市の住宅になっている。 

25～26 年前、在日コリアンがたくさん過ごしているという地域の特性にあった図書館の設立を求める

要請を出したことから、他の地域より在日コリアンの歴史などに関する資料の多い図書館になってい

る。近年はベトナム人や中国人が多くなっていることから、関連の書籍も増えている。 

 

4．シューズプラザ 

巨大な赤いハイヒールは、震災の後、神戸市が建てたモニュメントである。震災の後、地域の新しい

構想が始まったとき、地域の住民が集まって長田区の一区域をアジアタウンにしようとするアイディア

が出た。最初はコリアタウンを創ろうという意見もあったが、震災によってベトナム人や中国人も住む

多文化地域であることに気付き、アジアタウンを創ろうということになった。しかし、アジアタウンが

形成されると、日本人の暮らしに悪い影響が出るという否定的な見解など、長田地域の保守的な考えが

出され、その構想は無くなった。その結果、神戸市は靴の工場がたくさんある長田地域の特徴から今の

建物（１階の靴メーカーのアンテナショップや４階の神戸アジア交流プラザ）となった。 



 19 

5．神戸コリア教育文化センターと併設コミュニティカフェ「ナドゥリ」 

金信鏞氏は 2014 年に神戸コリア教育文化センターを設立し、コミュニティカフェ「ナドゥリ」を開い

た。コリアに関する様々な催し物が開かれている。 

この場所で、長田区の人口構成など多文化社会の現状についての説明があった。長田区の人口は 10 万

人に至らず、韓国籍・朝鮮籍を持っている在日コリアンが 5,000 人弱、ベトナム人が 1,200 人程度いる。

過去、長田区の人口が 21 万人に上っていたときは、神戸市の中で長田区の人口が最も多かった時代で、

そのとき在日コリアンも約 1 万数千人いた。大阪市生野区の在日コリアンが 3 万 8 千人であった時代、

長田区の在日コリアンは 1 万 2 千人程度であった。しかし、現在生野区は 2 万 7-8 千人の在日コリアン

がいることに比べ、長田の在日コリアンは急激に減少し、約 5 千人となっている。さらに詳しくは、後

述の文章にてまとめている。 

また、金信鏞氏の個人史や写真展についてのお話もあった。Ⅲ章④（P.52～）にて掲載する。 

6．神戸市立長田南小学校：4・24 阪神教育闘争 

1998 年に神戸市立神楽小学校と神戸市立志里池小学校が統合し、現在の長田南小学校となった。神楽

小学校が現在、長田南小学校の場所にあったが、神楽小学校の中に、1946 年から 1948 年まで、朝鮮建

国国民学校と調練初等学院という 2 つの朝鮮人学校が運営されていた。現在、資料室があり、一部のコ

ーナーに朝鮮人学校の歴史が保存されている。当時の通知報や教科書の写本などが展示されている。 

阪神教育闘争 

1945 年解放を迎えた朝鮮人たちは、奪われた言葉を子どもたちに伝えようと、日本の各地に

国語講習所を建て、それは後に朝鮮人学校へと発展された。しかし、当時 GHQ（連合軍最高

司令官総司令部）と日本政府は、朝鮮人学校の設立を認めず、朝鮮人学校を閉鎖せよと通達

を出した。それに対し、「民族教育を守れ」と朝鮮人を中心とする反対運動が各地で盛り上

がり、兵庫では 4 月 24 日に兵庫県知事と交渉を行った結果、その撤回を勝ち取ることがで

きた。しかし、その夜、「非常事態宣言」が出され、朝鮮人に対する弾圧が行われた。多数

の逮捕者や負傷者が出た。在日本朝鮮人連盟の兵庫県本文委員長であった朴柱範さんが軍事
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裁判で裁かれ、大阪では一人の少年が警察官の発砲で命を失った。日本全国で行われたが、

大阪・神戸で激化していた当時の運動を指し、「4・24 阪神教育闘争」と呼ぶ。 

 

 

7．4・24 阪神教育闘争記念碑：二つの朝鮮人学校を記念する碑 

2010 年、日本の学校（長田南小学校）の中に朝鮮という言葉が使われた碑石を建てることはとても大

変であった。当初は、2008 年の阪神教育闘争 60 周年に向け、記念碑を建てるつもりで 2006 年から

「4・24 阪神教育闘争記念碑を建てる会」の動きを始めた。最初は、教育委員会からの承認を得られ

ず、学校の隣の公園に建てようとする案も出たりと、なかなか進まなったが、色々な状況が変わり、無

事に立てることに至った。 
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8．線路下の工員募集 

昔からミシン工、針子の募集が張られていた線路

下。不法であるので、残されているところは少ない。

一つの長田地域の文化である。最近はベトナム語で書

かれる広告もある。 

 

 

9．JR 線路 

在日コリアン 1 世たちは、線路の土手にサンチュや

ネギを植えるなど、たくましく過ごした。  

  

 

 

 

10．新湊川 

南北に流れる川に沿って 1500 人程度の在日コリアンがバラックを立てて生活をした。今は堤防ができ

ているため、その面影は見えない。なぜ、多くの在日コリアンが不法占拠でありながらも川沿いにバラ

ックを立てて住んでいたかというと、①朝鮮人であるということでアパートなどの住居を借りることが

できなかったこと、②近くに商店街があって生活が便利であること、③長田は工場が多くて働く場所が

あることを、その理由として挙げられる。 
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11．真陽小学校 

今は 200 人程度の生徒しかいないが、かつては約

3000 人の生徒、80 個のクラスがある、日本で最も大

きい学校であった。現在は、ベトナム人の子どもを

支援する教室が設けられている。 

 

 

12．商店街：どろソースで有名な食品メーカーのばら食品など 

 

13．若松公園の鉄人 28 号 
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兵庫県における在日コリアンの町、長田 

洪ジョンウン 

■長田区 

兵庫県神戸市を構成する行政区（兵庫区、中央区、北区などの 9 区）のうちの一つで、JR 西日本の新

長田駅や神戸電鉄長田駅などが位置している。 

長田区のホームページによると、長田区は、兵庫区とともに神戸西部地域における重厚長大型産業の

中心とし、マッチ・ゴム・ケミカルシューズなどの地場産業の活況により神戸経済を支えてきたとい

う。長田区の人口は、太平洋戦争直前の 1940 年(当時、林田区)には 229,356 人で全市の 23.7％を占め、

戦後においても、産業の発展とともに再び順調に伸び、1967 年には 214,566 人と、戦前のピーク時に迫

る勢いを示した。しかし、社会経済情勢や産業構造の変化によって人口の減少や高齢化、地場産業の停

滞など、いわゆるインナーシティ現象が顕著になっており、商店街や小売市場についても、消費者ニー

ズの変化、都市機能の更新の遅れなどから活力が低下してきているという。特に 1995 年に発生した阪

神・淡路大震災により、長田区も大きな被害を受けた。地震で直接 921 名の尊い命が犠牲になるととも

に、家屋は全半焼が 4,772 棟・約 30 ヘクタール(市内の全半焼の約 6 割)、全半壊が 23,803 棟(市内の全半

壊の約 2 割)にのぼるなど壊滅的な打撃を受けた。また、長田区の人口は 1995 年 10 月 1 日現在 96,807 人

(1967 年の 45％)となった。 

住民数は 2015 年現在、97,938 人と推計される。神戸市（2004）によると、長田区は在日外国人比率が

2004 年には 7.8%に達し、神戸市内でも在日コリアンと共にベトナム籍住民が集住することで特徴付けら

れる。 

 

神戸市における国籍別・区別外国人数（神戸市 2004） 

2009 年 10 月には、若松公園に鉄人 28 号のモニュメントが完成し、長田のまちに輝きが取り戻されつ

つあるそうだ。 
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■長田区の在日コリアン 

古くから沿岸部を中心に渡来人の集落が形成された歴史が伝わる一方、かつては日本最大の在日コリ

アン集住地区である大阪府大阪市生野区と肩を並べるほど、大きなコリアンタウンを形成していた。

2010 年日本の国勢調査によると、長田区の人口は 101,624 人、外国人人口は 6,167（約 6.07％）で、神戸

市の中においても外国人登録者の割合がもっとも高い区である。2010 年現在、長田区に住む在日韓国

人・朝鮮人は 4,708 人で、長田区に住む外国人全体の 76.34％にのぼっている。 

長田区における人口の推移（金宣吉 2014: 35） 

年度 住民数 外国人登録者数 韓国籍・朝鮮籍者 割合 

1965 214,365 10,787 10,358 4.8 

1975 185,974 11,641 11,237 6.0 

1985 148,590 10,990 10,420 7.0 

1995 96,807 10,422 9,003 9.3 

2005 103,771 7,996 6,592 6.4 

 

 在日コリアンが長田区に多く在住するようになった背景には、戦前、長田を含め、神戸市が日本のゴ

ム工業の中心地となることによって、低賃金の朝鮮人の雇用が促進された経緯がある。山本（1999: 209-

210）によると、1909 年神戸市に神戸ダンロップ護謨が設立されたことを契機に、ゴム工業が神戸の有

力な産業になったという。それまで神戸はマッチ産業で有名であったが、第 1次世界大戦後、衰退し始

め、製造過程で硫黄を使用し、必要な技術の応用が可能であったことから、マッチ工場の経営者たち

が、ゴム工業の経営に転換しやすかったという。当時、ゴム工業はいわゆる「3K労働」（きつい、汚

い、危険な労働）の場で、植民地下の朝鮮半島から渡日してきた朝鮮人の雇用が行われたという。1936

年当時、長田地域の朝鮮人人口は 7,717名（神戸市全体では 1万 6,000人）に達しており、その多くが

ゴム工場の労働者として働いたのである。そして、戦後、在日コリアンはゴム工業、それを母体とした

ケミカルシューズ産業の担い手となってつながってきたという。長田の地場産業であるケミカルシュー

ズ産業で、全国シェアの 75％を占めている。 

ケミカルシューズ産業の発展によって在日コリアンや、在日ベトナム人といった在日外国人の集住地

区となった長田区であるが、かつての茶製造やマッチ製造と同様に、非熟練、家族多就労を前提とした

国際市場の影響を受けやすい付加価値の低い製造業であったため、徐々に衰退され、もはや在日外国人

の生活も厳しい状況に置かれている状況である（金宣吉 2014: 36）。 

 

長田区役所襲撃事件 

1950 年 11 月 20 日から 11 月 27 日にかけて兵庫県神戸市長田区発生した事件を指す。日本の

デフレーションが進行している中、在日朝鮮人の失業者も激増していった。当時、在日朝鮮

人は「朝鮮人生活擁護闘争」を展開し、地方税の減免や生活保護の適用を求めた。神戸市長
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田区役所においても在日朝鮮人の要求が行われ、神戸市から総動員された警官たちとの間で

物理的摩擦も起き、在日朝鮮人 179 人の逮捕者も出た。インターネットでは在日朝鮮人によ

る公安事件、騒乱事件と称することもあるが、当時、ひどい差別の中、生活を脅かされてい

た在日朝鮮人の現実を象徴的にあらわす事件であるといえる。 

 

 

【参考】 

金宣吉（2014）「国際化と都市政策が生みだした神戸市長田区への外国人集積――グローバリゼーショ

ンが引き起こすマイノリティの周辺化」『海港都市研究』第 9 号 

山本かほり（1999）「在日韓国・朝鮮人の生活史のなかの震災」『阪神淡路大震災の社会学』、昭和堂 

神戸市長田区ホームページ http://www.city.kobe.lg.jp/ward/kuyakusho/nagata 

 

 

 

 

 

戦争と神戸の在日コリアン 

崔大志 

はじめに 

 神戸市中央区にある東福寺には、朝鮮人の無縁仏が埋葬されている。そのことについて、『人権歴史

マップ 淡路・神戸増補版』には、1945 年の神戸空襲の後のこととして、次のような記述がある。 

  川崎製鉄や神戸製鋼で働いていた朝鮮人の遺骨が約 50 体分、長さ 120 センチ、高さ 60 センチ程度

の箱に、骨を砕いたのをぎっしり詰め込んで 3 つ持ち込まれた（『人権歴史マップ 淡路・神戸増

補版』ひょうご部落解放・人権研究所、2014 年、54 頁） 

この記述だけからは、誰が、どのような経緯で、そもそも誰の遺骨を持ち込んだのかは明らかではな

い。しかし、神戸空襲の際に、神戸で働いていた在日コリアンが空襲の犠牲となったことは確かであ

る。そしてそこからは、神戸空襲による被害は何だったのか、戦時期の神戸に暮らした在日コリアンの

生活はどのようなものだったのかという問いが生まれてくる。この文章では、神戸空襲と、当時の在日

コリアンについて、これまでになされたいくつかの調査などから、その関係について触れることとした

い。 

http://www.city.kobe.lg.jp/ward/kuyakusho/nagata
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１．神戸空襲 

 神戸空襲とは、一般的には、1945 年 3 月 17 日、5 月 11 日、6 月 5 日に神戸・阪神間が被害を受けた

アメリカ軍機による大空襲のことを指す。これによって神戸・阪神間の街の多くは甚大な被害を受け、

当時の神戸市域だけで、6,235 人が亡くなったとの記録がある。しかし、空襲によって犠牲となった人々

の数については、資料によってちがいがあり、正確な数値は明らかとなっていない。そのことからもち

ろん、誰が、どこで、どのように空襲の犠牲となったのかについても、公式の調査はほとんど行われて

いないのが実情である。日本の多くの都市部はアジア・太平洋戦争期に空襲の被害を受けたが、多くの

場合、これと同様である。そのことから、1970 年代ごろから全国的に市民レベルで空襲を記録する運動

が広がっていった。地域ごとに多様な取り組みがなされているが、神戸においては、「神戸空襲を記録

する会」がその取り組みの中心となり、空襲体験を伝える活動や、犠牲者の名前を刻んだ慰霊碑の建設

に取り組んだ。2013 年 8 月には、神戸市内に慰霊碑の建設が実現している。 

 ここでは、神戸が空襲被害を受けることとなる前提条件について、アメリカ軍の戦略面から確認して

おきたい。まず 1944 年 6 月から 8 月にかけてマリアナ諸島を攻略したアメリカ軍は、同年 11 月ごろか

ら日本本土の空襲を始めた。当初の空襲は、航空機工場を目標とした精密爆撃が中心であり、それによ

って日本側の航空機生産能力の低下を目的とするものであった。しかし、日本上空の気象条件や技術的

要因などから、1945 年 3 月からは、市街地に大量の焼夷弾を投下し、広範囲を爆撃する戦略爆撃へと方

針が転換していく。市街地に立地する中小規模の軍需関連工場の爆撃はもちろん、都市機能の喪失によ

る戦争継続能力の低下をねらったものである。これによって、東京・横浜・名古屋・大阪・神戸といっ

た大都市部が繰り返し爆撃対象となり、5 月から 6 月以降には、日本列島各地の中小都市もその被害を受

けることとなった。 

 その意味で、当時の神戸を振り返ってみると、神戸港という大規模港湾が存在し、沿岸部に大工場が

立地する点、そしてそこで働く多くの人々が住む密集市街地が展開する点において、空襲の被害を厳し

く受ける都市であったことがわかる。 

２．神戸の在日コリアンと空襲 

 それでは、その街で在日コリアンはどのような生活を送っていたのだろうか。1936 年に神戸市が発行

した『朝鮮人の生活実態調査』によれば、当時の神戸市域においては、林田区と葺合区の 2 つの集住地

域が形成されていたことがわかる。日本での職業については、土木、港湾、製造分野における労働が中

心であった。 

 また、竹内康人編『戦時朝鮮人強制労働調査資料集』（2007 年）によれば、広く兵庫県内の鉱山や、

沿岸部の工場・港湾分野での労働が多い。戦争の長期化にともない、朝鮮半島から日本内地へ大規模な

労働力動員がなされていくなかで、工場労働に従事した在日コリアンの数も増加していったことがわか

る。 
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以上を踏まえれば、大規模港湾と、その沿岸部の大工場を抱える神戸への空襲において、多くの在日

コリアンが犠牲となったことは間違いない。さきに引用した『戦時朝鮮人強制労働調査資料集』には、

兵庫県内の鉱山や工場で死亡した朝鮮人の名簿が掲載されている。その死因や死亡日からは、確実に空

襲によって犠牲となったであろう人々の名をいくつか挙げることができる。 

空襲による被害そのものの全体像が明らかでないなか、当時の神戸で暮らした朝鮮人の被害がどのよ

うなものだったのかを明らかにすることは難しい。それでも、これまでになされてきた市民レベルでの

地道な調査の積み重ねが、これから空襲を学ぼうとする私たちに、大きな手がかりを与えてくれてい

る。 

まとめにかえて 

 この文章では、神戸の在日コリアンと空襲とのかかわりについて述べてきた。これまでに取り組まれ

てきた空襲の記録、あるいは朝鮮人の強制労働の記録から、私たちが住む街の歴史として、空襲と、在

日コリアンのあゆみを知ることができる。ここで参照しきれなかった調査や記録は数多いが、今後こう

した記録を手がかりに、私たち自身がより深く学ぶことが、いま、大切になっていると考える。 

＜主な参考文献＞ 

神戸港における戦時下朝鮮人・中国人強制連行を調査する会編『神戸港強制連行の記録』（明石書店、

2004 年） 

神戸空襲を記録する会編『神戸大空襲 戦後 60 年から明日へ』（神戸新聞総合出版センター、2005

年） 

竹内康人編『戦時朝鮮人強制労働調査資料集』（神戸学生青年センター、2007 年） 

ひょうご部落解放・人権研究所『人権歴史マップ 淡路・神戸増補版』（ひょうご部落解放・人権研究

所、2014 年） 
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④ 在日コリアン集住地区・東九条（京都府） 

 

「東九条マダンの取り組みとその意義」 朴実（パク・シル）氏 講演録 

以下は、12 月 5 日に実施された戦後 70 年セミナー「京都・東九条と在日コリアン」(主催：コリア

NGO センター／協力：在日コリアン青年連合(KEY))における、在日コリアン２世の朴実さん(京都・東九

条ＣＡＮフォーラム代表)の講演内容をもとに、東九条という地域の特性をまとめた。 

記録・編集：李明哲 

朴実さんは、東九条で生まれ育った在日二世。

1925 年に両親が、産米増殖計画で食べることが出

来なくなり、東九条に来た。東九条で民衆文化運

動が高まってきたのは 80 年代はじめ頃。韓国で

の全斗煥軍事政権による弾圧に対抗する民衆の光

州闘争に連帯しようと、創作朗読劇を始まった。 

子育てと仕事に追われ、学校に行けず、字の読

み書きができないオモニ・アボジたちがたくさんいたので、在日大韓基督教会・南部教会で青年たちと

「九条オモニハッキョ」というのを始めた。70 代のハルモニたちを中心に 2 年後には 100 人以上にな
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り、教えるスタッフも 50 人近くになっ

た。85 年からそのハルモ二たちと文化

祭を始めた。その年の春から「こども

チャンゴ教室」も始め、10 人近くが参

加。ＹＭＣＡの方の指導で、農学隊を

結成。ハルモ二たちがこどもたちのプ

ンムル隊を見て、ものすごく感動され

た。いつか東九条でこんな大きい祭り

をやろうとみんなで約束した。1986 年

から韓国で上映されたマダン劇「豚(テ

ジ)プリ」をやるためにハンマダンを結成。九条オモニハッキョを中心として、在日韓国・朝鮮人生徒の

教育を考える会(後に全外教)、希望の家保育園や児童館の関係者、鳳仙花の会、サークル「在日」、金芝

河演劇上演メンバーなど、在日だけでなく日本人も一緒に結成してハンマダンの活動を続けた。 

当時、日本人と一緒にやることに、大阪で生野民族文化祭というのをやっていた同胞の仲間から批判

を受けた。一世たちが文化や言葉や歴史まで奪われてきたものを自分たちで取り戻そうとする文化運動

の一環が、生野の民族文化祭であり、ハンマダンもそうあるべきだと。東九条の内部でも喧々諤々と議

論があり、日本人がチョゴリ来て一緒に練習してると、チョゴリを着られるようになった私たち在日の

気持ちはわからない、と言うやりとりもあった。いろいろな確執があったが、この地域が在日だけでな

く日本人とも一緒につくってきたし、その日本人の多くも被差別部落出身で同じ社会的弱者であり、共

に生きていきたいとういことを確認しあった。また、ダブルの子らにとって、コリアンと日本の文化両

方を引き離すことはできない。両方の文化でこの地域を作っていこうという願いで、ハンマダンを続け

た。 

忘れられないのは 40 番地の夏祭り。住民の参加者は、飲み水がないような死活問題を抱えながらも、

夏祭りをやるとどこにこんな元気があるのか、というすごいエネルギー。夜がふけて鴨川の対岸の人た

ちにも迷惑になるからと言っても、楽器を話さず、踊り、歌う。そのときの表情が人間の喜びを極限ま

で表していて、忘れられない。 

92 年の春に東九条マダンを始めた。準備会が希望の家の保育所で立ち上げた。東九条の中心に位置す

る陶化小学校の校長先生にたのんで、そこで第一回を始める予定だったんです。ところが、ＰＴＡの会

議で、断れた。楽器の練習を公園でしていると、一部の大人たちがうるさいといって石を投げつけて。

どこも練習する場所がなかった。96 年にマダンセンターが建て替えられて今のような状態になりました

が、それまでは労働組合の建物で、週二回。今はネットワークサロンの希望の家で練習しても音が迷惑

になる。何もないところから出発。あるのは夏祭りの感激だけです。ハルモ二たちの溢れる喜び。それ

を三世四世たちに伝えていきたいという思いだけ。 

民族団体は、総連系の人たちは、帰化した私を裏切り者として、同化主義者というレッテルで協力して

もらえなかった。民団は、あそこは総連系の人たちがやってるって言われて。京都市、教育委員会も後
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援に入ってもらえなかった。八方塞がり。なぜ、東九条マダンが実現したか？陶化中学の校長先生が、

偶然空いていた土曜日に、学校のグランドを提供していただいた。やっと、93 年の 10 月 9 日第二土曜

に初めて東九条マダンが実現。前日の台風も去って、真っ青な空の下でできた感動。 

内部の問題として、部落、障害者の人たち、さまざまな対立を抱えていた。障害者団体からも糾弾さ

れたことも。全戸にビラを配ったが、介護者いないと出れない人たちに怒られた。演目もコリア文化が

多かった。「東九条という地域を大事にするのか、マダンという民族を大事するのか」が議論になっ

た。最初から徹底したのは全戸配布。7000～8000 一軒ずつまく。最初はチラシの裏にカンパのお願いを

書いていたが、陶化小学校のＰＴＡ会長が「子どもをだしに金取るんか」って、目の前で２万５０００

枚のチラシに黒いマジックで線を引けっていわれたが、歯を食いしばって線を引いた。 

学校のグラウンドに車を入れられないので、リヤカーで重い機材を運んだり、そういう逸話はいっぱ

いある。やはり「ねばりと継続」。絶対これはみんなに受け入れられるっていう信念があった。最初か

ら入れて来た演目は和太鼓。和太鼓は単に日本の伝統楽器ということだけでなく、和太鼓を製造してい

るのは被差別部落。この地域で、部落民と朝鮮人の聞いてもいられないような憎しみ合いとケンカを見

てきた。そんな歴史があるこの地域で一緒に生きていく象徴として和太鼓とサムルノリを一緒にやろう

と呼びかけた。第３回までは別々に公演。第４回から一緒に演奏。第６回までは遠慮がちで、最後にセ

ッションがある程度。ところが第７回から若い人たちがひとつのものをつくろうと提案。ところが両方

がええかっこしようと思うので、聞いてられない音になる。しかしだんだんと、この楽器とこの楽器な

ら一緒にできるなどの工夫を凝らした。物語として、出会い、葛藤、争い、そして共に生きる。いま思

い出しても、感激しますが、第７回のプレイベントのとき、２つの文化の出会いからはじまる物語を音

にして演奏してくれた。日本人と朝鮮人が結婚した朴実さんのような家庭は、それを聞きながらみんな

涙していた。 

いろんな葛藤があるけれど自分たちでつくる。いま、少子高齢化で東九条は転機を迎えているが、若

い人たちも含めてみんなでつくって行こうということを音にしたのが和太鼓サムル。「東九条マダン趣

旨文」は四つあるんですが、この一つ目が「韓国・朝鮮人、日本人をはじめあらゆる民族の人々が、共

に主体的に祭りに参加し、そのことを通して、それぞれの自己解放と真の交流の場を作っていきたいと

思います」というの。この自己解放に関して、多民族を抑圧する民族は自由ではないと思う。被差別民

族は闘うなかで自分たちの自由な生を取り戻していく

ことはできるけど、差別する側はそれから抜け出すこ

とができない。うちのオモニは胸を叩いて、「何の運

命か」と悲観に暮れ、朴実さんの妻は姑のそんな姿を

見ても、どうすることもできない。日本人も含めて理

不尽な目にあっており、人間として解放されたいとい

う思いは同じ。一つのことを共に作り上げることでそ

れを実現させたいという願いも込められているのがこ

の東九条である。 
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Ⅲ．個人史－ひと から学ぶ 

① 「沙羅
さ ら

峯
ぼ ん

」は心の故郷 ～君が代丸の記憶と不動産の開業～ 

梁元暿（ヤンウォンヒ）さん 日本名：良川勝一 

・1934 年平野区生まれ（戸籍上は 1937 年生） 

・現在 81 歳。大阪市東成区中道在住。 

・故郷：済州島翰京面造水里 

・KEY OB 梁武允さんの伯父 

・聞き取り：2015 年 11 月 21 日 KEY 大阪 

・インタビュアー：劉成道／編集：金和子 

・自伝『振り返ってみれば－カッチャン（梁元

暿）のつぶやき』（2015）参考のうえ編集 

 

今年の 6 月に、本職でもないのに『振り返ってみれば－カッチャン（梁元暿）のつぶやき』という、

たいそうな本を出しました。自分で言うのもなんですが、素人の割にはよく書けた本だと思います。5 年

ほど前に後期高齢者になり、何かを残したいという思いが強くなっていたところ、この甥っ子に「おじ

さんの歴史をぜひ残してほしい」と言われ、背中を押されました。毎日少しずつ原稿を書き、この本を

書き上げるのに 4 年かかりました。今年 8 月には出版記念パーティを行い、皆さんにも来て頂きました

が、そこでもお話しましたように、『虎は死して皮を残し、人は死して名を残す』という格言がありま

す。私は名を残すほどの人間ではないから何を残そうかと考えたんです。そうしていろいろ考えてみる

と、私の出生について、どうも腑に落ちないことがたくさんある。私には実は母が 3 人おり、複雑な環

境で育ちました。そのことでずいぶんと恨んだり、孤独な思いをしてきました。こうした辛い経験は、

年を取るとよく思い出すものです。しかし、その思いを墓場にまで持っていくわけには行かないなと思

い、書いてみようと思いました。今日こうして若い在日青年の皆さんの前で話せることをとても嬉しく

思います。皆さんが 3 世 4 世になっても民族的アイデンティティを持って活動されていることに感動し

ています。私の話が、少しでも何かの助けになればと思い、お話しすることにします。 

私の子供の頃の記憶は、済州島から始まります。物心ついた時には、済州島の祖父母の家に住んでい

ました。だから私は、母親の膝に乗せられたというような記憶が全くないんです。私の父は、「鰯も魚

か、朝鮮人も人間か」と言われた朝鮮人差別の激しい時代に、16 歳で渡日しました。そして、大阪市平

野区の朝鮮人が経営する下宿屋に住み込みましたが、その下宿屋の娘と恋愛し、生まれたのが私です。

ところが、どういうわけかその母親は私がたった 2 歳のときに蒸発し、当然、託児所なんて無い時代で



 32 

すから、父親は小さな赤ん坊を育てながら働くことなどできず、私は祖父母のもとに送られたのです。

私はずいぶん長い間、私を捨てた母を、一体どんな女かと、酷く憎んでいたものでした。 

5 年ほど経つと、学校へ行く時期だと父は考え、こちらに送るよう手配してくれました。そしてこの

「被扶養家族渡航紹介状」を持って、君が代丸に乗ってきました。当時（戸籍上では）7 歳です。済州島

の港までは伯父が送ってくれ、そこで見知らぬ子連れの婦人に、「この子を船の中だけでも面倒見てく

ださい」とお願いし、一緒に乗ってきました。君が代丸はご存知でしょう？日露戦争でぶんどった戦艦

を改良したものです。実態は奴隷船みたいなものでしたよ。定員よりずっと多い人間が押し込められ、

食事もろくに当たらない。船内では芋粥か雑炊のようなものの配給があり、お椀に食券を入れて並ぶの

ですが、マナーも何もあったものじゃなく、みんな我先にと必死で並んでいました。私も小さい体で何

とか配給係の前まで行ったのですが、いざ自分の番になるとお椀に入っていたはずの食券が無くなって

いたんです。躊躇しながらも仕方なくそのままお椀を差し出すと、配給係のおばさんに容赦なく手をは

じかれ、お椀は飛んでいきました。まわりの大人は知らん振りで、船内で面倒を見てくれるといった婦

人も自分の子どもの世話で精一杯で、私は孤独と屈辱的な思いで甲板に出たのを覚えています。長く辛

い 5 日間の旅でした。現在、済州島―大阪間の船旅は一日で着きますが、当時は済州島のいろいろな町

で人を乗せて日本に来るため、それだけの日数がかかったようです。また私が渡ってきたのは 1943 年の

4 月で、真珠湾攻撃を指揮した連合艦隊総司令官の山本五十六の訃報（1943 年 4 月 18 日没）が入ってき

て、船内の日本人は皆、泣いたり、ものを話してはならないと沈み込んでおり、幼い私には意味がわか

らず、異様な雰囲気だったのを覚えています。私はそのような時代に、君が代丸で渡ってきたのです。 
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日本へ着くと、迎えに来ているはずの父が日にちを間違えて来ておらず、船内で私に付き添ってくれ

た婦人は、夫が危篤の為に日本にやってきたものだから一刻も早く帰りたい様相なので申し訳なく、ど

うしたものかと思っていたところ、通りすがりの男性が善意で私を預かってくれ、港区の市岡で世話に

なりました。2～3 日経つと、父の住所が書かれた紙がポケットに入っているのを発見し、それでやっと

無事に父のもとへたどり着くことができました。数十年後、市岡で仕事をすることがあり、あのとき世

話になった人を探してみましたが、見つけることはできませんでした。 

父は当時、妹（私からすれば叔母）家族と一緒に日本橋で暮らしていました。4～5 日経ったある日、

外で騒がしい声がして、突然私は父と叔母に、押し入れに押し込められました。私を生んだ母が、どこ

からか私が済州島から戻って来たことを知り、やってきたのです。しかし父は今更何だと怒って追い返

しました。私は押入の中から、女性が「アイゴー！」と泣き叫ぶ声を聞きました。その母とは 30 数年後

に再会を果たすことができましたが、いまタイムスリップできるのならば、押し入れから飛び出して

「オンマ！」と抱き付きたい思いです。 

やがて叔母家族と少し離れたところの長屋に転居し、しばらくすると別の女性が来て、父と 3 人で暮

らすようになりました。この女性はいわゆる継母となったわけですが、私にはいつも冷たく、これは戦

後の話ですが、忘れもしない毛布事件というのがあります。12 月の寒い日、継母が血相を変えて、お前

は家の中に入れないと言うのです。突然何の事かと驚いていると、毛布が物干し台から風で落ち、それ

を近所の人に落ちてるよと言われたことが、なぜか酷く腹が立ち、なぜ毛布が落ちていることを自分に

知らせなかったのか、お前は自分に恥をかかせたのだと憤り、私は身に覚えのないことで困惑し、寒空

の下に放り出されて震えていたところ、父が帰宅し、事情を話すと父は怒って家の中に入っていき、継

母を叱りました。そして結局、私をいじめたことで、この継母を追いだしたのです。私は数年前に押入

の中から女性（生母）の泣き叫ぶ声を聞きましたが、今度は家の外から女性（継母）の泣き叫ぶ声を聞

きました。いずれも私の母であり、いずれもその泣き声によって別れることになった、忘れられない記

憶です。そしてその約 1 年後にやってきた女性が、その後ずっと一緒に暮らすことになる 3 番目の母で

あり、私に優しくしてくれました。この甥っ子の祖母になります。 

戦前の話に戻りますが、日本に戻ってきて一年ほどすると戦争が激しくなり、空襲から逃れるため、

私は叔母の家族らと一緒に兵庫県神崎郡福本に疎開しました。そこで兵庫県立粟賀村国民学校へ入学し

ました。私は学校に行けるようになったのがとても嬉しかったのですが、ここで軍国少年としての教育

を受けました。学校の朝礼は、毎朝先生の号令のもと、一斉に皇居のある方角、東方に向かって遥拝

し、校長先生の訓話が始まります。あるとき炎天下の朝礼で倒れた生徒がいましたが、訓話中は絶対に

動いてはいけないと教え込まれていたので、誰一人介助する者はいませんでした。食糧難の時代、みな

栄養失調ぎみで体力もありませんでした。それなのに、朝礼中に倒れるなどは根性がなく、大和魂が足

りないと教えられていました。私は級長を任されていたので、先頭に立って、運動場の隅に設営された

「奉安殿」の前まで行って遥拝していました。私は大阪にいた時も近所の子から「チョウセンとは遊ぶ

な」と言われていじめられましたが、ここでも新しくできた友達らと隊列を組んで軍歌を歌いながら登

校していると、上級生から「お前はこの隊列に入るな」と言われ、屈辱的な思いをしました。だから、
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先生から級長に指名されたときには得意になって、それまでの鬱憤を晴らすかのように振る舞っていた

と思います。日本は「神の国」だから絶対に負けないと信じており、1945 年 8 月 15 日、敗戦の玉音放

送を聞いた時には、大変ショックを受けました。 

終戦から 2 か月後、大阪に戻ってきて東成区森町に住むようになりました。大阪城の東南から 700 メ

ートルぐらいの長屋で、地下には防空壕がある 2 階建ての 6 軒長屋でした。鶴橋からも近いですが、当

時の鶴橋はテント村の広がる闇市の世界でした。父はそこでいろいろな闇商売をして苦労したと思いま

す。私も幼いながらそこでタバコ売りをやっていたのですが、通りすがりの人に「おっちゃんタバコ買

うて」と言うと、優しい刑事さんで、「ぼくこんなんしたらあかんよ」と言われたのを覚えています。 

そんな生活で、どうにかこうにか生きていましたが、闇商売というのは起伏が激しく、私が中学に入

る頃は羽振りがよかったので、私立の近大付属中学校に入学しました。しかし、ものの 1 年で月謝も払

えない状態になり、中退もやむなしというぐらいの状況でしたが、なんとか踏ん張って卒業しました。

しかし高校進学には父が強く反対し、当時、高校進学率は 2 割ぐらいでしたから、中学卒業でも立派、

「本だけ読んで飯が食えるか」という父の言葉ももっともでした。実際、家の仕事もうまくいっておら

ず、しかしそれでも高校に行きたかった私は、父に内緒で定時制高校への入学を決めました。昼間は東

成区の鉄工所で勤めながら勉強し、体調を崩したり辛い思いをしながらも、卒業しました。大学進学の

夢もありましたが、これ以上は両親に無理を言えない、また自分自身の体力の限界も感じ、叔母の家業

の丸福米菓を手伝いました。そこで 1 年半ほど、おかきの焼き方、配達や営業を見習い、叔父さんにも

協力してもらって「のれん分け」というほどでもないですが、自分で店を持つようになりました。 

その後、見合いを重ね、洋裁をしている女性と結婚し共働きの生活を送り、少しの貯えができ、子供

も生まれたので宿替えをしたいと考えました。しかし当時、朝鮮人が入れる物件などなかなかありませ

ん。そこへ、鉄工所で働いていた時の親方が、自分の義理の弟が住んでいる家がある、弟が出るから住

まないか、場所は東成区の中本で、家賃はいまの家賃の 1/3 で済む、その代わり権利金が 50 万要る、と

のことでした。当時の 50 万円は今でいうと 500 万ぐらいでしょうか、それで自分の城ができるならと思

い、頼母子で集めたお金で権利金を払い、親子 3 人でその家に入りました。本来なら新たに私と家主の

間で賃貸借契約を結ばねばならないところを又貸しで借りることに一抹の不安はあったものの、権利金

の 50 万円さえ払えば、2 階だけで 4500 円払っていた家賃を、一軒家でも 1250 円で住めるというのはあ

りがたく、やっとマイホームを手に入れたという満たされた気持ちでした。 

しかし 1 か月しないうちに管理人を名乗る初老の男性がやってきて、「あんた誰や？なぜ断りもなし

にここに住んでいるのか」と言うのです。私は、もし家主がやってきて何か聞かれたらどうしたらよい

かと聞いたとき、前の人の親戚だといえば大丈夫だと言われていたのでそのように答えたのですが、

「親戚だか知らないが不法侵入だ、すぐ出て行け」と言われ、びっくりしました。しかし出ていくこと

も出来ず、結局、家主からは足元を見られて家賃は倍額にされ、その後も毎年どんどんあがっていきま

した。これは当時、地代家賃統制令という法律があり、（戦前の勅令だが 1986 年まで効力を有した）。

昔からある家の家賃は家主が勝手に値上げできないように統制され、相場よりずっと安い家賃のまま維

持されていたのですね。しかし借主が変われば新たに賃貸借契約を結ばなければならず、その場合、従
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来住んでいた人は無一文で出ていかなければならないし、新たに入居する人は相場の家賃で借りること

になるため、家主には内緒で、このように又貸しする行為が当時は横行していたのです。私も違法行為

ではないだろうかと半分認識しつつもこの話に乗ってしまったことを非常に後悔し、何年も悩み続けま

した。そしてこれは不動産に対する知識がなかったためだと思い、あるとき、宅地建物取引主任（現在

は宅地建物取引士といいますが）の資格専門学校の広告が目に留まり、不動産の勉強をしようと思った

のです。当時はミシンの仕事をしていたので、肩はこるし眩暈はするし、この仕事もいつまでできるか

分からないという不安があったので、転職を念頭に、夜、梅ケ谷町にある大阪専門学校に通い、勉強し

ました。そして無事に宅建資格を取りました。 

当時、資格を取ろうとする人はおよそ、土地があるために悩んでいるというようなお金持ちで、私の

ような立場の人は本当に少なかった。だから私は必死に勉強して理論武装しました。そして会得した不

動産に関する知識で地主や家主と交渉し、隣近所の住人たちにも説得し、長屋全体の居住権を得て、土

地を安く買うことができました。そうして自信を付け、それから不動産の仕事を本格的にやることを考

え始めました。私はそれまで漠然と、不動産の仕事なんて外国人はしてはいけないと思っていました。

日本の土地に関わる重要なものには携わることができないと思っていたのです。でもそのような制限が

無いと知り、目の前が明るくなりました。今まで様々な職を転々としてきましたが 40 歳になる頃、不動

産 1 本でやっていこうと決めました。 

不動産業をするには物件情報が必要で、情報を得るために宅建協会東成支部の中にあった「東大阪不

動産組合」（以下、「組合」）に入会を申し出ました。しかし、「会則があるのでね・・・」と入会を

拒まれました。「会則」の中身を明らかにするわけでもなく、言葉を濁されましたが、外国人の不動産

業者を忌避する雰囲気が感じられました。資格はあっても外国人は仲間に入れてくれないというわけで

す。そこで宅建協会の支部長をたずね、「私も建設省（現、国土交通省）管轄下で所定の手続きを経て

大阪府知事の免許を取得した宅建業者であるのに、『組合』はなぜ私の入会を拒むのか」と質問しまし

た。すると「確かに宅建協会は国の管轄下にあるので国籍条項は無いが、『組合』は民間の有志により

組織された任意団体であるから、その運営方針に私が何か言える立場では無い」とのことでした。そこ

で、何か疎外されたからとか差別への対抗意識ではなく、自分と同様に資格を持ちながら仕事が無くて

悩んでいる同胞がいるのではないかと思い、いろいろなところに呼びかけたところ、すぐに 7 人ほどの

賛同者が集まり、物件の情報交換をする組織作りを考えました。そして「宅信会」を結成したのです。

二年足らずで 38 の不動産業者が入会しました。会員の 9 割以上は同砲でした。現在では国際化や IT 化が

進み、パソコンで情報を共有できる時代になり、「宅信会」の活動範囲は小さくなりましたが、結成し

て 15 年間ほどは、私と同じように仕事を渇望している同胞たちの時代の要請に答えることができたと思

っています。また現在もかつてほど盛大にではありませんが、会員間での親密な交流や互いに商いもや

っており、生涯のよきパートナーです。 

 さて、最後に、生母との再会の話をします。1970 年代当時、ポッタリチャンソという商売が流行って

おり―ポッタリとは風呂敷のことで、風呂敷に入るだけの荷物を持って船に乗り、日本の化粧品などを

韓国で売り、韓国の海苔や朝鮮人参を買ってきて鶴橋で売るのですが―当時はそれが結構お金になった
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のですね。それをやって韓国と日本を行ったり来たりしている女性が、あなたのオモニが時々、済州島

に来るらしいよとの情報を知らせてくれ、母親探しにもなるからポッタリチャンソを手伝わないかと誘

われました。生母はソウルに住んでいるが時々済州島に里帰りし、その際には私の伯母（父の姉）の家

に寄っているというのです。それがきっかけで私は初めて韓国の地を踏みました。祖国でありながら異

国のように感じたことを覚えています。 

 ポッタリチャンソを始めて 4 年ぐらい経った頃、ようやく母に遭うことが出来ました。1979 年、私が

45 歳、母が 65 歳のことです。母はソウルの大学に通う息子の下宿で家政婦として働いているというこ

とがわかり、済州島に帰ってくる時期もおよそ推測がついたので、その時期に合わせて済州島の伯母の

家で母を待ちました。母との再会の話は、様々な思いがよみがえるので、簡単に話すことは出来ませ

ん。ただ、あのとき、長い沈黙の後に、突然、私の生年月日と生まれた時間をスラスラと口にし、長い

間放っておいて済まなかったということと、私の名前を「ウォンヒ」と呼び、「ウォンヒは北朝鮮にで

も行ってしまったのではないかと思っていた」と言いました。実際、私の世代の在日は就職難で北朝鮮

にたくさん行っており、友人にもそういう人がいます。ともかく、私の個人情報である生年月日と生ま

れた時間を諳んじたこの女性を私の母だと確信し、感動しました。また私への悔いの言葉を話すのを聞

いて、ようやく救われた思いになりました。それから 10 年後、母は亡くなりました。何度かしか会えな

かった母ですが、済州島で葬式をしてあげることが出来て、私は自分でもよくやったと思っています。 

ところで不思議なことがいろいろとあって、母に再会した時、私にぜひ会わせたい人がいると言うの

です。母からすれば姪の婿で、会ってみたら、なんと私が数年前に御幸森で出会った占い師でした。そ

の頃は不動産をして間もなく、将来に不安があった時ですが、名前と生年月日だけで不動産をやってい

ることを見事に当てた人で、済州島でも人気の占い師だったということでした。また、私の「大東不動

産」という商号は、開業を考えていた当時に所用で済州島に行き、そこで偶然出会った占い師が私の育

ての母の遠縁の親戚で、以前は天王寺区の生玉神

社の近くで姓名判断をしていたそうで、陰陽学を

用いて商号と名前（勝夫から勝一へ）を付けてく

れました。命名された場所は済州島の沙羅峯（サ

ラボン）という小高い山で、済州の港を一望でき

る場所です。開業して 30 数年後、妻と妹と友人夫

婦と沙羅峯に登りました。そこから港を見下ろ

し、幼い頃に君が代丸で行き来したこと、そして

ここで命名を受けて不動産を開業したことを振り

返り、まさにここは私の人生の始発駅であり、心の故郷だと感じました。   ［沙羅峯から港を望む］ 

自分の住まいの悩みをきっかけに転職した不動産業。これが私の「天職」となりました。まさに「塞

翁が馬」とはこのことだと思います。私の人生にはピンチが何度もありましたが、それをチャンスにし

て、一生懸命生きてきました。「失ったものを数えるより、今あるものを数えた方が幸せである」。こ

れを皆さんに、締めくくりの言葉として送りたいと思います。ありがとうございました。（終わり） 
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② 「二つの国にまたがって生きて」～済州島四・三事件と「密航」～ 

高春子（コチュンヂャ）さん 

・1941 年東成区生まれ 

・現在 74 歳。大阪市生野区在住。 

・故郷：済州島済州市三陽 

・聞き取り：2015 年 8 月 1 日 KEY 大阪 

・記録：姜正美 

・編集：金和子 

・2013 年 第 39 回部落解放文学賞受賞 

 

 みなさんこんにちは。今日このように私を呼んで頂いて、本当にうれしいです。私は知識も有りませ

んので言葉を間違えたりするかもしれませんが、ただ、自分が経験したことをお話したいと思います。 

 私は 1941 年（昭和 16 年）、大阪市東成区で生まれました。戦争末期の 1945 年（昭和 20 年）4 月に

父が故郷へ帰ろうと言い、家族で帰りました。海には船が沈み、空は戦闘機が飛び、この船にいつ爆弾

が落ちるか、びくびくしながら釜山まで行きました。そして釜山から済州島まで無事に着いたけれど、

その数ヶ月後に解放を迎え、母は「もうちょっと我慢すればよかったのに。わざわざ死にかけで来た」

と言っていたのを覚えています。そしてその年の 12 月頃には父は病気で亡くなってしまいました。 

母は当時 33 歳で、兄と私も小さいので、大変だったと思います。家もなく畑も無い我が家は、人の畑

を借りて小作農として食べ物を作って何とか生きていました。肥料がないので畑の仕事をすることがす

ごく難しかったです。畑の出来上がったものは半分は地主に渡し、半分はもらっていました。小学校に

入った時は、四・三事件の起こる 1 か月前で、韓国の数え歳で 8 歳でした。3 月に入学して、4 月に四・

三事件が起きました。だから勉強なんてできる状態ではありませんでした。学校も燃えてしまったんで

す。当時、母は病気で、体も弱っていました。だから私は、8 歳から畑の仕事を手伝ったりしていまし

た。また、母と一緒に、時代劇にでてくる帽子を作る仕事もしました。太い竹を切って糸を作りそれを

編んで、帽子を作ります。丸いものを置いて、また丸いものを置いて、周りの部分を回しながら、二重

に編んでいきます。時計もないので、障子に差し込む光を見てそれで時間を計りながら、1 つの間に何回

まわりできるか、とやっていると、だんだんと早く作れるようになっていきました。そうして働いて 5

千円ためて、畑を買いました。小さな畑で 200 坪でしたが、そこでいろいろな野菜を作りました。そし

て野菜を市場に売りに行くのが、私の仕事でした。 

 四・三事件の後、1，2 年生は学校に行っていましたが、3 年目から月謝を支払わないといけなくな

り、払えないのでやめざるをえませんでした。5 年生の時に「お金なしで教えてあげるから」と言われて

行きましたが、途中何年も行っていないため勉強がわからず、わからないままに 6 年生になり、そのま
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ま卒業しました。卒業後はまた野菜を売っていました。同級生 50 人中、女子は 3 人くらいが中学校へ進

学しました。ある日、私は歩いて 1 時間ぐらいほど離れている市場に野菜を売りに行き、帰ってくる途

中、その同級生や先輩たちが学校から帰るところに遭いました。この人たちは制服を着てカバンを持っ

て学校に行き、自分はカゴを持って野菜を売っている。そう思うと自分が恥ずかしく、母や大人たちの

後ろに隠れて歩きました。とっても悔しかった。でも、勉強どころではない。そんなことを考えてはい

けないんだと、そう言い聞かせていました。あるとき、大学生の先輩に勉強を教えてあげると言われ、

昼間は働き、夜に公会堂でランプをつけて勉強しました。毎日 2～3 時間くらい熱心に教えてくれて、1

年半ぐらい続けました。小学校にはきちんと行けませんでしたが、その時にハングルを覚えました。 

 そして洋裁学校に 6 か月通い、ブラウスな

どを作りました。今は着られないようなデザ

インですが、当時ではかっこよいデザイン

で、1 枚 100 円で売れました。麦畑の草刈りも

100 円でしたが、草刈りよりも服を作る方が楽

だったので、洋裁の仕事をすることにしまし

た。でも仕事がないときは、また母と一緒に

草刈りに行きました。行きたくはなかったけ

ど行かないと仕方がありません。子どもだか

ら、大人に付いて歩いて、働いていました。 

 

 海が近いので、よく海にも行きました。1 か月に 2 回は海に行きました。潮が上がったり引いたりする

でしょう。いろんなものを採って食べましたよ。ひじきをとって、ひじきとアワと麦を混ぜてご飯を食

べたり。今は健康食品と言われているけれどね。サツマイモをいれたりしてね。 

 私たちは家族が 3 人だから何とかやっていけましたが、人数の多い家は大変だったと思います。ぬか

を麦に混ぜて食べる家がほとんどでした。鳥のえさとか。アメリカから援助をもらうようになり、服や

缶詰、メリケンコやトウモロコシの粉などが入ってきました。それから生活が少しずつ変わりました。

肥料もできたので麦もできて、豊富になりました。済州島では米ができないでしょう。お金のある人は

陸地の米をたべていたけど、ふつうは米なんて食べられません。でも時代とともに少しずつ米も食べら

れるようになりました。もちろん全部が米ではなく、粟や麦と混ぜてね。 

 そうして、主人と結婚しました。主人は日本生まれで日本と済州島と行ったり来たりしていました。

軍隊に行ってなかったので韓国での就職は難しく、日本で仕事していました。私は故郷で主人の母と娘 2

人と生活していましたが、私も日本に行ったほうがいい働き口が有ると考え、主人の母に 3 歳と 5 歳の

娘をあずけ、私も日本へ渡りました。 

 2.3 年で帰るつもりでした。来てからとても後悔しました。子どもを置いてきたことを。仕事もできず

食事も食べられない。しばらくの間、後悔していましたが、ブラウスの仕事が繁盛し、依頼も多くな

［洋裁学校修了記念写真（下段の左から 2 番目）］ 
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り、言葉はできないけれど洋服が縫えたおかげで、お金にはなりました。済州島へ仕送りをし、自分た

ちも小さなアパートを借りて暮らすようになりました。 

 生活に余裕ができると欲がでて、文字を覚えたくなりました。日本で生んだ子どもも保育所に入れな

いといけない。しかし、自分も主人も身分証がない。主人の父や家族がいても、身分証がないので入れ

られない。勉強しないといけないしどうしようかと思っていました。すると、子どもは近所の人が途中

から幼稚園（いかるが幼稚園）に入れてくれました。そこで、こどもが持って帰ってくる本を見て自分

も勉強し、それでひらがなを覚えました。でも会話はできませんでした。 

 次は小学校に入れるのをどうしようかと心配をし

ましたが、建国に願書を出してみたらと言われ、出

してみたら、身分証明書なしで入学できました。学

校側は私たちが身分証がないこと知っていたのかも

しれません。生野には、同じような家族が他にもた

くさんいたみたいです。ともかく、韓国語で言葉が

通じるのがうれしかった。それまでの不安が晴れ

て、気持ちがスーッとしました。子ども 3 人とも、

無事に高校まで建国に通わせることができました。

下の子は 18 歳からしていたバイトの経験を活かして、お好み焼き店をやるようになりました。20 歳か

ら始めてちょうど 20 年になります。 

 私は時々、生野のオモニハッキョに行って勉強をしました。週に 2 回ですが、店の仕事があるためだ

いたい週 1 回だけ行くことが多かったです。平仮名とかカタカナ、漢字を少しずつ覚えました。その

後、東生野中学校の工事が始まり、その夜間中学に行きたくなりました。しかし店が始まり人手がない

とダメなので、もう少し落ち着いてから考えようと思いました。それから 2、3 年後の 64 歳に入学し、9

年間通いました。そして 7 年目に済州島四・三事件についての作文を書きました。きっかけは、私は生

徒会の役員をしていたのですが、大阪市内の生徒会が 10 校くらいが集まる機会があり、そこに参加して

いたある学校の生徒が、済州島の平和公園に行ったこと、四・三事件のことを文章に書いて、涙ながら

に読んでくれたのです。そして「この中で、この事件に関係のある人がいたら話してください。」と言

われたので、実は私の母の弟 2 人と祖母が殺されて亡くなったことを話しました。すると、もっと話し

てほしいと言われ、自分の学校の吉岡先生に、文章に書いてみなさい、と言われました。 

書いてみたら、吉岡先生に「きっと、もっとあるのではないかしら」と言われ、先生の助言を受けて

いると、どんどん、いろんなこと思い出しました。さっきお話しした竹の帽子を作るときですが、朝か

ら夜まで 1 日かけて 4，5 人くらいが座って作業するのですが、その作業の間、母はずっと、昔はあんな

ことやこんなことがあったよと話してくれていました。いろんな話を思い出して、私は涙を流しながら

文章を書きました。母は夜になると、私を抱いてずっと泣いていました。人前では泣かないオモニ

（母）でしたが、私を抱いて、すごくよく泣いていたのを思い出します。 



 40 

母は弟 2 人を亡くしたのですが、下の弟を探しに行ったとき、死体がぐちゃぐちゃで誰が誰かわから

ない酷い状態だったそうです。ただ、痩せていたためベルトを切って調節していたから、何とかそれを

目印に見つけることができたそうです。また、上の弟は陸地の拘置所で亡くなったのですが、連絡があ

ってそこまで行ったら、瓶の中に手紙が入っていたそうです。詳しくは作文に書いています。 

 四・三事件についての私自身の記憶は、こどもなのでよくわかりませんでしたが、とにかく村の様子

が変でした。村の人が母や私たち家族を見る目つきが変でした。母の弟 2 人は山に行っていました。山

に行ってビラを配ったりする人はパルゲンイで、私の母はパルゲンイの家族だからそんな目つきで見ら

れていたようです。それで母は、弟たちが帰ってこないので、どんな目にあっているのかと、とても心

配していました。ある夜、母が「あっちからのろしが見える」と山のほうを指さして言い、家の中に隠

れていました。そのあと、私をおんぶして兄の手をひっぱり海へ走って出ました。振り返ったら炎が上

がって家も燃えていました。サミャン（三陽）は海辺なので村全体が見渡せます。海に行ったら、男の

人が、刺されたのか撃たれたのか足を怪我して倒れていましたが、助ける余裕もありませんでした。 

そうして岩場に隠れていたら、ほかにも隠れている人がいました。火が燃えている音がどんどん近づ

くようでした。今でもよく覚えているのは、いきなりたくさんの豚の鳴き声が聞こえてきたことです。

何だろうと思ったら、母が「豚小屋が燃えている」と言っていました。そして、明け方になると山から

下りてきた人たちがサーッと走る音がして、母は「食料を得るために村の家を燃やしているのではない

か？」と言っていました。だから最初に村が燃えたのは、山から下りてきた人たちが燃やしたようで

す。その次に警察が来て、パルゲンイの家族や親戚であれば、家を燃やしたり、子ども大人関係なく、

殺しに来ました。 

私の家は、日本から帰ってくるときに持ってきたアルミ製品を土の中に掘って埋めていたのがばれ

て、これは山に持っていくつもりで埋めたんだろうと言われ、祖母（母の母）はどこだと言って警察が

探し回りました。祖母はよその家に隠れていました

が、もし見つかったらここの家の人も殺されてしまう

と考え、海に逃げました。でも途中で捕まってしまい

ました。警察に捕まったのではなく、警察に協力して

いる青年に連れて行かれているのを誰かが見たそうで

［若い頃の母］       ［晩年の母］                       
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す。母があわてて行ってみると、もう殺されていました。母は近所の人に、死んだままだと臭いもする

し片づけて、言われて、自分で死体を片付けたそうです。涙を見せたらあかんと、我慢して片付けたそ

うです。オモニは、いろんなことすべてが、とても辛かったと思います。 

 

 話は変わりますが、ずっと身分証のない生活でしたが、渡日して主人 15 年、私 13 年目に自首しまし

た。それまでは、警察を見かけるだけでびくびくしていました。自首したとき、手のひらすべてにイン

クをつけて押さなければなりませんでしたが、そうして外に出ると、自分の中で背負っていたものがお

りた。これで堂々と道を歩けると思いました。しかし、そう思ったのはその時だけで、済州島に子ども 2

人を残してきているので、その子どもたちのいることころに「帰りなさい」と言い、在留許可を出して

くれませんでした。 

そうこうしているうちに、日本にいる子供 1 人が頭が痛くて入院することになりました。幼稚園くら

いの時から頭痛があり、検査したことがあるが、6 年の時にもまだその病気のために入院しました。それ

なのに、入国管理局の人が病院まで行って、「この子見る人を１人残して、ほかの家族は帰らせる」と

言いました。「この子も病院から出て一緒に大村収容所に行って、１週間くらいして帰らせるのはどう

か？」と言った。すると病院の先生は、「1 週間以内に体に何もなければよいが、何かあればあなたたち

の責任だ」と言ってくれた。そんなやりとりが 2 回くらいありました。先生が「親 1 人だけ残して帰ら

せる、なんて、あなたたちも家族がいるだろう。その言葉は酷い」と言ってくれました。結果、自首し

て 6 年後にやっと在留許可が下りました。とても長かったです。「何でこんなことしてまで日本にいな

いとダメなのか」と。主人はその間、何度も、「もう帰ろう、帰ろう」といっていましたが、私は帰る

のならば、許可をもらって自分の意志で帰りたいと思いました。あのとき許可をもらえていなかった

ら、今こんな文章も書けていないと思うと、許可が出るまで粘ってよかったと思っています。過ぎてみ

ると、故郷の済州島では、自分よりひどい生活の人が多かったです。生活は、故郷より日本の方がい

い。だから複雑な気持ちです。 

済州島にいる 2 人の子どもは、上の子は大学にも入り、下は高校卒業して働きましたが、今は二人と

も結婚しています。子どもが高校を卒業するまでは、ずっと仕送りをしていました。仕事は、私は洋

裁、夫はヘップサンダルの裁断の仕事をしていました。夫は外で働いて帰ってきたら、私の洋裁のアイ

ロンがけを手伝ってくれたりもしました。当時は郵便で現金を送ることができたのでそれで仕送りして

いました。でもその子たちにはずっと寂しい思いをさせて、恨まれたと思います。渡日して 13 年目に自

首し、許可が下りるまで 19 年。その間、故郷に残した子どもたちを、親戚が呼んでくれて会いました。

下の子が中学生、上の子が高校生で、それまでの思いをぶつけられました。また、故郷の子と日本で育

った子は、言語が違うので、姉妹での会話が難しかったです。 

在留許可が出るまでは済州島に行けなかったので、許可が出た後、20 年ぶりに里帰りしてまた会いま

した。でもお母さんという言葉はありませんでした。またその子たちが結婚して出産したときにも、自

分が子どもを持つ立場として思うことを言われ、本当に申し訳ない気持ちになりました。でも今は、私
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のことをわかってくれています。離れて暮らしてはいますが、行ったり来たりしていて、電話をした

り、写真などもたくさん送ってくれます。子どもたちはすっかり大人ですが、不思議なことに私の中で

はいつも、別れた時の 5 歳と 3 歳の時の顔のままです。申し訳ないという気持ちは、消えることはあり

ません。 

日本で生まれた子どもは、私たちに身分証がないため、韓国で出生届を出しました。身分証明がない

ために苦労した話は山のようにあります。住む部屋は、人づてに借りて住んでいて、一度、警察が来た

ことがあります。それから怖くて何度も引っ越しをしました。生活上は、病院にも行けないことが一番

大きかったです。とにかく病院に行かなくて済むよう、薬で対処していました。でも、子どもが麻疹に

かかった時は病院に行った。どうなるかと思ったが、住所だけ言ったら黙って対処してくれました。 

 夜間学校に行く前は、文字が読めないから問診票も読めませんでした。看護師も読んでくれないい

し、主人を昼休みに職場から呼ぶしかありませんでした。銀行関係は、用紙を持ち帰って主人に書いて

もらったりしていました。夜間学校に入ったら、まず最初に住所を覚えました。それまでどこに行って

も住所を書けと言われるので本当に困ることが多かったです。身分証については、北朝鮮に渡った人の

籍を借りる人もいました。でも、子どもが成長して、自分の姓に戻そうとすると、韓国から戸籍謄本を

取り寄せて手続きしないといけないので大変そうだったので、そのようなことはしませんでした。 

 あるとき、子どもを連れて天王寺公園に遊びに行ったとき、1 人が迷子になりました。どこに行って話

せばいいのかわからないし、今のように携帯電話

もない時で、途方にくれていました。探している

間、30 分が 1 時間ぐらいの長さに感じました。

迷子のお知らせの放送で、自分の子どもの名前が

呼ばれ、無事なのがわかって安堵するも、そこで

私が出ていくと警察に捕まるかもしれないので、

親戚に電話をして迎えに行ってもらいました。当

時、生野警察署の取り締まりが厳しかったので、

いつ見つかるかと、本当に怖かったです。 

結局、建国の先生の勧めもあって、上の子が中学３年、下の子が中学１年生か小学６年生の時に、自

首しました。当時は大阪入国管理局が天満橋にあり、そこで主人と一緒に自首しました。すぐに「国に

帰りなさい」と言われ、期日の書かれた用紙を渡されました。その期日に再び行くと、2 人とも拘束さ

れ、また子どもたちも学校に連絡が入って連れて来られました。そんなことまでするのかと驚き、泣き

ました。丸 2 日間拘留されました。2 日後、知り合いが助けてくれて、保釈されました。そして、1 週間

に 1 回は天満橋に行ってハンコを押す日々でした。夫婦が仕事中であってもいかないといけません。し

ばらくすると 1 か月にごとになり、その後は 2 か月とか 3 か月に 1 回と、徐々に間隔は長くなっていき

ます。でも 3 年目にまた「帰りなさい」と言われ、またお願いをして粘り、6 年後にとうとう許可が下り

ました。 
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主人の兄弟や父、祖父母は戦前から日本にいるため在留資格がありましたが、主人だけこのような身

分でした。私たちも生まれたのは日本だから、大きな差はないはずなのに、問題は、韓国に 2 人の子ど

もを置いてきて仕送りしていることなんです。だから大きくなって子どもたちが自活できる年齢になっ

て韓国での仕事の証明書を渡したら、即、在留資格をもらえることになりました。 

大阪と済州島、両方に生活基盤があるにも関わらず、身分証明がおりないのは、なぜなのか。国と、

私個人の考え方は違います。日本と韓国。2 つの国にまたがって生活してきて、国旗を見たりすると、い

ろいろと思うことがあります。 

私は 9 年間、夜中に通い、いまは桃谷高校の夜間に通って 2 年目です。個人史について文章を書き、

パソコンも習って、自分で打ち込み、ルビも入れたりしています。漢字は難しいので、読めないものは

辞書を引きながら書いています。 

四・三事件のことを書いた作文は、2013 年に、部落解放文学賞を受賞しました。それを韓国語に訳し

て、済州島の子どもにも送りました。オンマの気持ちがわかると言ってくれました。またほかの人に見

せたら、「あの歳で、こんな文章が書けるのか」と言ってくれました。日本にいる子どもらは、「自分

らはオンマ（ママ）のそばにいるから、いつも済州島の姉たちのことだけ考えてあげて」と言ってくれ

ています。 

 そして今年 2015 年の 3 月 29 日には、在日本済州四三犠牲者遺族会の学習会で講演し、4 月には、現

地の慰霊祭に行くツアーに参加しました。そのフィールドワークで、モスルポの飛行場や、零戦の跡地

にも行きました。モスルポで聞いたのは、戦前、日本の軍隊の訓練で酷い虐待によって息子を亡くした

人が、解放後は四三事件で家族を失ったということで、本当に聞いていられないような悲しい話でし

た。また零戦のところでは、火薬を埋め込んだため、今も遺骨がそこにはまって置き去りになっている

という話もありました。 

四・三事件の話は、サミャン（三陽）の私の村の話だけだと思っていましたが、本当に済州島全体で

ひどいことが起きていたのだと知りました。今後、日本と韓国についてもっと勉強をしたり、二つの国

の間で生きてきた思いについて

の文章も、書いてみたいと思っ

ています。   （終わり） 
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③ 「教育は人づくり、国づくり、社会づくりの根っこ」～国民学校と夜間学校～ 

金玉順（キムオクスン）さん 

・1932 年、全羅南道求礼生まれ ・現在 84 歳、東大阪市在住。 

・渡日: 1947 年、中学校 2 年生の時 

・聞き取り：2015 年 11 月 27 日 在日コリアンデイケア施設さらんばん 

・記録：姜正美、洪ジョンウン ／編集：洪ジョンウン 

 

◆7 人兄弟姉妹の末っ子 

1932 年全羅南道求礼（구례）で生まれた。昔は妻が初婚のクネギ（큰애기）で、夫が再婚である場合

はジェチュィ（再娶/재취）と言い、妻も夫も再婚同士の場合はマクジギ（막지기）と呼んだ（注：韓国

語でジェチュィは妻を亡くしたり離婚したりした人が再び妻を娶ること、もしくは再び娶った妻をい

う。また、マクジギは正しくはガジギ/가지기といい、正式に結婚をせずに他の男性と暮らす寡婦や離婚

した女性をいう）。昔は言い方に差があり、お母さんは재취であった。お兄さんは二人いた。光州

（광주）に住んでいた一番上のお兄さんは亡くなったお母さんが生んだ息子で、麗水（여수）で商売を

していたお兄さんは同じお母さんが生んだ息子である。その他はみんな娘たちで、同じお母さんの子ど

もが７人（１男６女）で、自身はその兄弟姉妹の末っ子として生まれた。父は 3 代目の進士（注：朝鮮

時代の役人の任用試験の中で小科と進士試に合格した人々を指す言葉）であったため、周りからジンサ

ニム、ジンサニム（進士、進士）と言われていた。だから、家の教えも厳しかった。父がどこで生まれ

たかは知れないが、谷城（곡성）というところに先山（注：祖先の墓地、またその墓があるところを指

す）がある。母が求礼の人であった。求礼で育ち、そこで国民学校に入学したが、お兄さんが光州と麗

水に住んでいたので、学校の休みになるとよくお兄さんのところに行って過ごした。子どものときに覚

える父は、すでに 70 代ぐらいで、小学生のときに亡くなった。光州のお兄さんとは、だいぶ歳が離れて

Figure 2 麗水 Figure 1 求礼 
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いて、お兄さんの子どもも結婚していた。そのため、お兄さんたちが戦争に引っ張られることはなかっ

た。 

◆裕福な両班の家 

子どものとき、両班の家の子どもだといわれた。昔、牛などを殺し、その肉を売りに家に来た人がい

たが、その人は靴を脱ぐ石にのぼることができず、その前で膝を曲げ、お肉を売った。畑や田んぼの仕

事はみんな人を雇ってした。家にはモスム（作男/머슴）といって家に住みながら仕事をする人や、ご飯

を炊く女の人がいた。また、貧しい村の人も食べさせたりした。 

子どものときはチマ・チョゴリを着たが、チマのはき方で両班と普通の人に見分けることができた。

両班の娘はチマを左に回すが、普通の人は右にすると母に教えられた。また、末っ子であるため父の活

動は直接見ていないが、昔はそのような家柄であったと聞き、3 歳上にはきちんと敬語を使うようにと

言われた。 

子どもの頃は戦時中で厳しかった時代だが、実家は農業をやっていたので、食べ物に苦労はなかっ

た。食べ物の配給はもらっていなかったが、砂糖や石鹸は配給をもらっていた。 

子どものとき、お正月には널뛰기をして 学校では体操や縄跳びをしていた。姉妹が多く皆で歌ったり、

お正月にはファトゥ（花札/화투）をしたりした。 

◆求礼国民学校第 36 期卒業生 

義理のお姉さんが北の出身で、平壌の田舎の方に帰るとき、連れて行ってくれたので、そこでも少し

暮らしたことがある。そこで病気になっていたため、普通なら満 7 歳に国民学校に入るが、8 歳に入学

することになった。求礼の国民学校 6 年生の 2 学期に終戦を迎えた。 

同年代の人々の中で、学校に通った経験のある人は少ないが、実家が裕福であったため、姉妹たちも

みんな国民学校に通うことができた。学校の名前は覚えていないが、求礼には国民学校が一つしかなか

った。学校の規模とかは分からないが、一つの学年に２つ、3 つぐらいのクラスがあったと思う。当時

は戦時中で、貧乏人の子どもは学校に通えなかったので、皆裕福な家の子どもが通えたと思う。求礼に

も周辺に田舎があるので、そこからも学生が来ていたと思う。一つのクラスに 20-30 人はいたのではな

いかと思うが、女学生は少なかった。しかし、学生数に関しては鮮明に覚えていない。その国民学校を

36 期生として卒業したことだけは鮮明に覚えている。 

日本人の学校もあったが、朝鮮人の子どもが多いため、国民学校の方が大きかった。求礼といっても

大きくないので、日本人の学校も小さかった。求礼に住む日本人は村には住んでいなかったけど、店な

どを営んでいた。日本人は商売や警察など官庁に務めていた。 

解放を迎え、中学校に進学した。戦後日本人が帰ったため、日本人学校が中学校となった。本当は順

天の女学校に進学したがったが、求礼の中学校に入学した。お姉さんたちは結婚していたので、戦後進

学したのは、自身だけであった。アルファベットは読めるが、単語は読めない。 
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昔は女の子に勉強はさせないということがあったが、両親はよそと少し違った。お母さんもハングル

が全部読める人であった。お兄さんたちもみんな学校に通っていたが、戦前であったので、中学校に進

学しなかった。進学したのは兄弟姉妹の中でも自身一人しかいない。 

◆戦前の学校教育 

戦時中であったため、勉強どころか、ほとんど兵士たちの見送りに動員されたりした。警察の前から

ずっと、兵士たちの通る道に学生たちがずっと立ち並んで、「勝ってくるぞと勇ましく誓ってくにを出

たからは」（注：1937 年に作られた『露営の歌』という軍歌の歌詞である）という歌を歌いながら、日

の丸の旗を振って送った。 

勉強はとにかく日本語を使うことになっていた。もし学生が朝鮮語を使ったら、先生がその学生の両

手を机の上に置いて竹刀で叩いた。竹刀でパチパチと殴られた。また、勅語があった。教育勅語の「朕

思うに、我が皇祖皇宗が国を始めること宏遠に徳を樹つること深厚なり、我が臣民は良く忠に、良く孝

に…」を最後のところまで毎日覚えさせられ、できなかったらずっと廊下に立たされたり、修身の時に

叩かれたりした。朝礼の時も、「天皇陛下」という言葉が出たら、休んでいても「気をつけ」の姿勢を

取らないといけなかった。また、稲狩りや麦踏みのときは、全学生がそれに動員され、空襲があったら

防空壕に入った。しかし、求礼は田舎で、飛行機が飛んできても爆弾は落とさなかったが、一応、その

ような訓練をし、防空壕を掘ったりしていた。 

学校ではカタカナから最初習い、2 年、3 年になったらひらがなを教えてもらった。数学、社会、音楽

などの時間があった。君が代も習い、「君が代は千代に八千代にさざれいしのいわおとなりてこけのむ

すまで」も「天皇陛下」と同じく、「気をつけ」をして歌っていた。 

国民学校では弁当箱を調べられた。みんな麦ごはんに、弁当持ってきてない子もいるのに、自身は白

いご飯だったので、怒られたこともある。 

◆麗水での思い出 

お兄さんは港町の麗水（注：植民地時代である 1930 年 12 月には川崎汽船が南朝鮮鉄道と連帯契約を

結び、下関と麗水をつなぐ関麗連絡船を就航したことがある）で大きな料理店（料理も出して女の子も

10 人ぐらいいた）であるムグンファ食堂（ムクゲ食堂/무궁화식당）を経営していた。麗水の昔の人な

ら、ムグンファ食堂を知らない人がいないくらい大きい店で、警察や官庁の人たちもよく飲みに来てい

た。そこで裕福に過ごしていた。麗水に行っていたとき、店の女の子たちが踊っているのを隠れて見て

いると、お兄さんに「見たらあかん」と怒られたこともある。おそらく妓生みたいに踊っていて、えら

い人が来ていたからだと思う。中学校 2 年のときはお母さんもかなりの歳になっていたので、麗水のお

兄さんの家の近くに家を買い、お母さんと移り住んでいた。  

◆帰るつもりで日本へ 



 47 

中学校 2 年のとき、帰るつもりで日本に渡ってきた。その当時は密航しか方法がなく、お兄さんが麗

水に住んでいて、船も持っていたので、それを出してもらった。 

今の言葉だと密輸に当たるかも知れないが、当時、ビロードの生地 300 番が流行っていたので、それ

を買いに日本に来た。女の人たちは、船を使ってビロードやヤンダン（高級の絹織物/양단）などを日本

で買って帰り、内緒で商売をしていた。麗水のお兄さんは金もあるし、船もあったので、「私も行って

くる」といって、帰るつもりで日本に来たのである。봇따리장사のようなものであった。お母さんは年

取っていてそのような商売はしていなかったが、お兄さんの嫁さんがその商売をやっていた。自身はま

だ中学 2 年生の子どもであったので、ただ義理のお姉さんに付いてきただけであった。ビロード 300 番

を買いに来た時、その船で帰るつもりであったのが、尾道で降りて東京まで行った。帰ろうと東京から

大阪に来たが船が来なかった。その時、ずっと一人で、知り合いから知り合いに預けられながら生活し

た。初めて外米を食べた。外米は長細くて粘りもなかった。 

日本語は、国民学校で習っていたとしても家では朝鮮語を使わないといけなかったし、終戦になって

から日本に来たので、それほど日本語がペラペラではなかった。最初、日本に来たときは優しい日本語

を聞いたり話したりすることはできても、難しい言葉は分からなかった。 

◆日本では知り合いの家を転々と 

あっちこっち行かされて泣いたことも多い。日本に来てはおばさん（お母さんの妹）が千葉県木更津

市にいたが住所も知らないで来たので、最初は東京上野に住む船の伝手にお世話になった。浅草ではよ

く美空ひばりさんの歌を聞きに国際劇場に行ったことがある。 

急に連絡を取れない時代であったので、千葉のおばさんに手紙を出して連絡を取り、住所を教えても

らって行くことができた。それに約 1 年はかかったと思う。麗水のお母さんは自身が日本に来ている

間、亡くなった。心配していたと思うけど、自分で見ていないから分からない。 

日本に来てからは苦労ばかりした。洗濯も掃除もしたことがなかった、大事にされていた막둥이（末

っ子）が、工場で働き、洗濯や掃除など色々な仕事をやらされた。手が見られないほどであった。戦争

が終わって日本は裕福かなと思ったら、そうではなかった。みんな日本の人も働かなかったら食べられ

ない時代であった。 

船が来るからと手紙が届いたので、大阪の知り合いの家に来た。しかし、船が来ないから、町ながら

色々な仕事をやらされてした。最初はお金を持ってきたので、東京では遊びに出掛けることもあったけ

ど、その後は食べるものもまともに食べられないし、着るものもみんな古着をもらって着た。言葉にで

きないほど苦労した。 

◆夫との結婚 
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あまりにも苦労したから、いつ結婚したかはちゃんと覚えていないけど、長女が現在 60 歳である。夫

は慶尚南道巨済（注：韓国で 2 番目に大きな島）の人で、同じ金氏であったが、本貫が違った。自身は

光山金氏で夫は金海金氏であるので、結婚ができた。夫は自分より 12 歳の年上で、外国人登録を持って

いなかった自身に誰も貰い手になってくれなかったが、夫はものすごく自身を大事にしてくれた。夫も

朝鮮半島で生まれ、子どものときに日本に渡ってきた人であった。夫の家族は戦前日本にいたが、戦争

が終わると国に帰り、夫もそのときに帰っていったが、その後、再び一人で日本に戻ってきた。 

二人で頑張って一生懸命に働いた。昔はお金の数が大きく、給料日に夫が奥村組の親方に給料をもら

って持ってくると、自身がそれをお腹の方に巻いておいた。孕んでいるようになった私の横でそろばん

をおいて、みんなに給料を払っていたこともある。土建業をしていたとき、大きい仕事で多くの人たち

を雇っていたときもあった。夫には感謝する。苦労はしたが、大事にしてもらった。 

◆針子やら飯場やら仕事なら何でも 

結婚して子ども二人（長女 1955 年、長男 1959 年）を生んで、夜に寝ないで仕事をした。結婚しても

裕福ではなく、6 畳の狭いアパートの部屋の中に、キッチンとかもあったが、そこで家族みんなが寝

た。大阪に来て針子をした。その受け取りをして、つっかけを今は機械で切るが、昔はみんな手でやっ

たので、カッターを使うときに手に傷を負った。子ども二人を学校に行かそうと、必死で寝もしないで

仕事をした。仕事から帰って来ても家で内職をした。夫が土建業をやっていた。土方の仕事、奥村組の

下請けをしていた。奥村組の下請けはたくさんあったけど、その一つで徐々に生活が良くなって子ども

らも学校に行かせた。飯場、今、住吉（住之江）のボートレース（競艇場）があるが、その下に大きな

飯場が立って、そこでは 4、50 人も使われていた。夫が奥村組の親方の下請けの下請けだったから、お

金をよくもらえなかった。だから、飯場で人夫さんのご飯を炊いた。冬になったら北海道から出稼ぎに

来る女の人がいた。その人らと一緒に大きい鍋に汁を炊いて食べさせた。それをやって順調に行った

が、親方が亡くなってその会社がつぶれたので、私たちの仕事もできなくなった。 

昔の工事現場では両手を伸ばしても抱けないぐらい大きい本管を埋めるなど、大きな規模の工事をや

っていた。だから、人がたくさん必要であった。住吉、神戸、尼崎を転々とした。尼崎では夫が大きな

ガス工事をやった。そのとき、子どもたちは小さく、学校に行っていなかったので、連れていってい

た。飯場の仕事をしている間、子どもたちは広場で遊んだ。周りに友達はいなかった。 

飯場ができなくなってからは生野に移り、針の仕事、工場でナショナルの機会の部品の組み立てと

か、色んな仕事を転々とした。夫もまた、他の地域に行って仕事をした。夫が給料を持って帰ってくる

と、私がそれを貯めて、頭金を作って家を買った。その時、みんなびっくりしていた。 

◆密航者であった自身は、騙されても警察に行けず 

飯場の仕事をする前、子どもを産んだ。昔、住吉のボートレースの下には、空き地があった。そこに

飯場を立てるときは長女を学校に行かさないといけなくなっていた。しかし、自身が密航者で外国人登
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録がなかったため、朝鮮学校に通わせた。当時、住吉には朝鮮学校がなかったので、少し遠くの朝鮮学

校まで行かしたので、最初の 2 年、3 年ぐらいは送り迎えをしてもらった。 

また、自由にどこにも出ることができなかった。あの時の自身は人を疑うことも知らず、騙されたこ

ともある。昔は家にお米を 6 つぐらい積んでおいていた。お米屋さんは大きい自転車の後ろにお米を積

んでくることを今は知っているけど、若い自身は知らなかった。ある日、「米屋さんから来ました。奥

さんのとこに闇米と配給米と間違ってきたから、取り換えにきました。すぐ持ってきますから、米持っ

ていきます」と言われた。普通の自転車であったのに、あの時の自身は板までやって 6 つ積んであげ

た。騙されても密航者であるので、警察に被害の届け出も出せなかった。登録のないことを知った色々

な人がやってきて密航者であることを突っ込むからと言い、ご飯を食べさせてあげたり、色んなことを

やったりした。お金もせびられた。 

外国人登録ができていなかったときは、工場で働いても保険を掛けることができなかった。 

◆生野区の警察に「密航者です」と自首 

夫の仕事が順調に行くかなと思ったら、親方が亡くなって会社もつぶれ、貧乏になってしまった。再

び、アパート住まいをした。しかし、自転車一つを月賦で買っても、外国人登録がないからと、周りか

らいじめられた。「これやったら、もうあかん」と思い、当時、住んでいた生野区小路の警察に自首し

た。昔は今のようにきれいではなかった警察署であった。子どもたちを連れて帰るつもりで、「密航者

です」と自首したら、子どもたちは家に置いて、自身一人だけ入れられた。 

飯場をやっていたとき、人が多いので 4 斗樽の濁酒を二つ拵え、みんなに飲ませたり、売ったりし

た。ただでは飲ませず、少しでもみんなにお金をもらった。しかし、濁酒を作っている間、ばれてしま

った。それで、警察と税務署から来て調べられ、作っていたものを持っていかれた。自首しに行った

ら、そのときに来た警察官が自身の顔を覚えていた。小さいところで調べられるかなと思ったら、柔道

をする広いところに小さいお膳一つ持ってきて、「あんた、こうやって昔いたことある？濁酒拵えてこ

うやったんやろう。」といわれたので、「そうです」といった。顔を覚えられ、そこで調べられ、その

日帰らせてもらった。近所の人たちは帰ってこないだろうと思っていたのに、自身が帰ったらみんなび

っくりしていた。その時から人間がコロッと変わった。警察署から呼び出され、入国管理事務所からも

呼び出されて調べられた。その後、1 年間滞在ができる外国人登録証をもらうことができた。それもだ

んだん年数が立ち、悪いことも何もしなかったから 3 年になって、今は永住権を持っている。 

一方、夫は外国人登録証を持っていたが、3 年、5 年ごとの切り替えをしておらず、自身が自首したと

きに問題となった。警察に夫も調べられた。夫は一人でいたため、切り替えもせずにほったらかしてい

たようだ。夫は特別永住権を持っており、いくらかの罰金を払った。結婚届や子どもたちの出生届は、

日本から国へ手紙を出し、夫の方の戸籍に入れてもらった。日本行政への届け出は、自首した後にでき

た。自首していなかったら、子どもたちが日本の学校には通えなかったと思う。 

また、外国人登録証を持つようになってから、会社に行ったので、今は少しだけど年金をもらってい

る。 
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◆子どもたち：娘と息子 

長女が 2 年生で、長男はまだ学校に入らなかったとき、自首をして自身に外国人登録ができたら、子

どもたちも外国人登録ができるようになった。長女が小路小学校に転校することになった。一生懸命朝

晩、寝もせずに働いていて娘を高校まで行かした。薬剤師を目指していた娘が浪花女学校（注：浪花女

子高等学校は 1999 年に男女共学となった。現在の金光藤蔭高等学校のことである）の高校 3 年生のと

き、学校の推薦をもらったが、当時はまだ朝鮮人差別があってだめだった。長女が 1955 年生まれなの

で、そのときは差別がかなりだった。それで、娘は大阪銀行、興銀に入った。今は名前が変わっている

が、韓国の銀行である。鶴橋に本店があって、就職祝いのあったときに行ったことがある。そこから大

池橋の支店で働いた。 

一言で言えないことがたくさんあった。簡単に言っているようでも言えないことが多い。子どもたち

にも苦労させた。子どもも高校に行かしてからは、夜もなく働いたもので、娘がかばんを持ったまま市

場に行き、家に帰ってはご飯も炊いた。自身がしんどくてそれが子供に当たることもあった。娘には苦

労させたが、勉強も頑張ったし、今は親孝行している。長女は結婚して子ども 3 人を生んで、今は孫ま

でできた。子どもが今は自身の面倒を見てくれている。今は何も心配がない。 

夫は去年 3 月に亡くなった。夫が病気で横になっていたときも、娘が週 2 回来て、食事を作ってくれ

た。また、息子も夜の夫の看病をやってくれた。息子はまだ結婚しておらず、二人で住んでいる。 

◆夜間中学で学びをもう一度 

60 歳過ぎたとき、「家にいてもあかん。また、勉強しよう」と思い、夜間中学に通うことになった。

長栄中学では金香都子（きむ・ひゃんどじゃ）先生にチャンゴも教えてもらった。約 10 年間通い、手帳

には日記や作文を書いたりしてきた。自身の作文は、長栄夜間中学の作文集にも載っているし、作文で

賞をもらったこともある。勉強するときは、よくわからなかったけど、参政権について文書を書いたこ

ともある。生徒会の会長も長年した。東大阪市が学校給食を無くすと聞いたときは、さらんばんの鄭貴

美（ちょん・くぃみ）さんに車に乗せてもらって市役所へ抗議にも行った。いつも持ち歩いている手帳

には学校の作文や日記、ニュースのメモなど様々な文章が書かれている。ここではその一部を紹介す

る。 

「長栄の金玉順です。修業年限のことについて一言。私は年を取って学んでいます。一人一人違いま

す。だから、みんな同じ年限というのはおかしいです。1 年で卒業する人もいます。一人一人にあった

年限で勉強したい。義務教育を受ける権利をきちんと保障してほしい。年限を決めないでほしいと思い

ます」 
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「私にとって夜間中学は希望と力を与えてくれる

学び場です。一つでも多く覚えたいです」 

「さらに大勢の仲間と交流ができ、社会参加の機

会をもらえて本当に良かったと思います。教育は人

づくり、国づくり、社会づくりの根っこである、大

切なものであると思う」 

「社会、世界の情報を知ることができる。祖国や

日本の歴史の知らないことを聞くこと。これからの

世の中や、人間のあり方や育成を考える自分であり

たい。文字の読み書きを知らずに戦前戦後を生き抜

いた私たち。今が青春」 

「아는 것이 힘（知ることが力）」 

「言葉は人間の中で、優しさや知恵のような大事

なものに変わっていく」 

 

◆故郷の家族たち 

故郷のお母さんはすでに亡くなった。自身が 82 歳

なので、兄弟姉妹もみんなこの世を去ったと思う。

今は連絡を取っていない。しかし、チョッカ（甥・

姪/조카）は二人ぐらい来たことがある。特に貿易会

社で働いたチョッカは船を乗って 2～3 回来たことが

ある。もう一人のチョッカも大阪万博のとき（注：

日本万国博覧会は 1970 年 3 月 14 日から 9 月 13 日

まで大阪で開催された）に来た。みんなお姉さんの

子どもであった。その時もまだアパート住まいで貧

しかったので、あまりしてあげられなかった。 

再び、故郷を訪れたのは数年前で、余裕ができて

からである。夫と一緒に行き、はじめて姑や夫の兄

弟に会った。しかし、夫が亡くなって、自身も向こうに手紙を書こうともせず、向こうからも敬遠して

いるので、連絡を取り合っていない。 

（終わり） 
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④「身近な存在から学ぶ生きた歴史」～写真展と民族教育～ 

金信鏞（キムシニョン）さん 

〈プロフィール〉  

○1953年 山口県下関市生まれ。 

75 年に立命館大学法学部卒業し、こどもが受け

た民族差別を契機に教育活動を始め、1994 年

「神戸在日コリアン保護者の会」を結成。同会

の取り組みの結果、神戸市立小学校 2校に民族

教室「オリニソダン」が設置された。2005 年、

神戸市第１回「神戸の未来を担う子ども育て賞」受賞。2000年～2010年、神戸市教育委員会国際理解教

育事業講師。多い年には年間 100校ほどの学校で韓国・朝鮮や「在日」について授業や講演をおこなう。

民族教育や民族文化の推進をめざし、2005 年「コリア教育文化センター」設立。代表。2006年～2011

年、「4.24阪神教育闘争記念碑を建てる会」副代表。同会の取り組みの結果、2010 年に神戸市立長田南

小学校内に朝鮮人学校校名碑が建つ。在外韓国人へ韓国の国政選挙権を認める韓国憲法裁判所判決が出た

ことから、この運動を孤立無援で闘ってきた故李健雨さんとともに、2008年「在日韓国人本国参政権連

絡会議」を結成（副議長）。2010年と 12年に「在日コリアン家族・生活写真展」を開催。大きな反響を

呼ぶ。2011年、4.24阪神教育闘争の意義を継承していくために「朝鮮人学校校名碑に集う会」を設立

（代表世話人）。2012 年、世代を越え、地域に根差した生きた実践的な学びの場をめざし「長田在日大

学｣開講（運営委員長）。2014年 4月、これまでの活動をひとつにし、コミュニティカフェを併設した

「一般社団法人 神戸コリア教育文化センター」を設立（代表理事）。 

〈生い立ち・活動〉 

ご両親は、韓国・巨済島(ゴジェド)の出身で、1943 年に渡日し、島根県にたどり着く。その後、九州

の炭鉱現場を転々としながら生活し、山口県・下関で 1953 年に信鏞さんが生まれた。下関の小学校に通

い、二年生の冬に神戸に引っ越した。仕事を求めて、他にも多くの人たちが移り住んで来た時期であっ

た。こども時代の記憶として強烈に残っているのは、下関での転校の日に、担任の教師から「朝鮮人は

神戸に行ってもどうしようもない」と言われたこと。これが一番最初の被差別体験であった。自分が朝

鮮人であることを隠したいと思った。 

神戸にやって来て住んだのは、長田区の湊川沿いにバラック小屋を建てて 1500 人くらいの朝鮮人が集

まって住んでいた場所。その時代は、たくさん朝鮮人がいる地域でも差別がきつい時代であった。信鏞

さんが通っていた小学校が一学年 200 人以上在籍していたが、本名を使っていたのは信鏞さん一人だけ

であった。下関での担任の教師の一言が、心に暗いものとして存在していたので、朝鮮人ということは

言えないし、朝鮮という言葉が出てきたら、下を向いて顔を真っ赤にするような少年であった。 
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神戸に来た年に、アボジが亡くなった。病気になっても薬を買うお金がなかった。その後、オモニが

息子四人を育てることになった。朝早くから夜遅くまで働き、夜中にキムチをつけるオモニ。それを今

か今かと待ちわびて、冷や飯にキムチを乗せて食べる私は、オモニが大好きで尊敬していた。しかし一

歩、家の外に出ると、周りの目が気になってその気持ちを表に出せなかった。小学校は本名だったが、

中学校から日本名で通わせてくれとオモニに頼んで、通名で通うことになった。中学二年生のとき、友

達との下校途中、オモニと遭遇することがあった。そのときに、オモニが「今帰りか？」と聞き、「う

ん」と答えて通り過ぎる。友達は「だれ？」と聞いてくるが、「近所のおばちゃんや」と思わず言って

しまったという情けないことがあった。 

1970 年代に入り、高校生になった信鏞さんは本名で生きていくことに決める。その後、反入管などの

社会運動に参加したり、進学先の立命館大学では、朝鮮文化研究部(朝文研)で在日コリアンの形成史や、

韓国の民主化運動などについて自発的に学んだりした。 

その後、二人の子どもが生まれるが、公立小学校に通っている中で、子どもたちがきつい民族差別に

あった。子どもは本名で通学していたが、毎日のように、「韓国人は韓国の学校にいけ」など言われ続

けた。20 年前に自分の受けた差別がまた子どもに繰り返されていることが悔しくて、夜も眠れない日々

が続いた。「在日が声を出さないと、何も知らないところから差別がまた生まれる。それを変えていき

たい」という思いで、神戸の在日コリアンの民族教育に携わるようになる。 

1994 年に「神戸在日コリアン保護者の会」を結成し、翌年には子供たちが祖国の言葉や文化に親しむ

ための「オリニソダン(子どもの書堂)」を開講、10 年後には神戸市立蓮池小学校内に設置され、兵庫県

初の公立学校での民族教室が実現した(2010 年には同市立だいち小学校でも開講)。 

 また、2004 年にオモニが亡くなり、その翌年に兄と一緒に

両親の故郷である巨済島へ行ったとき、三枚の家族写真を見

つけた。このときに写真が持つメッセージ力を感じ、それを

きっかけに、2010 年、2012 年と「在日コリアン家族・生活写

真展」を開催し、大きな反響を呼んだ。信鏞さんによると、

オリニソダンに通う子どもたちにどうすれば身近にルーツを

感じさせることができるのかと考えたとき、家族写真を見

て、家族内での対話が生まれたるという過程が極めて重要だ

と痛感した。また、同胞だけでなく、地域の日本人もたくさ

ん写真展に来てくれて、在日がこの町にはたくさんいて、昔

からこの町を共に作ってきたんだということを写真を通して

実感したという声がたくさんあった。2016 年 3 月にも写真展

を開催する予定。 

家族は、両親と男四人兄弟で、信鏞さんは末っ子。手前左。 

「オモニが 2004 年に亡くなって、上二人の兄もなくなって、今は二人だけでさみしい」と信鏞さん。 
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〈聞き取りの記録〉 

日時：11/17(火)  場所：神戸コリア教育文化センター 

語り手：金信鏞氏(以下、金と表記)  聞き手：李明哲 

▼オリニソダン(こども書堂)と在日コリアン写真展 

――――――はじめに、写真展をされる中で、写真を通して若者たちが具体的に当時の様子を知って歴

史を知るなど、次世代へバトンをつなぐための工夫だったり、苦労した点などを教えていただきたいで

す。 

金：オリニソダンのこどもたちが六年生くらいになって、自分のルーツ調べをしようとしても、なかな

か自分たちがこういう歴史の中で生きてるんだということを実感できるような学習方法がなかなかうま

くいかないということで、家族写真がひとつの手掛かりになるんじゃないかというのと、もうひとつ

は、その伏線として 2005 年に巨済島(コジェド)という親の故郷を訪ねて行ったときに、そこで親の三枚

の写真が見つかって。そこから改めて自分の祖国とのつながりとか、朝鮮で生まれた原風景に接するこ

とで、自分自身がつながっていったということがあって。すごく写真というのが持つ力がとっても大事

だというのがあるんですね。(写真展を)やってみて、もちろん写真自体が無いじゃないですか。おじいち

ゃんって言っても今の子どもたちにとっては二世くらいで。写真を探すとか、写真を目の前にして家族

の対話があったり、そのプロセスが大事かなと。写真を探し求めていく中で、もう一度自分たちの前の

世代のことを調べたり聞いたりという行動が生まれてくるし。その中で、親と子どもの会話が生まれて

くるんですよね。そこから、こどもが直接ハルモ二、ハラボジに電話して聞いてみたり、そんな反応が

ありましたね。オリニマダンでそれを掲示するときもあるんですけどね。自分の故郷はどこかっていう

ふうにね。簡単なやつなんですけどもね。それあるので、ちょっと待ってね。(資料を探す) 

(オリニソダンで使った「自分の故郷や祖父母の渡日経緯を調べるワークシート」を前に) 

こういうのをやっておいでって言うんです。こどももわからへんから、家に帰ってアボジ、オモニに聞

いてもわからへん。それで祖父母に電話したりっていう過程がとても大事で。そこから自分のルーツと

かいろんなことをもう一回考えていったりとかしていくんですけどね。やはりまったくわからへんって

言って帰ってくる子もいるし、ちゃんと調べてくる子もいるし。そんなんで、朝鮮半島と日本列島の地

図を書かして、こどもたちが自分はここ、自分はここって地図を埋めていくかんじで発表をつくってい

くんやけど。 

――――――こどもたちからしたら、一つの課題が出て、ちょっとやってみよかっていうかんじで、先

ほど言われていたような、家族との会話が出てくるプロセスが大事っていうことですね。 

金：写真なんかは特にそうです。写真展をやったときに、五世まで揃った写真が出てきて、「故郷の

家」に入ってる一世の方が車イスで来られて、一世から五世までがちょうどその写真展を見に来たんで

すよ。一世の人はかなり認知症もあったんですけど、その写真を見て、「なんでわしの写真があるん
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や」ってわーっと急に大泣きされて、それを五世のこどもがそれを見てて。そっから写真を目の前にし

ていろいろな話をしていたというのはとっても印象的でしたね。 

――――――人によっては、写真を出すときに無理だと言う、そういう難しさはありますよね？ 

金：もちろんありますね。匿名にしてくれっていう人もおるし。ほんとに強烈に在日朝鮮人の来歴とい

うのを感じさせられたのは、二つ出来事があって。どちらもそのことを言っておられたのは、70 代の女

性の方でしたけどね。おひとりの方は、ずっと識字教室で日本語を習いながら、自分の名前は日本名を

名乗ってはって、教室では彼女の歴史ももちろん聞き取ってるし、知ってるんやけども。でも自分は一

生この日本名で生きていくんやと、朝鮮名で読んで欲しくないみたいなことを言われて。その方が京都

で子ども時代を暮して、小学校の写真を提供してくれたんやけども。そのとき、ずーっと自分たちがい

ろんな差別を受けてきて、本名は大事っていうのはわかるんやけども、自分はやっぱり本名をよう名乗

らんって。ここの識字教室来たらとてもホッとする場やし、自分のことをわかってくれる先生方ばっか

りやけども、自分はまだ、本名を言えないと。すごい強烈なその人の来歴を感じたし。もう一つは、新

開地の出征記念の写真を提供してくれた人がいて。自分の叔父かなんかにあたるのかな。朝鮮から日本

に来て、日本人の女性と結婚して、戦場にいく前日に、新開地の食堂の前でいわゆる出征記念で撮った

集合写真なんですけどもね。真ん中にそのお二人がおって、たくさんの人がその食堂の前に写ってるん

やけども、私は悔しかったんよって女性の方が言いはって。我々は当然、朝鮮人として日本の戦場に駆

り出される理不尽さや悔しさを語ったんやなと思ったんやけど、そうではなしに、日本人の出征記念と

いうのは、町を挙げてみんながお祝いに来てくれるのに、自分ら朝鮮人の出征のときはそれこそ親族と

か関係者しか集まらんかってさみしかった、悔しかったと言うんよ。この強烈なねじれにびっくりし

て。そんだけやっぱり自分たちはこの時代の中で、こういう思いが 70 代になってもずっと生きてるんや

なっていうのが、強烈やったね。一枚一枚の写真にやっぱり映し出されている思いや思い出っていうの

は、見るものによっても違ってくるし。いろんな物語を写真から語れるので、ほんとに生きた歴史を伝

えていきたいですね。一枚の写真からどんどん膨らんでいくし。だから、その写真を残しておくってい

うのほんとに大事かな。神戸は特に震災があったから、そんなに写真が無いじゃないですか。だから集

めるなかで、燃えたとか、家がつぶれて写真はほって帰ったという話も聞いたしね。ここから 15 分くら

い歩いたところにある家なんですけどね、玄関の横に朝鮮の洗濯石がころがってるんですよ。その家の

人は、その石がなにか知らへんねん。そんで、これは洗濯石ですよって言ったら、えっ！てびっくりし

てはって。そんなふうに僕たちは、民族的なものとずっと同居して来てるにも関わらず、それは伝えら

れて来なかったということですね。人間、生身の自分や自分の家族を語れるものとして、本では決して

伝えることができないものを、写真は語ってくれる。それも身近な自分につながる人たちのことってこ

とで。そういうようなことは実感することはいっぱいありましたね。 

――――――写真と同じ要素を持ってるって言っていいかはわからないですけども、たとえば、個人史

の聞き取りも、その人の個別のエピソードっていう意味では、大事ですよね。 

金：そうですね。実は来年写真展を三回目やるんですけどね。今回も大切にしたいのは、カメラとレコ

ーダーを持って行って、きっちり記録をしていくことですね。前回も全部は出来なかったんですけど
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ね、テープおこしもできたりして。たとえば、写真の前に行けば、提供してくれた人の人となりとか、

本人の肉声とかをそこで一緒に聞けるとかね。そんなスタイルもできたらいいなって思うけどね。そう

いうミュージアムのようなスタイルもいいかなって。 

▼身近の存在の営みから学ぶ 

――――――信鏞さんの民族的なものを肯定できる根源というのは、例えば民族名を語るのが当然とい

うところなど、三世の僕からしたらすごく違いがあるというか、知りたいところなんです。生活の場面

で、小学生のころから当たり前のように使っていて、転校するときに、強烈な先生からの一言が忘れら

れなくなって。で、その以前の強い民族的価値観といいますか、そういうのって、やはり生活の中での

ものなんでしょうか。 

金：わたしの場合はそうでしょうね。下関で生まれて、小２までおってね。下関の思い出ってほとんど

ないんですよ。あるのは二つで、ひとつは下関の教師の差別的発言と、もうひとつは、下関を出るとき

の夜汽車の中でのオモニの哀しそうな表情。けっきょくは個人的になるんですけど、私の場合は、オモ

ニになるんでしょうね。連れ合いを早くに亡くして、息子四人で、過労で倒れながらもずっと働いてき

て、生活保護なんかもらいたくないと言って、家の中で尊敬できて、でも大好きなオモニを外ではオモ

ニとは言えないという自分自身の情けなさとか悔しさも含めて、朝鮮人というのが愛おしく感じられる

のが自分なんでしょうね。ほんとにね、自分の生い立ちをずっとめくってくると、ほんとに朝鮮という

のを抱きしめたい気持ちになってくるんですよ。そこには、だからなかなか三世四世には伝えにくいと

ころなんやろうけど。そういう意味ではやっぱり朝鮮というものを語るときには、けっきょくは個々の

自分の身近な人たちの営みっていうことになるんでしょうね。 

――――――原体験から来る民族的な価値観があって、朝鮮を抱きしめたいという気持ちがあって、今

の民族教育を四苦八苦しながらやる中での考えは、もともと足元にある身近な存在の生きてる姿こそ学

び取って欲しいということなんかなと。 

金：そうですね。とってもよくまとめてくれました(笑)。 

――――――逆にそういう話を聞いて僕もはじめて、僕にはそこまでの原体験というのがないので、こ

れをどう伝えていこうかなって悩みますね。でも、こうやって個人史を聞かせてもらうこと、テキスト

を作ろうと思ってやったことは、次の世代のためって言ってますけど、実際自分たちのためでもあるん

だなって、つくづく感じますね。 

金：ほんとに大事なんやろうね、こういうのは。地下水脈で生きて来てる、表には現れない人々の生き

ざまを語り次いでいく歴史っていうのが、力になるんでしょうね。けっきょく被爆体験にしてもそうや

し。ぼくらがしゃべるより、外から来たハルモ二たちがしゃべる方が、圧倒的な存在感持ってしゃべり

ますから。子どもら、めっちゃシーンとなって聞くんですよ。だからほんとに先行世代の生きざまを生

で聞くというのは大事ですよね。それは、アーカイブしていったりとか、そのへんが全然できてないの

で。寧ろそういうので、いろいろな在日組織も結集できて来るんちゃうかな。      （終わり） 
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⑤ 「祖国と民族は私の生命」～被爆と民族差別から平和を希求する～ 

李実根（リシルグン）さん 

・1929 年、山口県生まれ 

・現在 86 歳、広島県在住 

・2014 年 2 月 8 日 KEY 広島ツアー講

演録、於：広島の宿 相生
あいおい

  

・記録：李明哲／編集：金和子 

・自伝「Pride 共生への道―私とヒロ

シマ」（2006）参考のうえ編集。 

  

1945 年 8 月 7 日、神戸市から帰宅途中、広島市で被爆。1980 年、在日朝鮮人被爆者連絡協議会結成。

1989 年、朝鮮民主主義人民共和国での第 13 回世界青年学生平和友好祭に「広島の平和の灯」を持って

参加。初めて共和国在朝被爆者 10 名を探し出す。1999 年、平壌で初の原爆写真展開催。著書に『白い

チョゴリの被爆者』など。現在、在日本朝鮮人被爆者連絡協議会会長・広島県朝鮮人被爆者協議会会

長・広島平和教育研究所研究員。 

 

 私は、1929 年、山口県生まれの在日 2 世です。山口県といえば、安倍首相の出身地です。彼は平和憲

法を変えて戦争できる国づくりをしようと考えていますが、去年（2013 年）の 8 月 6 日、広島平和記念

式典で、彼と会いました。私は被爆者代表として、彼は日本国政府を代表し内閣総理大臣として、出て

きたわけです。来た途端、他の者には握手しようとは言わないのに、私を見て握手を求めてきました。

握手まではよかったんですが、彼がその場で吐いた言葉が、私はとても気になったんです。「（日本

は）唯一の被爆国」、こういう表現を使ったんです。それを言いながら私のところに来まして、「李さ

ん、李さん、李さん」。一回呼べば聞こえるわってね。何回も呼んで私の手を握りました。だから私の

言うことも聞いてくれるかと思いまして、私の方から彼にお話をしたのは、朝鮮民主主義人民共和国、

あそこにも被爆者がいるじゃないか。あそこの被爆者はいまどうしてるのか。直接行ってみなさい。そ

して、北朝鮮と日本では国交がありません。国交がないと、韓国と日本のあいだにいる被爆者とは違っ

て、韓国の被爆者は国交があるから、日本となんとかこう、話をしながらできるけれども。北朝鮮の場

合は、国交が全然無いんです。無いから何もしてもらえません。完全に無視されているんです。そうい

うことを安倍さんに話をしました。戦後、来年で 70 年になります。今年で 69 年。69 年間、原爆にあっ

て、何もしてもらっていない国の被爆者は、朝鮮民主主義人民共和国にいる被爆者だけです。こんなバ

カげた話ないでしょ。それで、それをお願いしたんです。そしたら、「それやりましょう」とそれを私

と約束したんですね。約束したにも関わらず、きれいに忘れてしまってるんですね。安倍さんは朝鮮民
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主主義人民共和国の被爆者に対しては、殆ど何もせずに放置したままにしている、ということをまず知

ってください。 

今日は、ここが被爆地ですので、原爆のことを話さないわけにはいきません。原爆とはどういうもの

か。なぜ広島に原爆が落とされたのか。原爆は普通の爆弾とどう違うのか。今みなさんが座っているこ

の場所、相生（あいおい）旅館から 100ｍくらい、背中を向けている方向へ行きますと T 字形の橋があり

ます。これを「相生橋」とよびます。この橋は広島のど真ん中にあり、上空からのよい目印でした。広

島の街は水の都で、市内には七本の川があり、上がって行くと太田川という一本の長い川になっていま

す。約 4.5km 圏内は山が無い。このデルタの街をぺしゃんこにしようと思えば、T 字が目印の相生橋に

落とせば間違いない、という米軍の下調べがあったんです。 

広島に原爆を積んで来た B29 は、9600 メートルの高さまであがったと言われています。9600 メートル

まで上がったとき、よし、これくらいの高さなら広島がぺしゃんこになるな、そう思ったから原爆投下

のボタンを押したんです。地上 9600 メートルから落とした原爆が、地上 600 メートル上のところに落ち

たとき、ピカーっと光り、それからドカーンといって爆発したんです。当時、原子爆弾なんて名前はわ

からないから、みんな「ピカドン」と呼んでいたのです。その爆発したときの温度は 100 万度。光って

から 100 分の一秒経つと温度が 30 万度に下がり、地上に落下した時の温度は 3000~4000 度だったと言わ

れています。みなさん、鉄はどれくらいで溶けるか、知っていますか？鉄は 1536 度の熱を加えると溶け

るんです。1536 度の熱で鉄が溶けるのに、3000 度～4000 度もの熱が地上に降りてきたら、どうなりま

すか？鉄はもちろんのこと、人間はあっという間に焼け死んでしまいます。広島の街 4.5km のすべてに

3000 度～4000 度の熱が降り注いたのですから、そこにおった人間はみな焼き殺されてしまったのです。

もし地下室に入っていたら、命は助かります。しかし地上におったとしたら、一人として生きて帰れる

人はおりません。みなさんね、今ここは、爆心地です。広島に原爆が落ちたその爆心地の 69 年目に、こ

の場所に来ているのだということを忘れないでください。それはみなさんの次の世代にまで、語り継い

でください。私はそういうことを経験した人間なんです、そのことだけは忘れることはできない。もし

あのときみなさんが生きていてここにいたら、生きて帰れる人は誰一人いなかったのだ、そういうとこ

ろに今来ているということ、ここで私の話を聞いたということを、必ず覚えていてください。 

私は、広島に原爆が落ちた翌日

（1945 年 8 月 7 日）、神戸から広島

に入り、被爆しました。私のような

被爆者を「入市被爆者」と言いま

す。当時私は 16 才で、山口の厚狭

（あさ）駅で助役として働かせても

らっていたんですが、ある同胞か

ら、神戸の長田の被差別部落に行け

ば警察に知られずに米を高く買って

くれるという話を聞き、仕事に困っ
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ていた父と相談し、私の非番の日を利用して闇米を売るようになりました。祖母と母が田舎に安い米を

買い出しに行き、私と父が山陽線を 12 時間かけて神戸の長田まで売りに行くんですが、この日は私と父

と妹の他に数人、総勢 9 人の同胞での長旅からの帰路でした。山陽線は何度も徐行運転を繰り返し、広

島県に入ると八本松駅で通行止めになったため、私たちは何があったのだろうと思いながらも、線路沿

いを歩き続けました。ようやく広島駅のあたりまでやってくると、目の前の光景に、驚き、言葉が出ま

せんでした。西日本最大の都市、広島が、広島の街そのものが、無くなっているんです。どっちを向い

ても、全部見えるんです。ざあーっと。こっちから見ると、東から西まで全部見える。家がみんなぺし

ゃんこになっている。生きているもの、かたちあるもの、すべてのものが焼かれてしまった。突然、一

気に光って音がして、ピカーッ、ドーンって、その瞬間にもう、人間も動物も息絶えてしまったんです

ね。ですから座っていた人たちは座ったまま死んでる。立っていた人たちはそこにそのまま倒れて死ん

でいる。仕事をしていた人たちは、そのまま仕事しながら死んでいる。私はこの目でそれを見ました。 

一緒にいた 9 人の同胞、そのうち 6 人は大人、3 人は私を入れた子供です。私たち 9 人は、とにかく

何が起きているのかわからず、ただただ恐ろしいので、手を繋ぎながら、なんとかして東から西の方に

出て、山口県に帰ろうと歩いていました。しかし、歩いていると、全部、人の死体。ズック靴がずるっ

と滑って、一人倒れると、みんな手を繋いでいるわけですから、ばたばたーっと倒れる。倒れた拍子

に、死んでいる人たちの肉が、からだにいっぱい、まとわりつきます。べたべたに。服はみな汚れる。

どうしようもない。それを払いのけようとして、少し歩くと、水道は壊れている。そこで川に飛ぶ込む

んです。川で洗って落とす。でも落としても、また歩くと死体。また誰か滑って倒れる。それを繰り返

しながら、広島の東から西までずーっと、10 時間以上かけて歩きました。そして山口県の岩国まで出

て、貨物列車に乗って、自分の家まで帰りました。 

原爆は、３つの恐ろしい特徴を持っています。まずは、先ほどお話ししたように熱です。普通の爆弾

は、落ちた後にすぐ冷めてしまいますが、原爆は高温ですから、長い時間その場所に滞在し続けます。

次に爆風。そして３つ目が放射能。熱、爆風、放射能。この中で最も恐ろしいのは放射能ですね。放射

能っていうのは、形も影も見えない、臭いもしない。私は、からだに付いた死体の肉を洗おうと川の中

に飛び込み、又のどが渇くからその水を飲んだのですが、そこで大量の放射能を吸ってしまいました。

同様に行動した 9 人みな、家に帰ると高熱が出て、下痢がおさまらず、苦しみました。そこで母親たち

がヨモギを採ってきてついて汁を飲ましたりしましたけども、治りません。そして、田舎にあるケシ、

これは毒や麻薬として知られていますが、朝鮮では薬として飲む文化がありました。田舎でお米を安く

買うでしょ、そこの百姓に、ケシを売ってくれないかと頼むのです。売ってもらって、それを根っこの

ところから切ってね、持って帰ってそれを茹でるのですね。それでちょうど汁がお茶のような色になる

のですが、それを飲むと下痢がぴたっと止まる。熱も下がる。日本人はそれを知らないから、体を壊し

て何万人という人が放射能で亡くなったんですね。ただケシの効果も一時的で、しばらくするとまた下

痢をする。それを繰り返していました。こういうことがあったことを、知ってください。原爆とはそう

いう恐ろしいものだということを、知らなければなりません。 
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さて、戦後になって、国連から、広島に原爆が落ちたらしいが、どれくらい死んだのか報告しなさい

と指示がありました。そして広島市は 1976 年に国連に報告したのですが、14 万人プラスマイナス 1 万

人という数字を報告したんです。当時、広島に住んでいたのが約 35 万人－本当はもっといたはずですが

―ざっと数えて 35 万人、その中で原爆で死んだ人が 14 万人、と広島市は国連に報告しました。驚くこ

とに、この中に朝鮮人は入っていないのです。 

 昔、中国人のことをまともに中国人とは呼ばなかった。「チャンコロ」。朝鮮人のことも、まともに

朝鮮人とは呼ばなかった。「鮮人」「半島人」「ニンニク」。朝鮮という国が日本に奪われたから。も

う「朝」はなくなった、だから「鮮人」。半島に住んでるから「半島人」。こういう風にして、朝鮮人

をバカにしていたんですね。日本が朝鮮半島を植民地支配したときから。ところで、1909 年時点で日本

にいた朝鮮人の数は、たった 790 人でした。それが 1910 年に韓国併合し、1945 年の終戦のときには 240

万人の朝鮮人がいました。これは強制連行があったからです。また、そもそもなぜ日本は原爆を落とさ

れたのでしょうか。それは日本が侵略戦争をしていたからです。こうした加害の事実を忘れてはいけま

せん。 

私が小学校 6 年生のとき、日本の尋常高等小学校に行っていたんですが、ある日、弁当を忘れたんで

す。忘れた弁当を母親が届けるつもりで、田舎だから歩いて 1 時間かかるのに、母親が「アイゴ、アイ

ゴ」言いながら届けに来たんです。届けに来たのはええんですけどね、授業中なんです。授業中に窓を

ガランと開けて、「インナー、クニ、インナー？（있나? 근이 있나?）」と。（※クニ（근이）は「実

根（シルグン）」の「根（クン）」から取った呼び名。朝鮮語で「いるかい？クニはいるかい？」）し

かし私は当時、創氏改名により、山村正一の名前で通っていました。周囲の子供たちが、チョゴリを来

た母を見て、「山村くんは鮮人だったのか。あるいはあれはおふくろだろ？鮮人か」と。それから私の

ことを、山村と呼ばず「鮮人」「半島人」と言い出したんです。そういう風な差別がずっとありまし

た。 

小学校では毎日『皇国臣民の誓詞』を暗唱させられ、皇民化教育を受けるうち、私はいつしか、立派

な軍人になって強くなりたいと思うようになりました。朝鮮人は軍人にはなれないと商業学校を進めら

れたにも関わらず、内緒で厚狭中学を受験し、合格しました。通学には５～６時間かかるため、入学当

初は朝２時・３時に起きて通いましたが、やはり毎日となると大変で、家族全員で厚狭に引っ越しまし

た。そこでは『軍人勅諭』を徹底して教え込まれました。私はそこでも「山村正一」で通していました

が、ある日、配属将校の中尉が突然、「この中に鮮人の子がいる！」私はギクッとしました。「朝鮮人

の子！手を挙げて出てこい！」しようがないから出ていくと、「この鮮人の子をチャンコロだと思っ

て、突く練習をする！」私に剣道の胴衣を着せて、竹やりで思い切り突いてきたのです。大の大人が、

それも軍人の大男が突いてくるのですから、ひとたまりもありません。次に級友を並ばせて、ばーっと

やり始めた。級友たちは、最初は友達ですから加減していましたが、そうすると自分が中尉にやられて

しまう。そんな訓練が何日も続き、風呂で私の体を見た母が、泣いて私を抱きしめました。そうして私

は 2 年足らずで中学校を退学したのです。 
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先程、広島市は 14 万人プラスマイナス 1 万という数字を国連に報告したと言いましたが、1976 年に

報告し、いまだに修正せずに今日に至っています。いかに朝鮮人、中国人を無視しているのか。死んで

骨になっても、すまないという気持ちもなしに、今日に来ている。これが、差別でなくてなんですか？ 

 いま、平和公園には、韓国人原爆犠牲者の慰霊碑があります。たくさんの韓国人、朝鮮人が眠ってい

ます。しかしこれは当初、平和公園の外にありました。しかし全国の小学校、中学校、高校の生徒によ

るハガキ運動によって、公園の中に移りました。私がいままで生きてきた 85 年間の中で、大きな成果の

一つはこのハガキ運動です。最初私たちが広島市にお願いしたとき、広島市は何を言ったと思います？

「だめです。これ以上慰霊碑を建てると、平和公園が墓場になる。墓場になると公園の美観を損ね

る。」公園が美しくなくなるからと、断られたんですよ。それでも建てたいから、お願いしてお願いし

て。結局だめだといわれるから、公園の外、川を渡った公園の外側に、慰霊碑を建てたんです。そした

ら、日本全国から広島に来ていた、小学校、中学校、高等学校の生徒たちがそれを見て、「先生、どう

して韓国人の慰霊碑は公園の外にあるんですか？」と聞いてきました。「君たちどう思うの？」私は聞

くんですよ。「差別でしょ」「何差別だと思う？」「民族差別じゃないですか」「そう、民族差別だ」

「どうしたらいいと思う？」「署名運動やりましょうや」「よし署名運動でもいい、他に何かやること

はないか？」「先生なんかやることがあったら教えてください」「よし！君たちがやるつもりならやろ

う！」。そこで、ハガキ運動を起こしたわけですね、私が提案しました。全国の小学校、中学校、高校

からハガキで、「韓国人慰霊碑を公園の中に入れろ！民族差別反対！」ということを書いて、広島市長

に会いに行ったんです。そしたら、当時の広島市長は平岡敬という人で、戦時中、朝鮮半島で生活した

ことのある人で、きっとそこで朝鮮の人にお世話になったこともあったのでしょう、よし、この際、恩

返ししてやろうと。それで 1999 年、平岡市長がお辞めになるときに、「わしの最後のプレゼントだ」

と、あの外にあった慰霊碑を公園の中に移してくれたんです。 

 だからあの公園の中にある慰霊碑は最初からそこにあるわけではないんです。そこには平岡市長さん

の、本当に、人間愛があるんだということをみなさん、知

ってください。私、平岡市長と大変親しい仲ですけども、

この 1999 年は、当時の内閣総理大臣、小渕恵三さんも 8

月に広島にやってきました。そのとき私は、民団の人に言

いました。「小渕恵三さんがせっかく来るのだから、あの

公園の中の慰霊碑、頭を下げてください、線香一本立てて

くれるように頼んでみなさい」、と言ったんです。そした

ら、「そうかそうか、そりゃええことや、頼んでみよう」

と。民団の人が「総理大臣、すいません、線香一本、うち

の慰霊碑に立ててくれませんかね。」と頼みました。後に

も先にも、内閣総理大臣で、韓国人慰霊碑に、線香立てて

火をつけてくれたのは、小渕恵三内閣総理大臣ひとりだけ

です！このことを忘れなさんなよ。絶対忘れてはいけませ
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んよ。こんな人どこにおりますか。この小渕恵三さんは、私は北朝鮮まで帰って行った被爆者を連れて

東京まで行ったとき、国会も始まっていましたけれども、あんな忙しい中にも関わらず、小渕さん国会

から出てきて、北朝鮮からの被爆者に会ってくれたんです！しかも自分一人じゃなく、野中広務元官房

長官、それから村山富市、社会党の元リーダーで元内閣総理大臣。この三人の大臣が、あの国会で忙し

い中で、会ってくれたんです。私はそのことを忘れません。それは、みなさんが持っておられる、

『Pride 共生への道――私とヒロシマ』に書いてますけども。今の内閣が大きなこと言っていますが、線

香一本立ててくれてない。そのことをみなさんは絶対わすれてはいけません。みなさんが将来、結婚し

て、子供たちや孫たちに必ず、忘れずに伝えてください。 

 それから、日本では、差別が多いです。その差別、広島におってみないとわかりません。被爆したの

は日本人だけじゃないでしょ。朝鮮人もたくさん被爆した。何をしていたの？朝鮮人のすることって土

方〔土工：原文ママ〕でしょう。きれいな仕事してますか？土方、ダム工事、炭鉱、そういう一番重労

働。そういう仕事を朝鮮人にさせていたわけです。そして生活するときも、朝鮮部落というのがあった

んです。日本人の中にも、部落っていうのがありますよね？ 部落民とか。部落の人は部落ばっかりか

たまって生活していますね。それと同じように、朝鮮部落ってのがありまして、朝鮮人だけがかたまっ

て生活してるんです。そういう人たちが原爆の被害にあった場合、それを証明する人は、そこに一緒に

住んでた人たち以外わからないでしょう？ となりの人が、井戸端いって水をくんで洗濯していた、そ

のとき原爆が落ちてきて、原爆にあった、それを見た人間が、自分も一緒に洗濯しようと思ってきた

ら、ひとのおばさんが洗濯するのを待って、後でやった、そしたら、原爆落ちてきたのを見たのはその

おばさんでしょ？ そのおばさんが証人なって申請したら、広島市が何を言ったと思います？ 「あん

た、だめやって、同じ鮮人同士がやったってのお、そりゃ、証明にはならんのじゃ」こういうこと言う

たんや。広島に、有名な人だったけど、今は亡くなったけど、辛福守というおばさんがおりました。こ

のおばさんが、同じ同胞しか証人できないと思って、同じ同胞に証人なってもらって、申請したら、

「あんたらだめで、同じ鮮人同士じゃ、だめだよ」断られました。それ知って私がやかまし言いまし

た。すぐ市役所行って、「鮮人鮮人いうけど、鮮人は人間じゃないのか？！お前たち、鮮人はどうした

らええんんじゃ！鮮人をお前たちは人間扱いしたのか？！ばかにするな！」そう怒りました。そした

ら、ああ、すいませんでした、って結局謝って、この辛福守さんにも、手帳を出してくれました。今で

も、そんな例がたくさんあります。ばかにしてる、人間扱いしていない。中国人のことをチャンコロい

う、恐ろしい差別がこの広島にはあるんだと、長崎にもあるんだと、いうことを知ってください。 

 これからお願いなんですが、今日本の新聞、ラジオやテレビで言われている中で、北朝鮮が核兵器を

持っている、あの核兵器をなんとかせんといかんぞと、盛んに言ってます。しかし韓国は核兵器を持っ

ている、日本が核兵器を持っている、ということは不思議に言わない。で、北朝鮮の核兵器のことばっ

かり言う。北朝鮮に核兵器があるのは事実です。それはなぜかというと、アメリカが韓国に対して、北

朝鮮がいつせめてくるかわからんからアメリカの核兵器を配備しろと言っています。アメリカ人が配備

している、アメリカの核の傘の下ですから、韓国は配備しとるとは言いません。それから日本の沖縄に

も核兵器があります。この核兵器もまた、北朝鮮の方を向いてるわけ。これも、アメリカが、北朝鮮が
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万一、核兵器を使用したらアメリカの基地が危ないといって配備させているわけ。それを知っている北

朝鮮が、下手をするといつやられるかわからない。それをやられる前に、我々も核兵器を持とう、とい

うことで核兵器を持ってるわけです。 

しかしそういうことがあるにせよ、核兵器は絶対に持ってはいけない、核兵器は必要ない。よほどの

ことがない限り、核兵器はなくすために努力しなければならないんだということを知ってください。み

なさんは利口だから、必ずそのことをわかってくれると思います。核兵器は一つとして、いいことはな

い。正しいことは一つもない。どんな自由があってもだめなんだ。核兵器は悪だから、使ってはならな

い、持ってはならない。今ね、核兵器は世界でどれくらいあると思いますか？ 広島型の核兵器じゃな

い。広島型の数十倍の核兵器、もっともっと大きい、力の強い核兵器が、4 万 7 千個も世界にあるんで

す。これがもし使われたら、大阪府、あれだけ人口があっても、一発で、広島の数十倍の核兵器が爆発

したら、大阪府は吹き飛んでしまいます。そういうような恐ろしい世の中に変わりつつありますので、

そのことを広島に来られたこの際、いいチャンスと思って、しっかり学んで帰り、胸のなか頭のなかに

しっかり刻んでおいてください。そして将来にむけて、ずっと繋いでゆくように、そうしてください。

そして核兵器の問題に関して、わからないことがあれば、私宛にお電話くださるか、お手紙くださる

か、さっき配ったものに私の住所も出ていますので、いつでもお電話くださるなり、お手紙くださるな

りして、質問してください。必ず、お答えすることを約束します。 

 最後に、在日コリアン青年の皆さんへのメッセージですが、私のモットーは、「祖国と民族は私の生

命である」です。自分の祖国と自分の民族は、自分の命とおんなじだ。だから同じ一日を生きても、価

値ある生き方をしようではないかというのが、それが私のモットーです、信条です。それでずっと今ま

で生き続けてるんです。だから難しいことがたくさんあっても、私はヨーロッパにも行った、アメリカ

にもね、朝鮮籍では入れない国にも何回も行きました。入れないはずの韓国にも、４回も行ってきまし

た。いろんなとこに行ってきました。そして国連にも行って、潘基文事務総長にも会いました。東ドイ

ツにも行って、一か月間、ずーっと講演をして歩きました。そして私の話が通りました。そういうこと

を一生懸命やってきました。それは、自分の祖国と民族は、自分の命とおんなじだから。祖国と民族の

ために、難しいことでも、やるんだという気持ちがあったからできたんですね。皆さんも、この言葉を

繋いでください。私の孫の家に行きますと、大きな掛け軸に、この言葉を書いてかざってあります。み

なさんもやってみてください。これは間違ったことではありませんからね。      （終わり） 
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 アボジが通名で暮らしていたので、韓守さんも生まれてから通名で暮らしてきたが、33 歳の頃から本

名で暮らすようになった。KEY での学習がきっかけになったこと、日韓共催のワールドカップ      

 炭鉱労働者として渡日したアボジと私の家族 金韓守
キ ム ハ ン ス

氏 

 聞き取り・記録・編集：劉成道／2015 年 10 月 8 日 

［金韓守氏：KEY OB 1976 年 1 月 23 日、鎌倉生まれの在日コリアン 2 世］ 

 アボジは本名、金仲範、日本名は金井明と言い、1923 年 5 月 14 日に韓国、慶尚南道、南海で生ま

れた。1941 年、当時 18 歳の時に徴用で日本に来た。オモニは本名、朴從葉、日本名は葉子と言い、

1940 年 8 月 24 日にアボジと同じ韓国、慶尚南道、南海で生まれた。1974 年、アボジとの結婚を機

に日本に渡ってきた。当時アボジが 51 歳、オモニは 34 歳での、ともにバツイチ同士の再婚であっ

た。オモニには前夫との間には子供がいたが、結婚したら日本に来るという条件があり、オモニの母

親の指示で子供とは生き別れとなった。 

 韓守さん自身、自分が生まれ育った家庭環境が人格形成に多大な影響を与えたと考えている。 

 アボジは日本に渡ってきた当初、九州に来たはずで、炭坑やトンネル堀の仕事に従事してきたとい

う。そのトンネル堀の仕事をしていた当時、事故で３日間生き埋めになったが、助けがなく食糧の代

わりに自分の尿や糞を食べてしのいだという話をよく聞かされた。３日後、助け出されたが衰弱した

身体を治してくれる医療も受けられず、自然回復でなんとか乗り切ったという。 

 戦前は当然「日本国籍者」であったが、戦後は出身が慶尚南道の南海であったため韓国籍を選択し

た。また、実際にそこで働いていたかどうかは分からないが、東京の闇市で当局の取締りが実施され

た際、警察と喧嘩し、「前科」を重ねたという話も聞いた。当然当時の在日は生活保護も受けられ

ず、民団に通ったこともあったが、そこで支援を受けられることもなく、生計を立てるために、鉄く

ず集めを行った。その後自分で運送業を始めるようになった。しかし一緒に働いていた合い方がお金

を持ち逃げたことから運送業がだめになった。またアボジも例に漏れず、戦前、協和会手帳を持って

いたが、色々ある中で感情的になり燃やしてしまった。炭坑で働いていた時に被ったけがの後遺症に

苦しみ体の痛みを和らげるために、酒に走り、アル中になってしまった。（後述するが、この理由だ

けで酒に走ったとも言えない。）酒のせいで家庭で暴力を振るうようになり、家庭が大きく荒れすさ

んだ。アボジは 1981 年、韓守さんが中学３年生の時に肝臓がんで亡くなった。 

 オモニは韓守さんにあまり過去の話をしたがらない。朝鮮戦争の時、裏山に逃げた話を聞いたくら

いである。アボジがなくなった時、「あの世にいったアボジにもっていくんだ。」といって当時まだ

残っていた昔の写真などをすべて燃やしてしまったほど、過去を振り返ることを拒んだ人である。オ

モニは今でも通名で暮らしている。 

 韓守さんにはアボジと前妻の間に生まれた娘４人の義姉がいるが、アボジの葬式以外で会ったこと

はない。１つ上の実姉がいるが、韓守さんが３歳の時、当時暮らしていた長屋の隣人の朝鮮人夫婦に

姉が養子として引き渡された。隣人にアボジがお酒をご馳走してもらっている時に、娘さんをくれな

いかという相談を受け、酒の勢いに任せてか、その時に一度その相談を承諾してしまった。 
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その後、アボジが不在の時、オモニが娘を隣人の養子にすることに同意する書面にサインをしてしま

い、姉が養子として引き取られることになった。アボジはそれに大変憤り、後に姉の親権をめぐり隣

人夫婦と裁判闘争を行った。結局アボジに前科が多いという理由で、姉の親権は戻ってくることがな

かった。娘とは法的制約から接触もできず、今では消息も分からない。先述でアボジがアル中であっ

た話を書いたが、娘を失った苦しみで酒に走ったのではないかということも韓守さんは思っている。 

実姉と生き別れた後、家族は鎌倉から静岡の長泉町に引っ越した。その後、韓守さんが高校生になっ

た頃、隣の三島市に引っ越す。小中高と日本学校に通った。高校は夜間学校に４年間通った。韓守さ

んは、高校卒業後 25 歳までは静岡で働いてお金を貯め、26 歳の時、夢であったゲームプランナーを

目指して専門学校に通うため上京し、以降今も東京で暮らしている。 

  アボジが通名で暮らしていたので、韓守さんも生まれてから通名で暮らしてきたが、33 歳の頃か

ら本名で暮らすようになった。KEY での学習がきっかけになったこと、日韓共催のワールドカップや

韓流ブームのおかげで日韓関係が近くなったことが本名で生きることを後押ししてくれた。 

 子供の頃、アボジがお酒に溺れ、母親に対しての行う暴力が絶えず、萎縮しながら暮らすことが普

通になり、他者とコミュニケーションが取れない性格となった。そのため小学校の時いじめられた。

中学に入った時、体を鍛えたくて柔道部に入ったが、ここでもいじめられた。しかし、当時仲が良か

った友達の誘いがあり、美術部に転部、それからいじめられなくなった。高校生になった頃から自分

の生きづらさはどこから来ているのか、自問するようになり、アルコール依存症や発達障害、アダル

トチルドレン、共依存といったことに問題意識を持つようになり、そういった分野の本を読むように

なった。その学習を通じて家庭内暴力が子供に及ぼす影響の大きさを知るようになった。そこから思

考を深め、自分の生きづらさや、アボジの言動の背景も理解できるようになった。アボジが徴用で日

本に来た責任は今の時代、日本にのみあると考えてはいけない、朴正熙政権の時、日本との条約を結

び、そのせいで個人補償ができないという法的根拠がある以上、韓国にも責任があるということを私

たちは知らないといけない、過去の過ちは日本と韓国両方が向き合わなければいけない問題であると

韓守さんは主張する。 

 韓守さんは、戦争という大きなこと、それが家庭へ大きな影響を与え、人個人の肉体や精神に大き

な影響を与えていると考えている。そういった考えから遠く離れた国で起こっている難民の問題や IS

のことなども自分が経てきた人格形成の過程と共通している部分があるはずで、すべてはつながって

いる問題として、遠く離れた地で起こっている問題についても、周りの人たちがどのようにそれに対

して手を差し伸べられるかということを考えなければいけないと思っている。 
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Ⅳ.「解放」70 年を考える・・・パネルトークイベント記録 

未来世代のための在日コリアン歴史プロジェクト―「解放」70 年-世代をつなぐ在日コリアンパネ

ルトーク― 

日時：２０１５年８月３０日（日） (13：30 開場)14：00～17:00  

場所：ドーンセンター（Dawn Center）（京阪天満橋駅近く）大会議室３ 

主催：在日コリアン青年連合（KEY） 後援：韓国学中央研究院  

 

【第一部：世代別テーマトーク】 

①在日コリアン一世・曺智絃
チョヂヒョン

氏  

1939 年済州島生まれ、1948 年に渡日。

猪飼野（生野）コリアタウンで幼少期を

過ごし、民族学校に通った後、京都薬科

大学で学んだ。その後、写真家として被

差別部落民たちの暮らしを撮影した『部

落』や、猪飼野の在日コリアンの生活風

景を収めた『猪飼野―追憶の 1960 年

代』(新幹社／2003)を発表。同時に古代

史研究家でもあり、全国各地の神社を歩

いて回り、『天日槍（あめのひぼこ）と

渡来人の足跡‐古代史写真紀行』(海島者／2005)も発表している。 

▼済州島と猪飼野の記憶  

私はおそらく植民地の生活を覚えている最後の世代であると思います。植民地下の国というのはどう

いうことかというとね、小学校 1 年で校門入るとね朝鮮語禁止なんですよ。これ違反すると教室に立た

されたり叩かれたりします。沖縄の友人から聞いたけど、沖縄から来た人も一緒です。方言をしゃべる

と罰せられる。これほど深刻なんです。そして 1948 年、ちょうど九つか十歳の時に大阪に来ました。当

時、済州島では大変な人民蜂起運動、四・三事件というのが起こるんです。身内がそれに少しでも関わ

っていると一族全部罰せられるわけですよ。そういう深刻な時代でした。そして、アボジが戦前から猪

飼野に住んでいましたのでそれを頼って姉と一緒に来たわけです。そして近くの御幸森朝鮮小学校（現

在の大阪朝鮮第四初級学校）に入ったんです。1949 年、一部残して民族学級が閉鎖されるんですよ、ア

メリカの命令でね。当時朝鮮戦争が 1950 年から始まりますけども、これに合わせて思想統制するわけで

すね。仕方なしに、小学校で言えば 4 年生ですね、ここから建国学園に行くんです。中立やということ

でね残されてるんです。小学校から高等学校までありますけどね、今も白頭学院として残ってます。当

時は学校として認められてなかったから定期券は学生では通らないんですよ。一般の高い定期券を買わ
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されてね。コリアタウンから通うとね、まず桃谷駅に行きます。そこで環状線に乗って天王寺まで行き

ます。天王寺で阪和線に乗り換えて、杉本町まで行くわけです。コリアタウンからざっと 1 時間かかり

ますね。8 時半の授業に間に合わせようと思うと 7 時半には起きて出ないといかんわけですよ。そして、

朝ごはんを食べ、弁当を持っていくとなるとね。6 時半には起きないと間に合わない。なんなら当時は今

のように捻ったら、ガスがつく時代じゃなくて、釜戸で薪で焚いとったんです。火おこすだけでも 10 分

かかる。そんな時代でした。 

建国学園も長くいられなくて、父親の仕事の関係上、中学 3 年から広島に移ります。ここ行くとね、

広島のど真ん中の在日部落でしたけども、学校のおかげでね広島一の進学校に入れたんですよ。ところ

が行くとね学力がついていかない。これじゃいかんと思ってねそれまでほとんど運動ばっかりやってろ

くに勉強してませんでしたけども、夏休みの間頑張りましてね、なんとかついていくようになりまし

た。そしたらね、高校 1 年でまた大阪に戻ったんですよ。そのあとは日本の学校へ行きましたけどね、

だからある程度言葉も出来ます。そして日本の高等学校卒業して大学は京都薬科大学に行きました。し

かし就職がないんですよ、在日では当時は。今はだいぶ違いますけどね。先輩も苦労して大学出て就職

がないからね、白タクの運転手してみたりそんなんが現実でした。 

▼写真と古代朝鮮史との出会い 

当時 1960 年くらいにね。土門拳さんの『筑豊のこどもたち』という有名な世界的な写真集が出るんで

すよ。それ見てね衝撃受けましたね。そこに写った子供たちの表情、自分が体験した猪飼野の生活とね

(重なった)。大学途中でね、どうせ就職がない同じ苦労するなら好きな道を選ぼうと思って写真学校に入

りました。なんとか今日まで写真家として格好ついてますけどね、非常に厳しい時代でしたね。当時、

普通は報道プロカメラマンになるには、新聞社の写真部に入ることやったんですね。しかしね、どの新

聞社の募集見ても日本国籍に限ると書いてるんです。日本国籍しか受けさせてくれなかった。そして、

大学を辞めて写真を勉強しながら、1965 年くらいからちょこちょこ猪飼野の記録を始めたんです。その

時はね、作品で発表する意識はなかったですね。とにかく自分の生い立ち、自分のルーツのひとつであ

る猪飼野を撮りたい、撮っておきたい。自然と足が向きましたね。当時はね南北の対立が多くて激しく

て、行ってカメラ向けるとね「お前は総連か？民団か？どっちや」とかね。1968 年くらいにね、「日本

の中の朝鮮文化」という学術誌が出るんですよ。これは亡くなった金達寿さん、司馬遼太郎さん、京都

の高麗美術館を創建した鄭詔文さん、今現役で残ってるのは上田正昭さんです。当時冊子が出るとね、

フィールドワークに行ってたんですよ。68 年頃も行きましてね。そこで初めて上田正昭先生に出会った

んです。当時、先生は京都大学の歴史学の教授でしたけどね、それからいろいろ個人的に質問したり、

歴史のことを随分教えていただきました。結果として、『渡来人の足跡』という写真集になって先生が

序文を書いてくれてますけどね。それを通じて、歴史問題、古代から始まって現代までの歴史認識の問

題をぼちぼち勉強することなりました。そこで今日は、5 月にね歴史研究会で発表したレジュメを重要な

ところだけ述べさせてもらいます。 

▼日本の歴史問題の起原 
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私は韓国済州島の記憶と猪飼野の生活体験が原点であり、そこから日頃考えている歴史問題について

問題提起します。日本はいつから朝鮮を侵略し植民地支配しようとしたと思います？江戸時代から始ま

ってるんですよ。古くは本居宣長という有名な学者がいますが、今からざっと 300 年前、その時代から

始まってるんです。政策としてやったのが吉田松陰なんです。NHK で「花燃ゆ」歴史ドラマやってるで

しょ。あれは妹が主人公ですが吉田松陰が出てましたよね。この時代にね、侵略者、差別者である人が

日本にとっては偉大な思想家であり、教育者になってるんですよ。吉田松陰もそうやけど、福沢諭吉も

その代表ですね。日本にとって偉大な人でも、我々朝鮮民族にとっては敵である人が多いんです。それ

をまず覚えてほしい。資料を見てください。吉田松陰『幽囚録』1854 年と書いてあります。これを参考

にしたいと思います。 

「朝鮮と満州は相連なって日本の西北にあり。いずれも海を隔てているだけで近い。そして、朝鮮の如

きは古くは我が国に臣属していたが、」ここちょっと印をつけといてください。「今はやや高ぶったと

ころがある。その現状を十分明らかにして、もとのようにもどす必要がある。」ここもしるしつけて下

さい。「（中略）。今急いで軍備を固め軍艦や大砲をほぼ揃えたならば、蝦夷の地（蝦夷の地、北海道

ですね。）を開墾して諸大名に封じ、隙に乗じてはカムチャッカ、オホーツク（これシベリアです。）

を奪い取り、琉球をも諭して内地の諸侯同様に参勤させ、合同させなければならない。また、朝鮮を促

して昔同様に（重要ですから印つけて下さい）貢納させ、北は満州の地を割り取り、南は台湾、ルソ

ン、（フィリッピン）の諸島をわが手におさめ漸に進取の勢いを示すべきである」これが皇国史観に基

づく征韓論者のアジアをも含む侵略思想の始まりである。約 60 年先の韓国併合（1910）80 年先の満州

建国、フィリッピン支配まで予言している。「朝鮮をもとのようにもどす」とはどういうことか。東ア

ジア全域を支配する帝国主義国家となった日本の野望を幕末に早くも予言していた。神話が侵略思想に

化けた。（資料終わり） 

重要なところは吉田松陰の弟子たちが明治維新を起こしたことです。明治維新の偉い政治家たちは

ね、ほとんど吉田松陰の門下生です。また朝鮮の初代統監になった伊藤博文ですね。運動家の安重根に

暗殺されますけどね。吉田松陰の説は何を根拠に言ってると思います？神功皇后の三韓征伐です。次の

資料を見てください。（資料）「明治維新とは何だったのか」「神功皇后の三韓征伐と明治維新」＜吉

田松陰と征韓論＞・・・中略（日本書紀の引用と解説）・・・ 

そしてこのあとね、日清戦争、日露戦争続いてね、だんだんと朝鮮は日本の植民地になります。日本

人のほとんどは、歴史を何で学び、どこからイメージするかというとね、ドラマなんですよ。本が好き

な人は小説ですね。特に司馬遼太郎さんの「坂の上の雲」はベストセラーです。これを読んで勉強して

るんです。しかしね、司馬遼太郎さんという方は非常に進歩的な面もある反面、いわゆる歴史観につい

ては我々は相いれません。司馬遼太郎さんは韓国についてどう書いたか。「そろそろ、戦争の原因にふ

れねばならない。原因は朝鮮にある。といっても、韓国や韓国人に罪があるわけではなく、罪があると

すれば、朝鮮という地理的存在である。」（『坂の上の雲』第 2 巻 P48）。要するに侵略した日本に責

任はなく、むしろ侵略された韓国の「地理的存在」の位置に原因があるという。日本にとって朝鮮の地
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理上の位置が悪いから日本が侵略しても悪くないというんです。時間がないようなのでここで終わりま

すが、日本の歴史問題の起源をお話しさせてもらいました。こうしたことをぜひ知ってください。 

  

②在日コリアン二世・文京洙
ムンギョンス

氏  

1950 年生まれ、東京の在日コリアン集住地

域である三河島で幼少期を過ごす。1970 年

代には韓国の民主化や統一運動に、学生時

代関わり、その後大学で、朝鮮半島の近現

代史、政治運動の研究。地域や民衆の視点

での済州島四・三事件を研究、さらに韓国

の市民運動の研究、在日朝鮮人運動につい

て等幅広く研究を続けている。 

▼曖昧にされる植民地支配責任 

 文京洙と申します、よろしくお願いします。二世として、あまり自分の生活について語ったこと

はないんですけれども、最近たまたま韓国の『実践文学』というところから依頼があって、やっぱ

り解放７０年ということでいろんな振り返りをしたいということで、在日について二世の立場で僕

の個人史も交えながら書いて欲しいということでしたので、たまたま文章を書いています。その日

本語版がこの資料の中にも載っていますので、それを参考にしながら聞いていただければと思いま

す。曺智鉉先生がかなり深いところで歴史の話をしていただきましたので、私もまず歴史のところ

から話をさせていただこうと思います。第二部でも話題になると思いますけど、先日戦後７０年の

安倍談話がありました。これをどう評価するのかでいろいろ議論がありますけど、私はやはり今日

曺智鉉先生が話されたところが非常に重要だと思います。と言うのは、やはりあらためて日本と韓

国朝鮮、中国とはまた違うと思いますけど、日本と朝鮮の歴史認識というか、もっと一般的に言う

と歴史感覚というふう言っていいと思いますけど、そのギャップの深さがあらためて露呈したんじ

ゃないかというふうに思っています。と言うのはその前からいうと、いろんな方が１９９５年の村

山談話と対比して今回の安倍談話について所見を出されています。まあ安倍談話そのものの中で

は、これまでの歴代政権の歴史認識を継承するという言い方をされていますけれど、現実的にはか

なり後退している、間接的な表現をしているということで批判がありますけれども、それだけじゃ

なくて基本的には報道されていますように安倍談話に先立って有識者会議というのがあって、そこ

で方針があってそれに基づいて歴史承認がある。満州事変とか、それに先立つ世界恐慌ですとか、

1930 年代以降の日本の政策というのは間違っていた、侵略をやったということは言っているんです

けれど、植民地支配についてほとんど言ってないんですね。１９１０年韓国併合があります、そし

て今曺智鉉先生が反対しましたように、１８８６年に日朝修好条規、江華島条約があるわけです

ね。韓国・朝鮮の立場からするとそこから侵略が始まっているということなんですけど、今回はか

なり明確に植民地支配の問題と３０年代以降の侵略戦争というのを区別して、３０年代以降の侵略

戦争は悪かったけれども、植民地支配について非常に曖昧なままになっているということです。こ
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れは実を言うと村山談話も曖昧だったんです。村山談話というのはかなり明確に植民地支配と侵略

戦争について、あえて一点の曇りもないような仕方で謝罪をしています。ただしその文章の中で日

本の政府が、国策を誤って侵略戦争に突入した、となっています。今、手元に資料がないので明確

にきちっとした文でお話できないですけど、実際、国際法を誤って、という言い方をされていま

す。でそのあと記者会見で記者が質問しています、いつから日本は国際法を誤ったのか？というこ

とに対して、それについては曖昧にしておきましょう、と言っています、明確に答えていません。

だから村山さん自身も日韓併合条約についても、あれは不当だったけれども合法的だった、という

言い方を素直に記者会見で言っています。ですから植民地支配についての認識は村山さんでさえそ

うだったし、そのへんのことを村山さんは曖昧にしておこう、日韓関係だとか日朝関係を考えると

曖昧にしといた方が良いんだという判断だったと思います。ところが今回はかなりそれを明確に浮

き彫りにしているということです。はっきりと植民地支配はある意味ではもうこれはやむを得な

い、正しかったということがはっきり浮き彫りにされているということです。それは相当根が深

い、ということです。今日「坂の上の雲」の話がありましたけど、要するに日本の近代というのを

どう考えるか、とりわけ明治維新から日清・日露までの時代、つまり日本が韓国を併合して植民地

支配にする時代までの日本のあり方については、これはある種の声、日本の声、リベラルな識層も

含めてですけれども、日本の中に非常に根深い国民的な合意があります。あの時代は日本はよくや

った、ということです。日本はがんばった、というそういう歴史認識の合意があります。こういう

話をするとまた長くなるんですけれども、このグローバリゼイションの時代にそれぞれの国民の民

族だとかアイデンティティを得られにくいなかで、やはりその時代のことを取り上げたものを NHK

がやるわけです、今日記者が来ていらっしゃいますけれども。例えば『坂の上の雲』は NHK が総力

をかけて３年間に渡って描いたわけですね。で司馬遼太郎さんはこの『坂の上の雲』については映

画化だとかテレビ化はしないように、というふうに考えていたと私は聞いています。だから日清・

日露までの日本のあり方についての司馬さんの評価に、司馬さん自身が忸怩たる思いを感じてたと

いうふうに思います。でいずれにしてもこの辺の植民地支配までにいたる、あの３０年代以降の侵

略戦争を正当化するという、歴史修正主義の荒唐無稽の議論ではそういう議論をしますけど、これ

は国民的にはもう間違っていたというふうに皆思っているんですけども、ただし明治維新から日朝

修好条規を経て日清・日露、それから１９１０年の韓国併合に至る時期についての歴史、これは一

番象徴的には安重根（アンジュングン）と尹奉吉（ユンボンギル）に対する国民の歴史感覚という

か、それに象徴されているのですが、相当根が深くて、その根深いところが今回の安倍談話の中で

いみじくも露わになった、という風に私は考えています。だからこの後を考えると大変な歴史の議

論を、金額も含めてやっていかなきゃいけないというふうに思っています。 

▼「中途半端」という二世の特徴 

先ほど紹介していただいたように私は５０年生まれです。もうすぐ６５歳で、もう定年になる歳にな

っています。二世で一番多いのはいわゆる団塊の世代というふうに言われていて、１９４６年から４９

年に生まれた世代ですね、戦後ベビーブームに生まれた世代が、やっぱり在日の中でも非常に多くて。

二世と言うと皆さんどんなイメージを持っているのか、非常に多様だと思いますけれども、大体４５年

から５０年代に生まれた人たち、まあちょっと６０年代に生まれた人もいますけれども。ただ、皆さん

どう思われているかわかりませんけれども、戦前朝鮮人の日本への渡航というのは１９２０年代から本
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格化してきまして、３０年には大体３万人、４０年代になると１００万人ぐらいの人が日本に住んでい

ます。３０年代の日本にみんな家族で住んでるんですね。それぞれの地域のコミュニティに、大阪です

と鶴橋ですとか、私は東京の三河島という、これは鶴橋ほどではないですけどやはり済州島出身者のコ

ミュニティがあってそこで育ってます。そういうコミュニティを作りながら家族で３０年代の日本社会

に定着していて、もうすでに３０年代で二世が３０万人ぐらいいます。だから二世でも戦前生まれの二

世、例えば、ここにいらっしゃる方は若い人が多いのでこういう名前出してもわからないと思いますけ

ど、李恢成（イ・フェソン）さんという在日で芥川賞を取った有名な小説家がいらっしゃいます、歴史

家では姜徳相（カンドクサン）先生とですとか、この辺が大体、曺智鉉先生も３０年代生まれですけど

ただ韓国からいらして一世ということですけれども、この時代３０年代に多くの人たちが生まれていま

す。そういう一世と、それから５０年代の私たちの世代の二世ですね。それから一番若い時で６０年代

の二世というふうになっていくんじゃないかと思います。まあそれぞれ、感覚ですとか、それから民族

的な感性ですとか、言葉が出来る出来ないってことで言うと、非常に多様ですけど、ただ強いて言う

と、その二世に共通する、三世四世にももちろん共通することでしょうけれども、要するに中途半端だ

ということですね、二世っていうのは。簡単に言うと、韓国人でもないし朝鮮人でもないし日本人でも

ない。逆に言うと朝鮮人でもあるし日本人でもあるということです。昔、現在差別用語になってあまり

言わないですけども『チョッパリ』という日本人を貶める言葉がありました。在日のことは『パンチョ

ッパリ』という言い方をしています。『パンチョッパリ』っていう言い方、知らないっていう方はいま

すか？まあ大体わかりますよね。そういうふうに言われてました。要するに、これは三世四世でもある

意味でそうですけども、二世っていうのは家庭の中では一世が、民族そのものなわけなんですね。その

中に、日本の教育だとか日本の友達関係だとか日本の環境の中で育っている二世がいるっていうこと

で、そのギャップは非常に大きくて、中途半端さ加減っていうのが一番ひどいのが二世だ、というふう

に言うことができると思います。もちろんこれは色んな濃淡があります。言葉もほとんど一世と同じく

らい出来るし、歴史のことも朝鮮のこともよく知ってる、ここにちょっと書きましたけれど朝鮮語で会

話ができる、戦前の二世はそういうことはありませんでした。先ほど曺先生が紹介されましたけど言葉

そのものが、教育の中、生活の中で否定されていたということがありますし、朝鮮語を話す二世は相当

少ないということがありました。まあ強いて言うと、そういう中途半端なのが二世の特徴だったという

ふうに言えると思います。 

▼50〜60 年代；民族の時代 

 ５０年代から戦後から、７０年代までの時期というのは、７０年代日本でも市民社会が成長しますし

民主主義が根付いてくるという点がありますけれども、ただ民族ってことで言うとほとんど変わらな

い、戦後の四半世紀維持されていたということがあります。いい意味でも悪い意味でも、東アジア、民

族の時代です。人間一人ひとりの解放が民族の解放、民族の解放があってこそ自分たち一人ひとりが解

放されるんだということが支配していた時代です。でこの時代っていうのは、要するに民族的に中途半

端だっていうことは人間としても至らない、というふうに捉えられるわけですね。だから『パンチョッ

パリ』というような言葉が言われるということです。５０年代から６０年代にかけて、民団も本国志向
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ですし、それから朝鮮総連が１９５５年に誕生しています。その時期までは日本共産党と一緒に、本国

の統一も目指しますけども、日本の革命、日本の民主化、日本の天皇制打倒の為に戦っていたりして、

そこから在日運動への路線変更というのがあって朝鮮総連が結成されます。朝鮮人運動が主体性を回復

した、というふうに言われている。要するにこれは、まあこれは色んな経緯がありますけれど、戦後の

日本っていうのは在日朝鮮人の日本国籍を剥奪します。これは剥奪されたという意識はそんなに朝鮮人

側にはなかったんですけど、一律に日本国籍を喪失するという政策をとります。つまり外国人と見なし

たわけですね。それに対して、朝鮮人自身も自らを外国人として律した、というのがこの５０年代の歴

史です。ですから在日二世も、その中途半端な自分というのも否定しなきゃいけない、自分の存在とい

うのをを否定しなきゃいけない、だから帰化をして日本人になる場合も、これは日本人以上に日本人ら

しく生活をする、名前もそうだし生活習慣もそうだし、そういうことを強いられる。で本国に向かう民

主化ですとか統一運動に組織運動に参加するという場合も、今度は逆に言うと、韓国にいる人たちより

も韓国人らしく言葉を喋る、朝鮮人らしく言葉喋って歴史を覚えて、まごうことなき民族としての主体

性を回復するということが求められる、そういう時代でした。これが良いとか悪いとかでなく、ある意

味では民族という帰属意識を明確にした点で言うと、真っ当な時代であった、というふうに言えますけ

れども、二世の立場から言うと、二世というのは少し難しい言い方で言うと、民族とか国民とかってい

う枠組みではなかなか割り切れない律しきれない、そういう存在なわけですね。そういう存在が民族と

か国民とかいう枠の中に囲い込まれていく、あるいは切り捨てられていったり、そういう時代が５０年

代６０年代だったというふうに思います。 

▼一枚岩の 70年代から多様化しかけた 90年代へ 

７０年代になると市民社会が成長して、在日の中からも、その民族ということで言うと、例えば私は

朝鮮学校を出ていまして、三河島の朝鮮学校で小学校から民族教育を受けています。大学は朝鮮大学に

は行っていませんけど。で二世の場合は、どうしても朝鮮学校、それから民族教育を受けて民族的に生

きていくという人たちが目指すわけですけど、ただそれでもその時代、朝鮮学校に行ったのは３万人か

ら４万人くらいになりますけど全体としては四分の一とか三分の一ぐらいです、半数以上は日本の学校

で。済州島出身の人たちは集住地域でみんな固まって住みますけど、他の地域の人たちは大体結構バラ

バラに散らばっていて、囲まれて差別に耐えながら日本人になりすまして生きるっていう事が多かった

時代ですね。で７０年代になるとそういうところからむしろ、民族運動の分面ではなくて、７０年代以

降でいうとそういうふうに暮らしてきた人たち、二世三世が、結婚をして就職をしてそれから地域社会

で子育て、自分の子どもを育てなくちゃいけないっていう場面に直面すると、地域社会を多少なりとも

良くしていきたいという志向が現れてくる。で地域を中心とした権益意欲運動というのが大体７０年代

から上がってきます。私たちは民族運動の方でした。だから７０年代、学校でも祖国統一だとか韓国の

民主化だとか、ちょうど７２年には、私が大学にいた頃ですけど、韓国で維新体制が成立します。軍部

中心の政権で、有権者から選挙権を奪うようなそういう体制が成立します。ある意味で二世はその軍事

政権とどう向き合うか、が問われた時代なわけですね。そういう中で私は大学では統一だとか民主化だ

とか、やはり民族の時代の文脈にいて民族らしくいなきゃいけない、というふうに考えていました。だ
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からかなり無理をして背伸びをして生きていた時代が７０年代だったのではないか、というふうに思っ

ています。 

 そういう時代を経て８０年代に入っていくわけですね。８０年代っていうのは世界的な冷戦の崩壊で

す。それからグローバル化が進む時代です。みなさんちょっと想像できないでしょうけれど、日本も韓

国もそうでしょうけど、７０年代までの日本というのは本当に一枚岩でした。一枚岩の世界です。これ

は敗戦直後以上に日本人が中産層として一元的な生活をしてる時代、みんな同じような生活をしてみん

な同じような意識を持って、と言われた時代が７０年代です。『一民族一国家』が一番頂点にあったの

は７０年代じゃないか、と私は思ってます。５０年代はもっと多様です、貧しい人たち階層的に見ると

多様で、生活も田舎と都会ではぜんぜん違う生活をしているという時代でしたけども、７０年代になる

とそれが一元化されてきて、みんな同じような生活、同じような意識を、『一億総中産化』言われまし

たけど、そういう時代が７０年代です。でまあ地域の運動ですとか市民社会、民主化運動も活発でした

けど、ただ在日について異質な他者を地域社会の中で迎え入れるという意識は、７０年代の日本では成

長していません。 

ところが８０年代以降、これは８０年代後半以降ですけども、ちょっと難しく言いますけど日本社会

が多元化していきます。いわゆる多民族共生ということがいろいろな自治体で研究されていますし、現

在は大阪市にて在日の職員、国籍条項が撤廃されていますけれども、９０年代に入ると川崎市が先がけ

て国籍条項を撤廃し、全国の政令都市を中心に地方公務員における多様性が認められるようになり、就

職差別もだいぶ良くなってきます。開けてきて、日本人の生活の中にアジア系の外国人が日常同伴者と

して入ってくるという状況の中で、日本人の意識も開かれていきます。開かれていく、ここもまた難し

く言うと、日本人の他者認識が大きく変わっていって、変わっていくにつれて、ここもまた別の背景が

ありますけれど、日本人の戦争の加害者、侵略戦争の加害者の認識も７０年代８０年代高まっていく。

そういう日本社会の変化の頂点が９０年代の半ばぐらいですね。国民の加害者認識が全体として共有さ

れるピークが村山談話です。でただ、そういうふうに日本が戦争加害者、侵略戦争の加害者として認識

が高まってくるということは、ここで最後歴史の問題に帰っていくんですけど、日本の近代そのものが

否定されるわけですね、植民地支配を否定するということは。日本の明治維新以降の近代そのものが否

定される。で近代を否定するということは日本人のアイデンティティの核心が揺らぐということです。 

▼反動と「闘わなきゃいけない」現況 

これについての反動、バッククラッシュが９０年代半ばから後半にかけて起こっていく。でそれが現

在、これはまあある意味ではバッククラッシュのピークだと思いますけど、９０年代に達成した日本の

歴史認識の反省を掻き消して余りあるほどの大きなものが、現在の２０１０年代の日本に起こってきて

いますし、そういう動きの反映として一番最初述べたような安倍談話があるんじゃないか、と思ってい

ます。そういう状況の中で、在日がどう生きるか、二世三世四世がどう生きるか、ということで言う

と、私は市民派だとか穏健派だとかよく言われていて、あまり手を上げて戦おうとかなんとか声明は言

わないものなのですけど、やっぱり闘わなきゃいけない、というのが結論です。もうどうしようもない

です、この現在の状況でいうと。私は非常に不安です。私はもう定年ですからいいですけど、私も子ど
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もがいますが、これから家族を作って子どもを育てる、とりわけ子どもをどう育てればいいかというこ

とは非常に不安だと思います。今日一番最初の話でありましたけど、９０年代００年代、韓流だとか日

本社会がそう開かれた時代は大学でも、在日の子、韓国からの留学生、日本人の子も、別にその出自を

意識しなくても、民族だなんだと肩肘張らなくても、自然に友達と付き合える環境がありました。現在

は大学にはありません、そういう環境はない。やはり在日の二世はちょっと肩肘張って民族、民族と言

わなきゃいけないところがあって、戦うことが求められている。手前味噌になりますけど、今ちょうど

出たばかりで、こういう雑誌が発刊されます、私も編集委員で参加しています。このタイトルを『抗

路』というふうに、こういう名前を今在日が、共生だとか共存だとかもっと柔らかいタイトルをつけた

いところなんですけども、現在の状況を反映するとこういう名前で、在日のアイデンティティだとか、

それから在日の生き方だとか、在日の本国に繋がり得るのか、ということを議論しなければいけない状

況にあるんじゃないかというふうに思っています。とりあえず以上です。 

 

③在日コリアン三世・李玲淳
リリョンスン

氏  

１９８２年大阪生まれで、高校まで朝

鮮学校、日本の大学を卒業してから就

職。２００７年から KEY スタッフとし

ての活動を開始。現在は KEY 兵庫代

表。 

▼朝鮮学校と在日コリアンコミュニテ

ィ 

皆さん、アンニョンハシムニッカ？

KEY から李玲淳と申します。今回、

日々執筆活動や研究活動をされている

方と並んでこういう場に立つということで激しくビビっております。私自身は、KEY スタッフと紹介され

ましたが、一週間の生活の半分以上は会社員ということで、お二方のように執筆や研究活動を行ってい

ないこともあり、自分の経験から考えたことや感じたことをお話したいな、と思っています。こういっ

た場で自分の話をするという事にも恐れおののいていますが、お付き合いいただければと思います。 

 まず KEY では紹介にもありましたように、歴史資料キャンペーンを昨年行いまして、一世の当時の写

真を中心に貴重な資料や証言を集めることができました。私はと言うと、そういった資料は周りにはな

くて、父方の祖父母について関わった記憶もありません。母方の祖父母についても昔の話を聞くことも

なく他界されたので、自らのハラボジハルモニについてはできる話が少ないです。あとはチェサにも行

ったことはありませんし、今はお墓参りも行かなくなりました。自己紹介をもう少しさせていただきま

すと、在日コリアン三世で生まれまして国籍は韓国です。大阪府の池田市で育ちまして、池田市には朝

鮮学校はなかったのですが両親の意向で隣にある伊丹市の朝鮮学校に通っていました。その時は池田市
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と伊丹市は隣なので車でも２０分ぐらいで行けるのですが、スクールバスでいろんな所を、山の方を経

由して学校に行くので、一時間半近くスクールバスに揺られて通学していました。私の場合は母方の親

戚はほとんど朝鮮学校出身者で、付き合いのある在日コリアンといえば朝鮮学校の出身者もしくは在学

中の人たちでした。そして大学は日本の私立大学に進学しまして、民族名いわゆる本名、李玲淳を名乗

って通学し始めます。私にとってそのような環境は当たり前であって、在日コリアンイコール朝鮮学校

というぐらいに極端に思っていました。危なかったな、というところです。その価値観が大学生になっ

たと同時に覆ります。私は大学生の時から在日コリアン活動をし始めるんですが、そこで出会った人た

ちがほとんどが日本の教育を受けていまして、半分以上は日本名、通名を名乗って通学している人たち

でした。私のような朝鮮学校出身だとか民族名を名乗る人は少なくて、在日コリアンの中でも少数派に

なってしまいます。周りからすれば珍しい存在と思われていたかもしれません。例えば学生の頃みんな

でボーリングに行こうということになって、学割を使いたいので学生証を見せますよね、で私は『り・

りょんすん』と書かれた学生証を提示しますのでそれを見た人が、普段も『りょんすん』って名前使っ

ているの？とすごく珍しく聞いてきた経験があります。その一方で私は日本名が記された学生証が珍し

く思えた、という経験があります。それは私にとってカルチャーショックを受けた経験なんですけど、

そういう経験はもっと前からあったな、と記憶しています。先ほど母方の親戚は朝鮮学校出身者がほと

んどとお話しましたが、父方の親戚は日本の学校出身者ばかりでして、母方の親戚よりも会うことが少

なかったです。父方の親戚の場にも数少ないながら集まる機会もあったのですが、本名を名乗る私は浮

いた存在でしたね。で私は同じ朝鮮半島にルーツを持つ親戚でありながらも、彼らのことをずっと日本

人と何故か思ってました。あと、朝鮮学校では夏休みに日本の学校に通う子どもたちを呼んでウリマ

ル、朝鮮語を勉強する機会を夏休み限定で作っていたんですね。そこで勉強する子たちの存在は知って

いたんですけど、朝鮮学校に通う子が在日コリアンと思っていたので、この人たちは何者だ？別人、と

思っていました。私自身は朝鮮学校以外の在日コリアンコミュニティ、現在の KEY 活動もそうですけど

も、そこに出会わなければ彼らの環境だとか、在日コリアンが生きている環境を正しく理解しないでい

たかもしれません。 

 在日コリアンのコミュニティ、KEY に関わることによって在日コリアンの多様化を見ることが出来まし

た。在日コリアンの多様化を語ることは難しいのですが、いわゆる本国志向、日本人としての同化志

向、在日志向の三つが９０年代まで一般的であったんじゃないかなと思います。現在はその三分の一で

はなくって、三つのうちの二つをミックスした生き方とか、三つの選択肢に収まらない生き方をする人

などの複数のパターンも出てきているんじゃないかと思います。例えばハングルを勉強する意欲はあっ

て韓国に留学はしたいけど、自分が在日コリアンという話になると、あまり触れないで、という人もい

るんじゃないでしょうか。今も在日コリアンについての議論された本はいろいろありますけども、現状

は通じなくなっているのかもしれません。ただ在日コリアンの歴史を繋ぐに当たって、当時の議論は貴

重な資料ですし、一世二世の歩みがあるからこそ三世四世の歩みがあるのだと思っています。 

▼民族名で呼ぶこと；在日コリアンであることを呼び覚ます 
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 朝鮮学校に行って良かったこと、について少し触れてみたいなと思いますが、多くの人たちは、一生

の友達に出会った、家族みたいな絆ができた、と言うんですけど、私はその話はここではせずに、在日

コリアンであることを肯定的に思えるようになった、と答えたいなと思います。現在、本名民族名を名

乗って、在日コリアンとして生きていることはやっぱり朝鮮学校での経験が原点になっていると思いま

す。 

もちろんそれが揺らぐこともありました。思い出すのが、新卒、転職での就職活動です。私は就職活

動にとても苦労しました。何枚も履歴書を書いては最初の印鑑を押そうと思ったらかすれたりにじんだ

り、でまた履歴書を書き直したりして、すごく右腕を酷使して不採用をいっぱいもらって、最終的には

ブラックな会社に内定をもらったのですけど。その時は自分が在日コリアンということは障害なのか

な、と思っていました。もちろん民族名を名乗って早期に就職を決めた人もいるので私が在日コリアン

であるということが不採用の絶対的な理由だとは思っていません。でも面接のたびに、日本で生まれた

んですか？母国語は話せるのですか？とか就職とは関係無いことを聞かれることに疲れました。なので

名前を日本名に変えて朝鮮学校の学歴も消した方がいいんじゃないかな、と思ったぐらいです。 

それでもコミュニティの活動に参加しまして、仲間を民族名で読んで、民族名で呼ばれて自分の立場

を見つめることで、私は在日コリアンだ、それは決して間違ってないんだ、と思えるようになりまし

た。そこには国籍だとか日々の生活スタイルは容易に変えられなくても、コミュニティには在日コリア

ンであることを感じられるようにする力があるんじゃないかなと思います。KEY ではハングル講座を週に

一回、月に一回ほど学習会を行って、不定期で飲み会や遊びに行くなどのイベントも行っています。す

べての活動に参加することができる人もいれば、仕事の都合でハングルを学ぶ時間が持てない人、そも

そも勉強が嫌いだから飲み会にしか来ない人、様々な参加スタイルがあります。KEY に参加する人が活動

を通して得るものは人それぞれですが、共通するのは民族名で呼び合うことです。全員が全員そうでは

ない傾向もあるのですが、できるだけ国籍に関係なく名前をハングル読みの民族名で声をかけるように

しています。大学生の時とかはその取り組みの影響で『本名宣言』をした先輩や同級生、後輩をよく見

ました。『本名宣言』といいますのは、今まで日本名を使ってきたけどこれからは民族名を名乗って生

きていくことの決意表明になります。在学中に本名宣言をすると学生証の名前を変える手続きを取りま

すし、本名宣言に至るまでは当事者はたくさん悩みます。名前を変えることで生活が不利にならんかな

とか、今までの友達に話して嫌われへんかなとか、そもそも何故名前を変えるのか、とか悩みつつ仲間

と話をしますし、私もそういった悩みを聞いたこともあります。民族名を名乗ることを目的として本名

宣言を推奨する部分もあるのですが、ハングルで読んだ名前が本名になりうるのか、と悩んだこともあ

ります。現在の在日コリアンの多くは、日本名の意味や画数、響きを前提に名前をつける親が多いと思

います。特に日本国籍であるとその前提がより強くなるんではないのでしょうか。 

そこにはなるべく歴史を見つめることが必要ではないかと思っていて、日本の植民地政策の一つに

『創氏改名』があります。むかし日本の某現役政治家が、朝鮮人が名前をくれ、と言ったのが始まり、

と言って物議を醸したことを覚えていらっしゃる人もいるかもしれないですけど、在日コリアンが積極

的に求めたという見方に対する反論もその時ありました。創氏改名って日本名を付与する制度とはちょ
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っと違うんですね。婚姻によって名字が変わる日本の『家』制度を利用することが主な狙いで、朝鮮人

の家制度を日本式に変えて、在日コリアンの『皇国臣民化』を計るのが狙いなんです。それは『創氏改

名』の『創氏』の部分で義務だったんですけど、日本名を付与する『改名』の部分を有料の手続きとな

っていて、日本としては日本人と在日コリアンを区別をつけられないという理由で反対の意見もあった

んです。実際、創氏は義務だったんですが改名は任意であって、手続きを行ったのは９.７％という資料

を見ました。植民地支配から解放された後に、日本に停留することを選んだ在日コリアンは日本社会の

差別や不利益な取り扱いを避けるべく、生まれてくる子どもにも日本名をつけるようになってきた、と

言われています。私の名前は民族名の要素が強いのですが、そういった人も少なくないということも付

け加えておきます。一世や二世の在日コリアンにおいては差別回避の日本名となっていたと思うのです

が、だんだん日本名を選択するのが深い理由もなく自然な流れとなってきていると判断していいと思い

ます。 

 最近は本名宣言は減ってきているのではないかと思いますし、本名宣言を話す機会も減ってきまし

た。要因としては民族名を本名としない在日コリアン、日本国籍の在日コリアンが増えてきたことが多

いと思います。授かった日本名をハングルで読んだ場合、本名と思わない人も増えているのでは、と思

います。それは自然な流れとも言えますが、その流れを遡れば植民地政策に行き着くと思います。ただ

日本政府はその歴史を無視した外国人政策を取ろうとしています。外国人登録証が廃止されまして特別

永住者証明書に徐々に切り替えを行っているところと思いますが、在留カード、そして来年施行予定の

マイナンバー通知カードには日本名は記載されません、これは先日市役所において確認しました。今ま

での外国人登録証には、本名・民族名と日本名を一緒に載せていたんですけど、それが出来なくなりま

す。韓国・朝鮮籍の在日コリアンが民族名を名乗る良い機会と言いますけど、半分以上が日本名を名乗

っている現状と背景が考慮されていない、歴史認識の欠けている部分のひとつではないかなと思いま

す。最近では、KEY のメンバーでも民族名を好んで名乗る人もいます。それは本名宣言というほどではな

いものの民族名を自ら使っているのは嬉しく思いますので、民族名は自分が在日コリアンであることを

呼び覚ます一歩となりえる、エンパワメントの手段になっていると私は思っています。 

▼「在日コリアンですが、何か？」；萎縮して生きないためのエンパワメント 

 私はコミュニティの存在意義が語られるのは、参加したメンバーがコミュニティを出た後だと思って

います。KEY は青年団体なので青年期間限定の活動です。また結婚や出産、転職といったきっかけで KEY

を離れる人もいますし、残念ながら消極的な理由で来なくなる人たちもいますが、私はその人たちが KEY

で学んだことを少しでも活かしてほしいなと思います。それは KEY に限らず他の在日コリアンコミュニ

ティであってもそうです。現在はハングル講座に来る人も多いので習い事の場になっていたり、友達を

作る場所、それはそれでもちろん良いことなんですけれども、せっかく活動に参加したので活動したこ

とは心に残って欲しいし、在日コリアンである自分を生きていてほしいと思います。その為には KEY が

日々取り組んでいる在日コリアン青年のエンパワメント、力を与える活動をもっと活発に展開していき

たいなと思います。こういったコミュニティに参加している在日コリアンは全体の半分以下だと思うん

ですね。コミュニティに参加したくない、時間がない、遠方で参加できないなどの事情があると思いま
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すし、コミュニティの存在すら知らない人もいるんじゃないでしょうか。その人たちが日常でどんなエ

ンパワメントをしているのかわかりませんが、できればすべての在日コリアンがエンパワメントされ

て、在日コリアンとして堂々と生きるようになったら良い、と思っています。そんなの無理やろ、と言

う人もいるかも知れませんが、私が胸の中で留めることは自由です、言ってしまいましたが。萎縮して

生きる必要はないし、在日コリアンで何が悪い、レジュメにも書きましたが在日コリアンですが何か？

という感じです。私が活動に参加して十数年経ちますが、在日コリアンであることに一歩引いてしまう

きっかけとなる日本社会の風潮は変わっていません。それならエンパワメントを先んじて行うのが良い

かな、というところです。在日コリアンが他の定住外国人と違うのは歴史性を持つことです。そこが時

にしんどくなることもありますが、歴史を学ぶことは自らの両親、祖父母につながることが出来ます。

在日コリアンを名乗る人がいなくなりますと、在日の歴史を継承することも難しくなっていきます。一

世や二世の歴史を記録して、私たち三世、四世、そして五世と続きますが、その道を記録することで在

日の世代をつなぐことは、可能性を広げいくことではないでしょうか。それをすることで、共に生きる

日本人だとか定住外国人、そして韓国社会へ在日コリアンを確実に伝えられたら、と思います。 

 

【第二部：世代をつなぐパネルトーク】 

———————第二部からは、私(李明哲)がコーディネーターとして進行させていただきます。まずは第

一部の内容を簡単に振り返らせていただきます。 

まず、一世の曺智鉉先生のお話では、はじめ写真家として学ばれるきっかけとなった写真との出会い

がありますけれども、そのあと、自分のルーツがある地域の歴史を残さないといけないと思った。そこ

に自然と足が運ばれ、自然とそうするべきだと思われたという話がありました。その後、写真家として

活動しながら、歴史認識の問題に興味を持たれ、古代史が潜在的に持っている問題性、古代史から続く

朝鮮蔑視の歴史観というものを勉強されたというお話だったかと思います。次に、二世の文京洙先生

は、ずっと運動史の中で変遷してきた自分の民族性、「日本人より日本人にならないといけない、韓国

人より韓国人にならないといけない」という当時の時代背景によって、アイデンティティを悩まされた

二世の特徴的なお話でした。また、歴史認識というものがその時代状況によって変わり、一時期 90 年代

は日本社会が寛容になったように見えた。しかし、歴史認識の問題はつまり、日本の人からしたら「近

代そのものの否定」ということを引き受けなければならないため、反動勢力が出てきて、また歴史認識

問題として考えなければ行けない、そして闘わなければいけないということも語られました。  

三世の李玲淳さんからのお話は、アイデンティティの問題から始まり、自らの名前の捉え方や朝鮮学

校での生活だったり、そういうものを就職など自分の人生の中で、どのように扱っていけばいいか、考

えて行けばいいかということをコミュニティを通して考えていったということでした。その中で、多様

化していく自分の後輩、ともだちを見ながら未だ日本社会はその多様化に伴ったような寛容性は持って

いないのではないか。だからこそ、歴史というものをもっと継承して、自信を持って、「在日コリアン

ですけど、何か？」と言えるようなものを目指すべきだという話だったかと思います。 
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ここまで、それぞれの世代の御三方の話を聞いていて、「歴史」というものが、政治的な歴史認識問

題と、自分のアイデンティティ、これらのなかで行ったり来たりする、または媒介する、というような

印象を受けました。そこで、改めて問いを立てるとするならば、私たち在日コリアンが世代を問わず、

今の右傾化していく日本社会が過去の歴史と向き合うには、どのようなことが必要なのか？歴史認識問

題に立ち向かうためにどうすべきか？この点をお話ししていただきたいと思います。 

 

▼歴史認識問題に立ち向かうためにどうすべきか？ 

李玲淳： 

感覚でのお話でしか、うまく言えないですが。まず、朝鮮学校での歴史教育経験のお話を少しします

と、植民地政策はもちろん習いましたし、悪いことであると知りました。ある先生は、もし道端で日本

人に「お前、朝鮮帰れ」と言われたら、「お前らが連れてきたんや」と言い返せと、言われたりしまし

た。あとは北朝鮮の拉致事件に関しては、「そんなことない」と勉強しましたので、拉致が明るみにな

ったときは衝撃でした。個々の戦後補償問題については朝鮮学校では学ぶ機会はほとんどなかったので

すが、ＫＥＹでは勉強することができました。歴史教育をいかに学ぶかによって歴史認識は大きく影響

されるということはやはり思います。今の歴史認識論争を見るたびに、都合のいいところだけを主張し

ているように思います。人としてあるべきことですが、いいこともわるいことも目をそらさずに歴史を

見るべきじゃないかなと。素人みたいな回答になるんですけども。そのように思います。ある友人が話

してて、在日の友人なんですけども、腑に落ちることを言ってました。在日コリアンが存在しているこ

とが、歴史の事実を証明していることではないか、というのを言われて、私は腑に落ちまして、それに

尽きるんじゃないかなと思います。だからこそ、もっと在日コリアンが、在日コリアンとして積極的に

生きられるような日本社会になって欲しいなと思います。 

 

曺智鉉氏： 

歴史認識の自分体験みたいなところから、簡単に話をします。さきほど、僕は済州島から来たと言いま

したね。そして、御幸森朝鮮初級学校に入りましたが、ちょうど道ひとつはさんで、日本の公立小学

校、御幸森小学校というのがあるんですよ。その前を通りかかるとね、二階から野次をとばすことがあ

るんですね。朝鮮学校、ぼろ学校、早く国へ帰れとかね。もう小学校のころから、そういうことを野次

でとばしてました。ただね、いきなり韓国の済州島から来てね、なぜ差別されるのか、その理由がさっ

ぱりわからない。そして建国へいきます。建国もまた道ひとつ隔ててね、私立のなにわ中学校、なにわ

高等学校があるんです。そこからも、野次を飛ばされる。ま、それが私のなかで差別はいったい何なの

か、なぜ差別されなければならないかという素朴な疑問から始まるわけです。そして大学に入って、歴

史の勉強を始めたときにね、有名な歴史な著書があるんだけど、上田正昭先生の本で『帰化人』という

本があります。岩波新書から。これはすごい、隠れたベストセラーです。これにね、こういうことが書

かれてるんですよ、書きはじめから。奈良の大仏を作った人はだれか？それは国中公麻呂(くになかのき
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みまろ)っていう人なんですけども。この人は今でいえば、在日二世なんですよ。当時、渡来人、いわゆ

る百済から亡命者たち、知識人たちが来ます。一番それの代表的な例がね、日本に漢字を伝えたとそれ

る王仁(わに)博士。この人も百済から来てる実在の人物です。いま、コリアタウンの御幸森神社にいくと

ね、王仁博士の石碑が立っています。今は猪飼野ということばがなくなったけど、これは非常に歴史的

な言葉です。なぜ、御幸森と言うか。みゆきは漢字で「御幸」(ぎょこう)と書きます。「御幸」「行幸」

というのは天皇が通ることをいうんです。その神社で誰を祀っているかというと、仁徳天皇を祀ってい

ます。だからこの神社は、1400 年の歴史を持ってるんですよ。この時代からもう、猪飼野(いかいの)と

いう地名はあるんです。本当は仁徳天皇は高津野宮神社に祀られております。だからね、さっき、『帰

化人』という上田先生の本を通じてね、日本の古代文化の根本に、我々の先祖の存在があったというこ

とを知りました。今はもう教科書に書いてますけども、われわれの時代の教科書にはこれは、書かれて

いなかった。そういうのを通じて、古代史を始めたわけなんですけども。そしてね、1968 年にさきほど

ちょっとふれましたが、『日本の中の朝鮮文化』という雑誌が発行されます。そしてこれが非常にブー

ムになりましてね、。そしてその 4 年後に、1972 年、飛鳥で高松宮古墳が発掘されるんです。その優れ

た色彩豊かな絵を見たらいいとおもうんですけど。それから、朝鮮半島からの渡来人の文化がブームに

なるんです。だからね、アイデンティティの出発点をね、なにも植民地から始めることはないんです

よ。あまり今までの第一の歴史を語る前にね、植民地政策ばっかり強調しすぎだと僕は思います。もっ

とね、日本と朝鮮の古い文化関係の歴史をみると、逆転した時代もあったんですよ。だからね、在日の

歴史から始まるとね、教えられた小学校・中学校の子はね、とたんに自信を失うと思うんですよ。それ

をまた、聞いた日本の生徒たちもね、なんだ日本は悪いことばっかりしたのか、というふうになると思

うんですよね、。だからね、ぼくは常々思ってるし、言うんですがね、もっと在日の歴史をね、古代か

ら遡っていけばいいんですよ。その見本が、コリアタウンの御幸森神社にあります。一遍、はじめての

人はぜひ見に行ってみてください。またなにか、暇ありましたら、どんなことでもいいから、質問して

ください。 

 

文京洙氏： 

あの、6 世紀、7 世紀というと、日本とか朝鮮とかというのがない、はっきり日本という名前だとか天皇

だとかいうのは 8 世紀くらいにならないと無い。だから相当インターナショナルな世界で、みんながア

イデンティティという面では、日本人であろうと、韓国人であろうと、そういう区別のないインターナ

ショナルな世界に生きていたということから考えると、やっぱりその時代のことをよく考えなくちゃい

けないんじゃないかと、いま曺先生の話を聞いて思いました。私の世代というのは、こういう議論をす

ると、在日といえば朝鮮民族なんだから、やはり祖国の統一とか民主化だとか、あるいは民族的な主体

性を確立して生きていかなきゃいけないっていう議論をしてきました。たとえば、私たちの世代の小説

家でも、いろんな議論をずっとしてきてますけども、芥川賞もとって、在日の中で、いちばん在日朝鮮

人らしい文学って言われている、李恢成さんの小説なんか見ても、一種の教養小説です。最初は日本人

以上に日本人になろうとしていた時代があって。これは、戦前の天皇制の時代がそうですね。この時代
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は、みんなそうでした。そのときに青年期を過ごした二世とか一世の人たちは、皇国青年で、日本人以

上に日本人らしく生きようとしてきた時代がある。で、そのあとに、日本人でもない、朝鮮人でもな

い、混沌としたパンチョッパリの時代があって。で、それらを克服して、民族的な主体性を獲得すると

いうのが、小説のストーリーなわけですね。一種の教養小説です。小説の一種のパターンかもしれませ

んけども。多かれ少なかれそのように考えてきました。李恢成さんは組織を離れた人ですけども、その

ように考えてきました。で、私はそういうふうに考えません。これはいろいろ批判されたりするんだけ

れども、私たちの世界は、二世も三世も四世も、民族的には中途半端です。私が、中途半端で何が悪い

んだと居直れれば、今の人たちはそうやって居直っていますけども。在日の生きる論理として、それが

必要なんじゃないかって思いますし、これが中途半端な在日が生きていこうとすると、日本社会も開か

れなければいけないし、それから朝鮮半島も開かれなければいけないんですね。朝鮮半島もかつての二

世たちは、韓国に行くと、入管でことばをちゃんと喋れないと、すごくいじめられました。要するに、

韓国人は民族的な韓国としてのイメージがあって。その韓国人らしい、国民としての素養っていう言い

方をするんですけども。その国民的な素養を備えていない在日については、非常に蔑視したり軽視した

りっていうことをしてきたわけですね。ある意味では、一枚岩でも単一民族的な社会っていうのは、韓

国の方がもっと厳しい、もっと激しい社会でした。そういう世界で在日はやっぱり生きていけないわけ

です。日本もそうでした。両方が開かれていればこそ、わたしたちは、韓国にも、日本にも、またぎな

がら生きていけるっていうことだと思います。で、90 年代から 2000 年代っていうのは、そういう(開か

れた)時代が垣間見えた時代です。韓国も民主化をして、韓国もグローバル化して。韓国にはいま、在韓

外国人処遇基本法っていうのがあって、法律的にいうと、日本以上に多文化共生を目指しています。あ

れだけ、単一民族が強烈だった韓国が、90 年代以降、それだけ開かれた時代に入ってきて、外国人だけ

じゃなくて、中国朝鮮族などが入って、多様化してきました。在日にたいする見方も変わってきた。昔

はことばが出来ないと、お前なんだってなっていましたけども、出来なくても在日のいろんな事情を踏

まえて、受け入れるように、在日の研究も相当進んでる、韓国ではね。韓国社会もそういう在日の中途

半端さ加減を社会が多元化していくことで、受け入れるようになってきました。 

また、韓国は韓国でバックラッシュで反動があって、困ったことなんですけども。日本もそうでした。

やはり、大学の雰囲気からしても。例えば名前を苗字は韓国名、名前は日本式であったり、日本と朝鮮

半島に両方にルーツを持ってるんだっていうことを表明しながら生きていくっていうこと。これは(昔で

言えば)歌手ではあり得ない、許されないことなんですけども、そういうことをする人たちも出てくる

し。非常に多様な濃淡で、ある意味、「ちょっとだけ朝鮮人」わたし名前だけ朝鮮人ですけども、それ

で生きていきますっていうのも、許されるような雰囲気がある程度出てきました。で、今それができな

くなってるんですね。この背景に歴史認識の問題があって。90 年代、日本社会がああいうふうに開かれ

たのはいったいなんだったのか、っていうのがもう表面的だったのか、いろんな人の議論があって、日

本社会っていうのは本質ではあんまり変わってなくて、日本的な共同体っていうのがあって変わってな

くて。高橋哲哉さんなんかに言わせると、「日本の地金が出た」っていう。もともとそうだったのが、

90 年代、2000 年代に入って、多少開かれたような装いを持ったけども、本質はまったく変わってなかっ

たんだっていう議論もあります。まさに江戸時代から日本社会の一枚岩の他者を受け入れられない、自
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分たちの身内なのか、あるいは外部の人間なのかっていう二者択一でしか、他者が見られないっていう

日本社会の在り方が、改めて出てきたっていう言い方があります。いずれにせよ、その本質がどうなの

かっていうのが私もよくわからない、この議論の仕方をしていると。ただ、これはもし、ほんとに日本

社会が、排除なのか同化なのかっていう二者択一でしか見られないような社会であれば、その背景には

日本の歴史認識っていうのがあると思うんですけども。それはやはり、切り開いていかなければ、闘っ

ていかなければいけないっていうのが、今の私の結論ということです。 

———————————ありがとうございました。いま出てきた話で、やはり、歴史認識問題をどう考えるかが

非常に重要だと改めて感じました。ひとつは、曺智鉉先生がおっしゃったように、植民地支配の話

がずっと続けて出てくることで、次の世代がどのように思うかという配慮の話になってきたと思い

ます。だからこそ、古代史のことをもっと深く学んで、アイデンティティにもポジティブに捉える

要素として考えられるのではないかという問題提起もありましたし、文京洙先生も、李玲淳さん

も、歴史認識問題を多様化する次の世代がどのように捉えていくかという話ですけども。やっぱ

り、次の世代っていうのは、間違いなく多様化が進むという事実はあると思います。多様化が許さ

れない社会にどんどん今なっていっているということに反して、どんどん次の世代は名前も国籍も

考え方も多様化していく。それが、先ほどのお話でもありましたけども、多様化＝同化もしくは排

除ということになると、悲劇的な結末になってしまうと思います。 

ここで「歴史を継承する」という今回のテーマに立ち返ってみたいんですが。次の世代がどんど

ん多様化する、しかしそれを寛容できない今の日本社会。そこで、自分たちの歴史を継承していく

起点となるアイデア、何を伝えれば次の未来世代は、そこに軸を持った上で多様化していくのか、

という話をお聞きしたいと思います。未来世代に向けて軸として伝えるべきメッセージとして、パ

ネリストの方々にお話をしていただきたいのですが・・・。それと関連させて、先ほど会場から集

めてさせて頂きました、個別具体的な質問もご紹介させていただきましょうか。曺智鉉先生への質

問ですが、「当時、済州島にあった国民学校では、教師は日本人ばかりでしたか？」という質問で

す。よろしくお願いします。 

 

▼未来世代に向けてのメッセージ 

曺智鉉氏： 

はい、僕が済州島で生まれて住んでたのはね、かなり開けたとこです、済州島のなかでもね。飛行機乗

って、済州市の飛行場に着くと、車のってざっと 20 分くらいで行けるとこにあります。そこではね、植

民地時代の教育だと、ぜんぶ教師は日本人だらけだと思うかもしれませんけどもね、そうでもないんで

すよ。だいたい、校長と、軍人朝礼の教育があるんですよ、これを担当するのは軍人です。日本刀提げ

てます、小学校時代から。だからね、校長、教頭、そしてそういう教育係は日本人ですけどもね。あと

は、朝鮮人なんですよ。これは警官も一緒です。そんなん、日本人ばっかりで出来るわけない。だから

ね、もちろん当時、悪い先生ばっかりじゃないんですよ、非常に優れた、良心的な日本の教師もおりま

した。実際おってね、そっからいろいろ学んだ人も多いです。だから、何もかも、日本人ばかりとは限
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らない。もう一つ言っておくとね、悪いことをしたのが、同じ同胞の人間っていうこともあるんです

よ。どこの世界でも。それも言わないと公平じゃないですからね。それも覚えといてください。 

もう一つ紹介しますとね、1910 年、日露戦争に勝って、朝鮮を完全に植民地化しました。このとき、初

代の朝鮮総督府の長官になったのが、寺内陸軍大将という人なんですね。さっき文京洙さんも触れたと

思いますけどね、韓国で日韓併合条約を合法的な条約と思ってる人は、ほとんどいません。なぜなら、

軍隊を動員して脅しによって条約が結ばれるわけです。日本の歴史学者でもね、半分は合法、半分は非

合法とかなり分かれてます。そしてこの寺内がどのように(併合条約締結の)喜びを表現したかというと

ね、「加藤清正、小西行長が、世にあらば今宵の月をいかにみるらむ」。こういうことを述べてるんで

すよ。知ってると思うのですが、加藤清正、小西行長、この人たちは豊臣秀吉が朝鮮侵略したときの将

軍です。これらの人が、この世にあれば、今宵の月をいかに見れたか、ということなんですね。こうい

う人もいればね、こういう人もおります。僕の好きな作家のひとりに、石川啄木という詩人がいます。

資料の８ページあけてください。「地図の上 朝鮮国にくろぐろと 墨を塗りつつ 秋風を聴く」。こ

ういう詩も書いてます。そしてもう一つね、ついでにいいますけどね、こないだ安倍談話で、こういう

ことが書いてありました。日露戦争に日本が勝ったとき、どれだけアジアの人々は勇気づけられたか。

こういうことをわざわざ言っております。これについて、アジアの代表的な政治家のひとりと言われて

いる、インドのネルー首相の話をちょっと触れておきます。9 ページです。 

(資料を読む)アジア人の声。インド独立運動の闘士で独立後に初代首相になったネルーは、著書『父が子

に語る世界歴史』で次のように書いている。「日本のロシアに対する勝利がどれほどアジアの諸国民を

喜ばせ、こおどりさせたかを我々は見た。ところが、その直後の成果は少数の侵略的帝国主義諸国のグ

ループにもう一刻を付け加えたというにすぎなかった。そのにがい結果をまず最初になめたのは朝鮮で

あった。日本の勃興は朝鮮の没落を意味した。日本は開国の当初から自己の勢力範囲としてすでに朝鮮

と満州の一部に目をつけていた。もちろん日本は繰り返して中国の領土保全と朝鮮の独立の尊重を宣言

した。帝国主義というものは、相手の持ち物をはぎ取りながら、平気で善意の保証をしたり、人殺しを

しながら生命の尊厳を公認したりするやり方の常習者なのだ。だから、日本も朝鮮に対して干渉しない

とものものしく宣言した口の下から、昔ながらの朝鮮領有の政策を推し進めた。対中国戦争も、対ロシ

ア戦争も朝鮮と満州を焦点とする戦争だった。日本は一歩一歩地歩を占め、中国が排除され、ロシアが

敗北したいまでは、あたかも無人の野を行く観があった。日本は帝国としての政策を遂行するにあたっ

てまったく恥を知らなかった」(資料終わり)。 

このように述べています。こういうことも、覚えていてください。安倍さんが言ってるように、すべて

の人間が勇気づけられたわけでもなんでもありません。だからね、歴史をいかに公平に見るか、公開的

に見るか、これは難しい問題ですけどね、ぼちぼち勉強してください。歴史をどう見るかというのは、

いかに生きるかと同じなんですよ。やはり歴史を知らないことには、自分のアイデンティティはもちろ

ん、人生観も立てられない。人生の価値観の出発点というは、やっぱり歴史を知ること。これが大事や

と思います。 
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——————————ありがとうございます。もうひとつ質問を紹介します。「文京洙さんが闘う必要性

というお話を一部の時間でされていたかと思うのですが、歴史・過去の経験から、何を一番大切にし、

闘うべきか、もう少しそれぞれにお話しいただければ」という質問です。これは全体の世代に通じるも

のですので、いま、どう闘うか？ということについて、未来世代に向けたメッセージと共に、最後にお

話ししていただきたいな、と思います。 

文京洙氏： 

私自身は過去の議論の仕方が、いろいろ書いたものとかで中途半端なところがあって。闘うとかなんと

かいうことは、あんまり言わない方で。優柔不断だとか、呉光現さんとかに笑っていつも言われるんで

すが。あの、今の状況は相当深刻だと思います。やはり先ほど曺先生が指摘されてました、日露戦争に

よってアジアの人が勇気づけられたという。これはもう、一部そういうのがありましたけども、日本が

帝国主義になっていく、日本自身が脱亜入欧ということで、アジアを切り捨てていくという流れでやっ

てるわけですから。そのことをあんな風に表現することは、相当問題だと私も思っています。なぜ、あ

んなことをっていうと、これは歴史修正主義全体ですけども、国民の物語というか、日本人としての国

民の一体感というか自信というか、そういうものを確立していこうっていう大きな流れがあるわけです

ね。これは 90 年代にそれが揺らぎました、日本社会のなかで。揺らいで、多元化して、いい方向に行っ

たんですけども、もう一回改めて日本人として一枚岩で、まとまっていこうっていうことを、国旗の問

題だとかいろんなたくさんの問題がありますけども、その中で歴史修正主義がいろんなバリエーション

で展開されているってことです。これは、在日にとって一番不幸なことです。要するに、もう一回、日

本に住んでるんだから日本人らしく生きなさいって言われてるわけです。日本は、こんなに誇らしい国

で、誇らしい民族で、ここにいる以上は、日本人として生きなさい。在日として固有のルーツだとか、

これまでの経緯だとかすべて切り捨てて、国民の中に融合しなさいっていう圧力が相当強まっているっ

ていうことです。だから改めて、私たちのルーツは何なのか、わたしたちがどういういきさつでここに

いるのかっていうことを考え直さなけりゃならないっていうことです。ただ、その場合に、在日の議論

で、私がいわゆる民族学校出身の人に言いたいんですけども、私たち自身が民族の一体感だとか、国民

だとか、私たちは朝鮮人として、朝鮮人の一枚岩の一部として、これを取り戻して、日本と対抗するん

だという、同じ論理で日本に対抗してはいけないって、私やっぱり思います。ここは、先ほど言ったよ

うに、在日の歴史的経緯からすれば、いまはもう９０何％とかが、二世か三世です。これはほんとう

に、旧来の国民だとか民族という、旧来のっていうのは、画一的に定式化された民族っていう枠組みで

は、在日は律し切れないわけですね。で、その律し切れないということや、これまでの歴史の経緯を大

切にしながら、日本社会の一枚岩にまとまっていこうという動きをかく乱していくっていうか、拡散し

ていくっていうかね。で、もう一度、多元的な日本社会を作っていくっていう闘いでしかないと思って

るの、これはね。これは在日だけじゃなくて、日本人とも、他の定住外国人とも共闘しなきゃいけない

んですけども。そういう多元化していく、もういちど多様な日本社会にしていくっていうときには、や

はり在日が大きな役割を果たさなきゃいけないんじゃないかっていうふうに思います。その意味では、

ちょっとだけ朝鮮人でもいいし、すごく濃く、韓国大好きで韓国で暮らしたいくらいの民族的な主体性
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を持ってるとかいろんなのがあっていいと思うんだけど、薄くても濃くても、在日の中にある在日性み

たいなものをね、大事にしながら、そこを武器にして少しでも日本を開いていくためにがんばっていか

なければいけないんじゃないかって、私は、三世・四世のひとたちにたいしても思います。 

 

李玲淳：在日コリアンとして、私もお話させていただいたんですけども、ときどき在日コリアン同士の

なかで、「在日コリアンとして」というのは言いにくい気がします。それよりも、まず一人の人間とし

てどう生きるかが大事だという主張がよく出てきますけども。それはやはり、在日コリアンとして生き

るスタンスをごまかすことにもなったりするんですね。もしみんなが一人の人間として、私は私らしく

生きていきますって言った場合、その言葉自体に間違いはないとしても、在日コリアンとして見れば、

やはり存在が消えかけない？ということを考えたりします。それを絶やさないのが私たちコミュニティ

の役割だと思っています。私たちが、こういう在日の学習会だとか教育の場で、在日のこととか歴史を

どう伝えるかが問われると思っています。植民地政策をいままで中心でやって来たので、された事実を

いろいろ話を伝えるんですけども、それを受けて、悲観視してしまう人も出てきてるんだと思います。

されたこともあるんだけど、されたことだけで、悲観視するだけではなくて、今回の歴史資料キャンペ

ーンを見られた方もいるかもしれませんが、そこでも家族が集まっている写真だとか、どうやって前向

きに生きてきたのか、といった在日コリアンの姿が写し出されていると思います。そういったのを今

後、歴史として伝えるにあたって、そういった姿にもフォーカスを当てていけたらいいなと思っていま

す。闘うという話ではないんですけども、考えたことです。 

————————————ありがとうございます。先ほど、曺智鉉先生が、「どう歴史を学ぶかはどう生

きるかだ」ということをおっしゃいましたけども、本当にそれは普遍的な価値観だと思います。で、私

たち在日コリアンという存在は、歴史というものにずっと翻弄されてきた存在であるからこそ、その普

遍的な価値観に焦点を当てて、多様化して濃淡があっても、在日性をもって、日本社会が一枚岩になろ

うとしていることを改善していくっていう可能性に最もつながっていくのかなと、考えました。それで

は、以上でパネルトークのプログラムを終えさせていただきたいと思います。本日は、ありがとうござ

いました。 

 

※ イベント終了時に、KEY より「植民地支配の克服と東アジアの平和を求める在日コリアン青年

アピール」発表した。全文を掲載する。 
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「植民地支配の克服と東アジアの平和を求める在日コリアン青年アピール」 

 今年 2015 年は戦後 70 年、在日コリアンにとっては「解放」70 年の節目の年です。今月 14 日、安

倍首相は戦後 70 年の談話を発表しました。植民地支配と侵略の事実を認め「お詫び」を表明した

1995 年の「村山談話」をかねてから否定してきた安倍首相による談話は、「歴代内閣の立場は、今

後も、揺るぎないものであります」との表現で、過去の談話を踏襲する立場が示されました。しか

し冒頭から「日露戦争は、植民地支配のもとにあった、多くのアジアやアフリカの人々を勇気づけ

ました」という一方的な歴史観が表明され、侵略戦争の根拠には「経済のブロック化」の強調、朝

鮮半島については具体的な記述が無いまま「植民地支配から永遠に訣別し、すべての民族の自決の

権利が尊重される世界にしなければならない」と一般論として語られるにとどまっています。また

日本軍「慰安婦」問題については「女性たちの尊厳や名誉が深く傷つけられた過去」と極めて曖昧

な表現で、加害行為と責任主体が明示されていません。かたや連合国の捕虜に対する「感謝」の表

明は、戦勝国と旧植民地国に対する眼差しの違いを感じさせます。 

 また、未来に向けて、「あの戦争には何ら関わりのない、私たちの子や孫、そしてその先の世代

の子どもたちに、謝罪を続ける宿命を背負わせてはなりません」と述べられていますが、私たち在

日コリアンは「あの戦争には何ら関わりなく」生きようとも、常に存在自体が歴史認識論争の的と

なり、ヘイトスピーチと向き合うことを強いられています。真の意味で「植民地支配から永遠に訣

別」するためには、植民地支配がどのようなものであったかを明らかにした上で、関係性を克服す

るための歴史教育が必要です。来年度から使用される検定教科書に「慰安婦」問題や関東大震災の

朝鮮人虐殺の記述が大幅に削除されたことも、私たちは大変憂慮しています。在日コリアン青年が

安心して日本で暮らせるよう、歴史教育の見直し、民族教育権の保障、ヘイトスピーチ法規制・差

別禁止法の制定といった課題に、日本政府は積極的に取り組むべきです。 

 現在、集団的自衛権を容認し平和憲法を蔑ろにする安全保障法制が成立しようとしています。私

たちは、日本が過去の過ちを直視せず、再び「戦争のできる国」へと進んでいくことに強い危機感

を抱きます。私たち在日コリアンは日本の朝鮮植民地支配により生まれた存在です。それは、日本

のアジア侵略と戦争被害の歴史を物語る存在であり、国家権力による抑圧や影響下に常に置かれて

きた存在であることを意味します。 

 加害の事実に目を背け、再び戦争ができる国を目指す今の日本社会の情勢を目の前にし、被害

者、社会的弱者の視点から真の植民地支配の克服と東アジアの平和の実現のために、私たちは在日

コリアンの歩みを学び、身近な友人、まだ見ぬ在日コリアン青年、そして日本社会と朝鮮半島双方

に発信していくことで、歴史を直視し世代を繋ぐ役割を、今後も積極的に果たしていくよう、努め

ていきます。 

2015 年 8 月 30 日 在日コリアン青年連合（KEY） 
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Ⅴ．おわりにー通史で見る在日コリアンの歴史 

在日コリアン 110 年史  

劉成道 

 在日コリアンの存在は 1 世紀以上の歴史を持つと言える。どの年代を起点にするかは、歴史を語る視

点によって様々だと考えられるが、ここでは、朝鮮が日本の保護国化された 1905 年を起点として考えた

い。 

 1905 年に起こった、日露戦争の勃発期、主戦場であった満州に日本から大量の軍事物資を輸送する必

要から、日本陸軍は大量の機材と建設業者を日本から呼び寄せ、朝鮮人工夫を多数雇用してソウル-新義

州間の鉄道突貫工事を行った。ここで雇用された朝鮮人工夫らは、その後日本で鉄道建設を施行するよ

うになった時、日本へ連れてこられた。当時の朝鮮人工夫らが受けた日本人からの虐待や日本人との賃

金格差は、その後の在日コリアン世代へも時代の変化とともに、形を変えながら受け継がれていく。 

 1905 年 11 月、乙巳保護条約により朝鮮統監府が設置され、朝鮮は外交権を喪失し、その後本格的に

日本の植民地となっていく。1910 年の韓国併合により完全に植民地化されて以降、日本による植民地政

策の変遷とともに日本在留朝鮮人の数が増加し、それに伴って「朝鮮人社会」が形成されていった。 

 20 世紀初頭、朝鮮は農業中心の社会であったが、土地調査事業(1910~1918 年)、産米増殖計画

（1920~1934 年)など、日本の植民地政策が実施されることによって、朝鮮の農民らは土地を奪われた

り、庶民らの貧困状態が深刻化していった。多くの人々は生きる道を探し、海外に流れ出ることになっ

た。日本で生活するコリアンの多くは、こういったルーツを持つ存在である。 

 日本に渡航した朝鮮人は、同郷、同業、その他の単位で朝鮮人部落を形成した。渡航した朝鮮人に対

して日本企業や政府は彼らの住宅を確保しなかった。やむなく朝鮮人は、日本人の住めない低湿地や、

利用されること無く捨てられた場所、河川敷・国有地などに住み着き、そこに新たな渡航者が加わり、

部落を形成し、それが拡大していった。朝鮮人部落は、非衛生な不良住宅地区としてあるいは、治安上

の理由から撤去が望ましいとして、機会あるごとに日本当局から撤去されようとした。朝鮮人だけで形

成された部落では、朝鮮語が使われたり、チマチョゴリの民族衣装で過ごしたりと官憲の監視が入らな

い限り故郷と同じような生活習慣を維持して生活した。朝鮮人が日本人と「混在」する部落の場合、そ

のほとんどは「被差別部落」など、日本社会からも差別を受けている地域内かその周辺であった。 

 近代工業の発展期にあって日本の企業は良質で安価な労働力を獲得するため、労働条件が劣悪で日本

国内ではその労働力を確保するのが困難であった、そのため朝鮮人に向けて、石炭、土木、紡績などの

分野で人材「募集」に力を入れた。これら職業は「土方を殺すには、刃物は要らぬ、雨の 3 日も降れば

いい。」と自らが自嘲して口ずさんだほど、低賃金と解雇、失業が付きまとう不安定な職業であった。

1931 年の大阪市調査によれば、大阪市内で働くガラス工場日本人労働者の平均賃金は 1 日 2 円 14 銭 1

厘、朝鮮人労働者の平均は 1 円 8 銭であり、女性労働者の賃金は平均わずか 81 銭であった。紡績工場な



 88 

どの繊維関係の工場では女工を寄宿舎に閉じ込めることで、苛酷な労働を強制してきたが、その寄宿舎

の設備、衛生環境が劣悪で、食堂での食事は質量とも女工たちの労働を維持するぎりぎりのものしか与

えられなかった。そのため女工たちは過労と栄養失調、そして不衛生が原因で肺病などの難病に冒され

た。 

 1923 年 9 月 1 日、関東地方一帯を大地震が襲ったいわゆる関東大震災が起こった際、壊滅した市街地

を逃げ惑う人々に余震の続発がさらなる不安と恐怖を増幅させた。不安心理の反映として様々なデマが

乱れ飛んだが、そんな流言の中に「朝鮮人が放火している。」、「井戸に毒物を投げ込んでいる。」と

いううわさがあった。それが事実であるかのように広がり、日本人の「自警団」に多くの朝鮮人が捕ら

えられ、虐殺された。虐殺された朝鮮人の総数は数千人と考えられる（＊注 1）。関東大震災直後、朝鮮

人虐殺の報に接し、最も事態を憂い震撼した朝鮮総督府は日本の関係部署に融和団体の設立を協力に要

請、融和団体だけでなくその受け皿になる親日朝鮮人団体の育成にも力を注いだ。様々な経緯を経て、

後に在日朝鮮人対策の全国組織「協和会」が設立され、日本の敗戦の日まで在日社会に多大な影響力を

もたらせた。特徴として日本の警察官僚が組織の中心となって治安対策と一体化し、朝鮮人の皇国皇民

化が推進された。協和会の皇国皇民化事業の基本は同化政策である。様々な手段が用いられたが、有力

な手段として国家神道が利用されたり、学校教育が利用された。同化政策の象徴的な政策に 1939 年 11

月に公布された「創氏改名」政策がある。朝鮮人が日本名を名乗らなければその子弟は学校にも入学で

きず、主食の配給権も支給しないような体制を作り上げ、拒否する人々に圧力をかけ、日本名を名乗ら

せていった。拒否し続けた人に対しては「不穏思想」の持ち主として協和会幹部に攻め立てられ治安当

局の監視と激しい干渉を受けた。今現在の在日コリアンらの大部分が「民族名」を名乗らず、「通名」

を名乗り生活している実態はこの創氏改名政策に起源がある。 

 ＊注 1 「在日コリアン KEY ワード」より：日本政府は正式な調査を当時から現在に至るまで一切行なっておら

ず、当時の司法省の発表では 232 人、朝鮮総督府の発表では 832 人とされている。一方、当時、上海にあった朝鮮

独立グループの機関紙『独立新聞』の社長、金承学（キム・スンハク）が在日朝鮮人留学生と共に実態調査した結

果では、6415 人の犠牲者数を数えた。 

 1937 年 7 月に始まった日中戦争により、日本は軍隊の拡充のため民間人の徴兵を推し進めた。そのた

め、日本国内の民間企業では深刻な労働力不足に陥った。それを解消すべく日本政府は 1938 年 4 月に

「国家総動員法」を制定し、それにより在日朝鮮人も動員可能な労働力の対象としていった。1941 年 12

月、日本は真珠湾攻撃を行い、米国に宣戦布告し、戦争は太平洋戦争に拡大した。日本政府はこれまで

の「募集」「企業への斡旋」方式では労働力の確保は困難と見て、1942 年 2 月に「半島労働者活用に関

する方策」を閣議決定し、行政と警察力を伴う、強制的な移入方法を採用することを決定した。太平洋

戦争での戦線が拡大するにつれ、企業の労働力不足はさらに深刻になり、これまでの政策でも需要を満

たせないと考え、1944 年 4 月、朝鮮本土での「一般徴用令」の発令に踏み切った。朝鮮人の激しい抵抗

も警察と軍隊を動員した鎮圧で封殺され日本国内で必要な朝鮮人労働者が強制的に借り出された。その

数は 100 万人とも 150 万人とも言われる。 
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 1945 年 8 月 15 日、日本政府は連合国に無条件降伏（ポツダム宣言）の受諾を通告し、終戦を迎え

た。その日を境に在日朝鮮人は「解放」された。1945 年 10 月以降、当時日本を占領していた連合国当

局によって、朝鮮人の「計画的」帰国が始まった。しかし帰国に関する規定によって所持金 1000 円以

内、所持品 25 ポンドまでの手荷物に限定された。1000 円は 1 週間の生活費にしか当時相当しない額で

あった。それでも当時の朝鮮人らの帰還熱は高く、帰国船が出ると聞いた仙崎、博多、佐世保、舞鶴、

函館などの都市に続々と集結し始めた。無秩序に各港湾部に集結する朝鮮人を収容する準備がされてお

らず、多くの人は野宿し自炊する生活を余儀なくされ、野糞などの不衛生から、帰還希望朝鮮人の間に

赤痢やチフスなどの伝染病が発生した。また帰還した彼らが南部朝鮮で伝染病を蔓延させるという事態

が起こり、南部朝鮮を占領していた米軍当局は慌てて日本に帰還事業の一時中止を申し入れ帰還事業は

混乱を重ねる。その上後に表面化する南北の分断と対立が帰国を阻む大きな要因となる。在日コリアン

にも深く関係し、南北の分断と対立の象徴的な出来事して、「済州島 4・3 事件」がある。1947 年 3 月 1

日の 1919 年 3 月 1 日に発生した「3・1 独立運動」を記念する済州島大会に参加していた市民が、警察

の発砲により犠牲になった事件がきっかけになり 1948 年 4 月 3 日に蜂起が勃発して以来、7 年 7 ヶ月の

間に 3 万人あまりの犠牲をもたらした事件である。この事件は朝鮮が日本の植民地支配から解放された

後、朝鮮が米ソの信託統治下におかれ、自由主義社会を掲げる陣営と共産主義社会を掲げる陣営との間

にあったイデオロギーの対立が、朝鮮半島を舞台に繰り広げられる過程で、ひとつの朝鮮を叫ぶ市民

と、自由主義社会を掲げる米国の影響下にある当局との間に起きた葛藤が根本的な背景にある。この事

件を契機に、解放後、1 度は祖国に帰還した朝鮮人たちが、密航によって日本に戻ってくる状況も多く発

生した。それでも解放時 210 万人とも言われた在日朝鮮人の数は解放時の帰還により 65 万人程度まで減

少した。 

 解放後、在日コリアンたちは、いつかは祖国に帰国することに向けて、植民地支配によって奪われた

民族の言葉を取り戻そうと、日本各地に「国語講習所」を次々と開いた。1945 年 10 月に結成された在

日本朝鮮人連盟（朝連）は「金あるものは金を、力のあるものは力を、知識のあるものは知識を」をス

ローガンに掲げ国語講習所を学校へと整備、改編させていった。1946 年 10 月には初等 525 校（児童数

42182、教師数 1012)、中学 4 校（生徒数 1180、教師数 52)、青年学校 10 校（生徒数 714、今日指数 54)

にまで学校が作られた。 

 このように、多くの在日朝鮮人から支持を受けていた朝連であるが、その一方、朝連の指導部のほと

んどが共産主義者であり、戦前の親日派などは指導部から排除されていた。そのことに不満を抱いてい

た人たちが「反共主義」の立場を鮮明にしながら、1946 年 10 月に在日本朝鮮居留民団（民団）を発足

させた。このようにして在日コリアン社会にも朝連と民団の対立の構図が生まれたが、今現在に至るま

で、様々な局面においてこの対立構造が在日コリアンに影響を与えている。 

 在日朝鮮人の民族学校に対し、連合国占領軍当局は当初、日本の学校制度機構の根本的制度改革を計

画する中で日本の法律の範囲内で取り扱おうとしていた。日本政府は 1947 年段階では、各種学校として

の設立を認めていた。しかし、冷戦の急速な進展を背景に、朝鮮学校に対する弾圧政策に舵を切る。日

本政府は 1947 年、「みなし規定」を設けた外国人登録令を公布し、在日朝鮮人を外国人として管理の対
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象としたが、一方で日本国籍を保持する者として規定付けしていた。そして、日本国籍を保持する者と

して日本学校への就学義務を理由に、民族学校を法的に承認しない方針を打ち出した。それから山口

県、岡山県、兵庫県、大阪府、東京都と朝鮮学校閉鎖命令を出していった。朝鮮学校閉鎖に反対する在

日朝鮮人たちは、抗議行動を各地で繰り広げた。特に兵庫と大阪で繰り広げられた抗議行動を「阪神教

育闘争」という。兵庫では、1948 年 4 月 24 日、非常事態宣言が出され、逮捕状によらない無差別検挙

が行われた。大阪では、警官の発砲により 16 歳の少年（金太一）が犠牲となった。こうした反対運動へ

の弾圧が激しさが増す中、文部省と朝鮮人中央教育対策委員会との中で覚書が交わされた。それを受

け、文部省は、朝鮮学校独自の教育を行うことを前提として、私立学校の認可、申請を指導した。 

 米ソ冷静の影響を直接受けた朝鮮半島が分断の方向に進み、1948 年 8 月に大韓民国（韓国）が樹立さ

れた。民団は韓国政府指示を表明し、初代大統領の李承晩は同 10 月に民団を公認団体として認定した。

これを受けて民団は在日本大韓民国居留民団と改称した。一方、1948 年 9 月に朝鮮民主主義人民共和国

（北朝鮮）が建国されると、朝連は北朝鮮政府を支持した。そういった中、連合国総司令部（GHQ)と日

本政府は朝連への弾圧を強め、1949 年、「団体等規正令」を適用して朝鮮学校運営母体であった朝連を

解散させ、10 月に朝鮮学校閉鎖を実施した。 

 1951 年 9 月,サンフランシスコ講和条約が調印され、翌年 4 月に発効された。日本政府は条約発効数日

前に法務府民事局長名で条約発効後ただちに在日朝鮮人は日本国籍を喪失して外国人になると通達を出

した。条約発効に伴う日本の主権回復と在日朝鮮人の日本国籍喪失は在日社会に新たな問題を引き起こ

した。1951 年 10 月に公布された出入国管理令では日本国内で罪を犯した外国人や好ましからざる外国

人の国外追放規定が盛り込まれているが、その条項を適用して在日朝鮮人を韓国に強制送還しようとす

る動きが表面化した。サンフランシスコ講和条約調印以降、日韓両政府は「諸問題」解決のため、日韓

会談の開催に向け動き出した。出入国管理令が公布された直後は、日本への密入国者を強制送還させた

際、韓国政府は送還者を受け取ったが、サンフランシスコ講和条約が発効し、日韓会談が決裂した直後

の 1952 年 5 月、強制送還船が 285 名の朝鮮人を韓国に送還した時、韓国政府はそのうちの 125 名は「密

入国者」ではなく、戦前から日本に在留している朝鮮人で、その国籍問題、在留権問題は未解決問題で

あり、日韓交渉により解決される問題であるとして受け取りを拒否した。125 名は朝鮮人専用の収容所

であった大村収容所に連れて行かれた。その後、在日朝鮮人で大村収容所に収容された人々についての

取り扱いをめぐり、日韓国交樹立交渉の駆け引きもあり、日韓両政府の長々とした交渉が 1965 年まで続

いた。その間収容者は収容所での悪待遇に耐えかね、何度か大規模な暴動と集団脱走事件を起こし、死

亡者も出た。また、条約発効後、在日朝鮮人が外国人と通告されたのを受け、東京都教育委員会は「外

国人子弟の教育の責任を日本政府が負うというのは、正常な形態でなく、自民族教育の責任はその民族

が返されるのが当然」とそれまでの朝鮮学校を閉鎖させ、公立学校として運営するとした方針を変え、

朝鮮学校の私立学校移管を表明した。その後、文部省の指示で公立の朝鮮学校の廃校方針を打ち出し、

都立朝鮮学校は廃校にすると通告を出した。愛知・大阪などでも同様の処置がとられ朝鮮学校教育は戦

後新たな局面をむかえた。さらに在日朝鮮人は、日本国籍保有者として認められていた既得権を奪われ

るようになった。公務員や国立、公立機関や国鉄、公社の職員への採用停止など、「国民」でなければ
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適用されない諸制度から長年にわたって排除されるようになった。公団住宅も入居対象からはずされた

り、国民健康保険加入の排除もされた。 

 解放直後は、日本社会の物資不足の中、闇市場での取引によって生計を立てる在日コリアンも多かっ

た。1950 年代後半、日本は朝鮮戦争による「特需景気」で経済状況が上昇基調になる一方、在日コリア

ンの生活は依然厳しい貧窮状況が続いた。多くの在日コリアンが敗戦直後から働く場を失い、零細な自

営業を営み細々と生活を続けたが、その自営業も日本人が職業として選ばない「穢れ仕事」を探しだす

道しか残されていなかった。1956 年当時、在日朝鮮人商工会連合で行われた在日朝鮮人の職業調査によ

ると、「屑屋」、「パチンコ屋」、「飲食店」が職業として多く占めていた。飲食店と言っても食糧難

の時代、日本人がそれまで食することが無かった牛の内臓などを朝鮮の料理・調理方法で処理し、ホル

モン焼きなどと称して提供していた粗末な飲食店であった。貧弱な自営業ですら在日の 4 割にしかすぎ

ず、多くの人は失業、半失業状態であった。また学校を卒業した新卒者の場合においても、就職差別の

壁は厚く、失業状態に陥るものも多かった。その日食べる食料の購入もおぼつかない絶望的な貧困と日

本社会の制度的な差別、学校を卒業してもあてもない状況の中で、北朝鮮政府は教育援助金・奨学金の

送金、さらに外国人登録法違反なので国外強制退去を命じられ、大村収容所に監禁されている在日朝鮮

人の待遇改善費用にと 1956 年に在日朝鮮人にあてて 484 万円を送った。金日成は 1955 年 9 月、在日朝

鮮人にあてて、教育、就職の保障、差別のない社会での生活、豊かな暮らしを約束し、北朝鮮への帰国

を呼びかけた。その直前、1955 年 5 月に解散させられた朝連にいた左派系の人々が中心となって在日本

朝鮮人総聯合会（総連）が結成されたが、朝鮮革命の一翼を担うことを重要な使命とした総連は北朝鮮

帰還運動を積極的に推進していった。 

 北朝鮮政府は在日コリアンの帰国後の安定的な生活を約束し、また帰国にかかる一切の費用を負担す

ると表明（実際には、北朝鮮の国内問題として朝鮮戦争後の復興に伴う労働力不足を補い、朝鮮半島に

樹立された２つの政権のどちらが朝鮮民族の利益のために働いているかという「正統性」の宣伝と冷戦

下での社会主義の勝利の証として帰還の実績を作るため推進したと考えられる。）、日本政府にとって

も共産主義思想を持った在日コリアンを日本から排除でき、在日コリアンの貧困者にかかる生活保護費

の削減もできる好都合なものと考え、積極的に推進した。韓国政府は、在日コリアンを北朝鮮に送るこ

とに強く抗議し、帰国を進めることは「反友好的な行為」であるとして、日本政府に対して警告した。

日朝双方は「人道的な理由」をたてに、日本と北朝鮮の赤十字の間で協定を結び、そこが実務を担う形

で 1959 年から 1980 年代まで在日朝鮮人の帰国事業が行われた。1984 年までに約 9 万 3000 人の朝鮮人

が帰還したが、帰還者が多かったのは 1961 年までである。北朝鮮社会の実態が在日社会に徐々に明らか

になり、その地での生活が宣伝されたような豊かで差別のない自由な生活とは程遠いことが分かってき

たからだ。北朝鮮帰国事業は在日コリアン社会に様々な影響を与えたが、その最大のものは在日コリア

ンの意識が帰国願望から日本への定着に転換したことである。北朝鮮で生活していくうえには文化的、

感覚的な強い違和感があり、その地では生活できないことを痛烈に思い知らされ、日本で定着し、生活

する道を模索する大きな契機となった。 
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 1960 年 3 月、韓国の大統領・副大統領選挙で李承晩大統領は大規模な不正投票を実行させ、それに怒

った青年・学生層 をはじめとした韓国国民が全国的に大規模な反対運動を行った。4 月 19 日に起こっ

たいわゆる「4.19 革命」によってその反対運動は頂点を極め、結果、李承晩政権は崩壊した。そのよう

な大きな混乱状況にあった韓国において、1961 年 5 月アメリカの支援を受けて軍事クーデターがおき、

朴正煕を大統領とした 軍事政権が誕生した。 

 在日コリアン社会では、総聯が軍事政権を厳しく非難するとともに、民団の中にも軍事政権を批判す

る人々も多かった。とくに青年・学生内で、韓国の青年・学生との連帯感を強く意識しながら、軍事政

権に反対する声が高まった。 

 朴政権は 1965 年、日本との間で日韓条約（日本国と大韓民国との間の基本関係に関する条約）を締結

し、1945 年の朝鮮半島解放から 20 年を経て、日韓間の国交が回復された。この日韓条約とともに、日

韓法的地位協定（日本国に居住する大韓民国国民の法的地位及び待 遇に関する日本国と大韓民国との間

の協定）が結ばれた。ここで在日コリアンの法的処遇について取り決められたが、韓国籍を持つ在日コ

リアンのみに日本政府が協定永住という在留資格を与えるというものであった。朝鮮籍保持者は出入国

管理令で規定された一般の永住資格はあったが、一般の永住資格は協定永住資格に比べ、生活制限や重

い刑罰を課せられる、日本で生活するに当たって不利な資格となり在日コリアン社会にさらに深い分断

を持ち込んだ。（その後、「特例永住資格」、「特別永住資格」と永住資格は変遷し、韓国籍、朝鮮籍

による永住資格の差は解消された。しかし 2012 年 7 月より施行された在留管理制度のひとつにある日本

への再入国に冠する、「みなし再入国許可」は朝鮮籍に適用されない問題がある） 

 1960 年代から 70 年代にかけて、在日コリアンの定住化が進行する中で、日本社会における個人の生

活権や人権を擁護・確立するための運動が現れた。 

 総連は公立学校から外国人学校へと変わった朝鮮学校がまったくの無権利状態におかれた状況を変え

るため、1950 年代後半から朝鮮学校へ、都道府県知事の所轄事項である各種学校認可の取得を民族教育

分野における主要課題として取り組んでいった。結果、1965 年までに全国で計 88 校が認可を取得し

た。法的認可取得運動の中で、とりわけ象徴的だったのが朝鮮大学校（朝大）のケースであった。「朝

鮮学校を各種学校として認可してはならない」とした文部次官通達と「『外国人学校法案』の成立まで

朝鮮学校の認可を差し控えよ」という文部省通達によって朝大の認可実現は困難を極めた。しかし 1967

年、革新勢力の支持を得て当選した美濃部都知事の誕生により、認可に向けた動きは転機を迎える。総

連も全組織を挙げて、日本の各大学、団体、政党、自治体、弁護士会、労組などの協力を要請し、日本

の様々な知識人、文化人らも認可に賛同する情勢を作っていった。1968 年 4 月、美濃部都知事が朝大の

認可が日本の現行法に抵触しないという結論を出し、朝大は各種学校として認可された。朝大認可後も

その流れは止まらず 75 年の山陰朝鮮初中学校（99 年に岡山朝鮮初中級学校と統合）をもってすべての

学校が認可を取得した。 

 1970 年、在日コリアン 2 世の朴鐘碩さんが、1970 年に採用された日立製作所から日本に本籍が無いと

いう理由で採用内定を取り消された事件が起きた。その後周囲の支援運動により裁判を起こした朴さん
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は、1974 年に全面勝訴し、1970 年付けで日立製作所への入社と未払い賃金及び慰謝料の全額支払が認め

られた。 

 1976 年司法試験に合格した金敬得さんは、日本国籍を持たないことを理由に司法修習生への採用が許

可されなかった。それまで司法試験を受けて合格した在日コリアンは 10 数名いたが、日本国籍を取得し

弁護士となった人ばかりであった。金さんは日本国籍取得を拒否し、最高裁判所に請願書を送った。そ

れとともに「金敬得さんを支援する会」が発足、抗議運動が始まった。1977 年 3 月最高裁は「日本国籍

がないことを理由に不採用としない」という決定を下し、初めて外国籍を保持したまま、司法修習生と

して採用された。これ以降、弁護士資格については事実上国籍条項が撤廃されたことになるとともに、

在日コリアンが公務員になれない状況にも目が向けられることになり、公務就任における国籍条項撤廃

運動へとつながっていった。 

 1980 年代後半には、朝鮮学校の JR 通学定期券割引差別をめぐる問題が浮上した。JR の割引運賃制度が

設けられたのは 1968 年にさかのぼるが、朝鮮学校の学生に対しては「学校教育法」に基づいて、当時、

12 歳以上を大人扱いし割引ゼロ、それ未満は 50%引きとする他学校の学生に比べて料金が高く設定され

ていたが、1987 年に千葉朝鮮初中級学校オモニ会が学校関係者らと JR 新検見川駅長に是正を要請したこ

とを皮切りに、運動が全国に広がった。そして 1994 年、JR は朝鮮学校は専修学校と各種学校の小・中・

高校生に相当すると判断し、1 条校と同様の割引が適用されるようになった。 

 1952 年から始まった外国人登録法による在日コリアンをはじめとする外国人の管理体制の問題点のひ

とつに指紋押捺制度があげられる。当初、日本に在住する外国人に常時携帯義務を課した外国人登録証

の新規登録・切り替えといったすべての手続き時に指紋採取が義務付けられていた。この義務には罰則

規定があり、その負担から押捺をせざるを得ない状況があった。1980 年、在日コリアン 1 世の韓宗碩さ

んは、重い刑罰や日本への再入国不許可というリスクを背負いながらも指紋押捺拒否を行い、その後の

裁判で有罪判決を受けてもなお不押捺を続けた。1982 年 10 月、政府は最初の登録年齢を 14 歳から 16

歳に引き上げ、3 年ごとの切り替えを 5 年毎の切り替えに延長する外国人登録法の一部改正に踏み切っ

た。これは見方を変えれば指紋押捺の機会が、つまり指紋押捺を拒否する機会が 2 年間延期になったこ

とを意味した。政府は手に入れた 2 年間のモラトリアムを利用し、外国人登録のコンピュータ化を実施

すると同時に拒否者に再入国許可を与えず、帰国を保証しないことで、祖国を含む一切の海外旅行を許

さないという措置に出た。指紋押捺の拒否を理由に再入国不許可処分が問題となった例として崔善愛さ

んの事件がある。海外留学後、日本に再入国する予定で、再入国許可を申請したところ、指紋押捺を拒

否し続けてきたため不許可となり、そのまま出国後再入国して上陸申請を行ったが、再入国許可がない

ため特例永住資格を喪失したとされ、代わって特別上陸許可により在留が認められたので訴えを提起

し、再入国不許可処分の取り消し、永住資格の確認、および損害賠償を求めた。このような事件をきっ

かけに在日コリアンに留まらず、米国人や中国人の中にも拒否者が大勢出るようになり、1980 年代に 2

名しかいなかった拒否者の数は、わずか 5 年近くの間に 100 名近くになった。以降、外国人登録法のさ

まざまな矛盾点・問題点が浮き彫りになり、さらに多くの指紋押捺拒否者が現れ、また一方では押捺拒

否を反対する人も含めた日本人の中からも制度の改正を求める声が上がるようになり、世論全体が指紋
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押捺の廃止へと傾くようになった。そしてその後様々な変遷を経て、ついに 1998 年の 10 月、韓国の金

大中大統領の訪日にあわせ、国会で指紋押捺制度廃止が提起され、2000 年 4 月、外国人登録法に基づく

指紋制度は全廃され、すべての外国人から指紋押捺が廃止された。 

 在日コリアンの定住志向の高まりと同時に、在日コリアン社会に顕著になってきた現実として、人々

の「組織離れ」の進行と、日本国籍取得者や日本人相手との結婚の増加が挙げられる。 

 1980 年代に入り、韓国は民衆の長い民主化闘争を経て国家と社会の民主化を成し遂げたが、北朝鮮は

1960 年代後半から金日成独裁体制が強化され、総連は日本社会における在日コリアンの権利擁護よりも

北朝鮮の政策を遂行する方針を採り続けたため、在日コリアンの支持を失っていった。それは総連結成

後、北朝鮮の教育援助を受け、北朝鮮帰国事業運動の「祖国志向」の風に乗り、一度は息を吹き返した

朝鮮学校のその後の衰退や日本社会での権利獲得や共生を願う者との間に起きた様々な葛藤によって如

実に現れた。在日を代表するもうひとつの組織、民団は、朴正煕、全斗煥と続く反民主軍事独裁政権を

支持支援してきた。その過程で民主化を希求する多くの在日コリアンとの衝突が発生し、民団を離れて

いく、あるいは帰属意識が薄くなる人々が増えていった。これら「組織離れ」の進行により、在日コリ

アンの大多数は組織の影響力から離れ、日本の市民として行動するようになり、そのような意識が広ま

る中で日本国籍取得に動く人々が少しずつ増えていった。当初は在日コリアン社会には日本による植民

地支配の記憶から日本国籍取得には抵抗感や嫌悪感がただよう意識が強く存在したが、1980 年代後半か

ら、その意識が薄れていった。1980 年代には年間平均して 5000 人程度の日本国籍取得者が 1990 年頃か

ら増え、1992 年には 7244 人、1994 年には 8244 人、2001 年にはついに 10295 人と、その後も年間 10000

人を越す日本国籍取得者が生まれていった。在日コリアンの婚姻統計が取られるようになった 1955 年の

在日コリアンの結婚は 80%以上が同民族同士の結婚であったが、1980 年代には 30%台に、2000 年以降は

20%を切る傾向にまでなった。 

 1960 年代以降、在日コリアン社会は 1 世を中心とする構造から 2,3 世が中心となる構造へと世代交代

が進むとともに、これまで述べてきた歴史的経緯から、人々の意識は「定住志向」へ移り変わり、日本

での生存権や制度的差別をめぐっての闘争とその成果獲得を得て、日本社会との共生が大きな潮流とな

っていったが、2000 年に入り、世界不況や経済格差、テロの脅威や地球環境の変化など、これまでの社

会秩序が大きく崩れていく過程で、日本社会では急速に草の根レベルからナショナリズムや排外主義風

潮が高まっていった。こうした社会風潮は新たな問題として在日コリアンに影響を及ぼすようになる。 

 2002 年 9 月、小泉首相が北朝鮮平壌を電撃訪問し、日朝首脳会談が行われた。そこで北朝鮮が日本人

拉致犯罪を認め、謝罪したことを契機に日本社会全体に「北朝鮮バッシング」が巻き起こった。特に日

本各地にある朝鮮学校が一番のターゲットになり、学校や生徒に対しての暴言、暴行等の嫌がらせ事件

が頻発、学校のホームページの掲示板やインターネット上での差別的書き込みが相次いだ。2009 年 12

月、「在日特権を許さない市民の会」（在特会）などの排外主義団体 10 数人が京都朝鮮第一初級学校に

授業などで学校前の勧進橋児童公園を長年利用してきたことを「不法占拠」と主張し、同校の正門前に

押しかけ「朝鮮人を日本から叩き出せ」、「スパイの子供たち」などと叫び、大音量で差別的な街宣を

行うなどした事件も発生した。以降、今現在においても在特会を中心とした排外主義者、グループらに
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よるインターネット上での書き込みや街頭活動で在日コリアンに対する差別行為や差別を扇動する行為

は後を絶たない。2013 年 2 月には、中学生の女の子が鶴橋駅前で「朝鮮人大虐殺」を叫び、界隈の市民

や在日コリアンに大きな衝撃を与えた。2014 年 8 月、在日コリアン 3 生でフリーライターの李信恵さん

が在特会と同会の桜井誠会長、インターネット上で２ちゃんねるなどの差別発言をまとめたいわゆる

「まとめサイト」の「保守速報」を相手にインターネット上のヘイトスピーチを食い止めるため、ヘイ

トスピーチ活動に扇動される若者の被害をなくすための損害賠償請求訴訟を大阪地方裁判所に起こし今

現在も係争中である。 

 在日コリアンをはじめとした、在日外国人を対象とする法律やそれに基づく制度についても 2000 年以

降後退した。2001 年 9 月 11 日、米国で起きた同時多発テロ以降、米国の影響を受けて、テロ対策の一

環として新たな出入国管理政策が登場した。2004 年以降様々な制度が導入されたが、2007 年 11 月に旧

植民地出身者とその子孫にのみ付与される「特別永住者」以外のすべての外国人を対象として、日本入

国の際に顔画像、指紋情報による個人認証（日本版 US VISIT）が導入され、長い期間をかけ運動により全

廃を獲得した指紋押捺制度の復活がなされたと言える。 

 このように朝鮮が日本の保護国化した 1905 年から 2015 年現在までの 110 年間を振り返ると、在日コ

リアンは日本による朝鮮植民地化、そこからの解放と南北分断、絶えず向き合ってきた差別、偏見の目

によって、また、国家という社会統合システムから周縁化されることで、常に社会に振り回され続けて

いる存在である。ゆえに、在日コリアンは戦争や社会的疎外により受ける被害や痛みを知るものとし

て、あらゆる人にも優しい、真の共生社会実現において、その社会的価値を担う存在と言える。 
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巻末歴史年表 

 

在日コリアン社会の動き 年月 日本・朝鮮半島における出来事 

 

 

 

 

 

関釜連絡船の運航開始 

 

 

 

関東大震災後、朝鮮人虐殺事件 

君が代丸（済州島―大阪間）定期運航開始 

在日本朝鮮労働総同盟結成 

 

 

 

 

 

朝鮮人労働者の集団移入 

 

 

 

 

 

浮島丸沈没事件 

在日本朝鮮人連盟（朝連）結成 

朝鮮建国促進同盟（建青）結成 

新朝鮮建国同盟（建同）結成 

在日本朝鮮居留民団（民団）結成 

 

 

1875 

1876 

1894 

1895 

1904 

1905 

1910 

1919 

 

1923 

 

1924 

1928 

1931 

1934 

1937 

 

1938 

1939 

 

1941 

1942 

1944 

1945 

 

 

1946 

 

1947 

 

江華島事件 

日朝修好条規 

甲午農民戦争・日清戦争（～1895） 

下関条約（講和条約） 

日露戦争（第一次日韓協約）（～1905） 

日韓保護条約（第二次日韓協約） 

韓国併合、朝鮮総督府設置 

3・1独立運動 

上海大韓民国臨時政府樹立 

関東大震災 

 

 

渡航証明書制度実施（～1945.3 月） 

満州事変 

「朝鮮人移住対策の件」の閣議決定 

日中戦争 

朝鮮総督府、「皇国臣民の誓詞」（皇民化政策） 

国家総動員法 

創氏改名、国民徴用令の公布 

労務動員計画 

太平洋戦争 

朝鮮人に対する徴兵制の適応決定 

朝鮮人に対する徴用による労務動員 

日本がポツダム宣言を受諾、解放（8月 15 日） 

朝鮮人民共和国樹立宣言 

 

 

 

「外国人登録令」公布（5月 2日） 

日本国憲法施行（5月 3日） 
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大阪・兵庫・岡山県知事、朝鮮学校閉鎖令 

4.24 阪神教育闘争へ 

 

日本政府、朝鮮学校の「学校閉鎖令」 

「団体規制令」により朝連などの強制解散 

 

在日本朝鮮統一民主戦線（民戦）結成 

 

 

「恩恵」として朝鮮人の日本学校入学許可 

 

 

 

在日本朝鮮人総連合会（総連）結成 

東京に朝鮮大学校創立 

北朝鮮への帰国運動開始（～1967，71～84） 

 

 

 

 

 

 

朝鮮大学校、各種学校として認可 

金嬉老事件 

永住権取得韓国籍在日朝鮮人に 

日本の国民健康保険適用 

朴鐘碩、日立製作所に対する就職差別訴訟 

 

 

 

 

韓国で文世光事件 

韓国で「学園浸透スパイ事件」 

金敬得、韓国籍の司法修習生として採用 

1948 

 

 

1949 

 

1950 

1951 

 

 

1952 

 

 

1953 

1955 

1956 

1959 

1960 

 

1961 

 

1965 

 

1968 

 

1969 

 

1970 

1972 

 

 

1973 

1974 

1975 

1978 

大韓民国樹立（大統領：李承晩） 

朝鮮民主主義人民共和国樹立（主席：金日成） 

済州 4・3事件（～1954） 

 

 

朝鮮戦争勃発（～1953） 

サンフランシスコ講和条約調印 

日米安全保障条約調印 

出入国管理令公布 

サンフランシスコ講和条約発効 

在日コリアンの日本国籍剥奪 

外国人登録法公布 

朝鮮戦争、休戦協定 

指紋押捺制度実施 

 

日朝赤十字、在日朝鮮人帰還協定調印 

日米新安全保障条約 

韓国 4・19 革命 

韓国 5・16 軍事クーデター 

朴正煕、最高会議議長に就任 

日韓国交正常化 

（日韓基本条約、日韓法的地位協定など） 

 

 

 

 

 

沖縄「返還」 

7・4南北共同声明 

韓国、「維新憲法」（12 月） 

金大中拉致事件 
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韓宗碩、外国人登録更新の際に指紋押捺拒否 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宋神道、在日朝鮮人元「慰安婦」提訴 

（2008. 最高裁で敗訴） 

 

 

最高裁、永住外国人の地方参政権裁判を棄却 

 

 

 

 

 

在日本韓国人連合会（韓人会）結成 

 

 

 

 

1979 

 

 

1980 

1981 

1982 

 

1985 

1986 

1987 

1988 

1989 

1990 

 

 

1991 

 

 

 

1993 

 

1994 

 

1995 

1997 

1998 

1999 

 

2000 

2001 

2002 

 

 

2003 

韓国、ソウルの春 

（10 月 26 日朴正煕大統領暗殺～1980.5 月 17 日） 

12・12 粛軍クーデター 

5・18 光州民主化抗争（光州事件） 

日本政府、難民条約を批准 

出入国管理及び難民認定法発効 

国民年金の国籍条項撤廃 

南北離散家族相互訪問 

国民健康保険法の国籍条項撤廃 

韓国、6月民衆抗争～民主化宣言 

ソウルオリンピック開催 

昭和天皇死去、「恩赦」 

韓国、ソ連と国交樹立 

日朝交渉開始～三党共同宣言 

（自民・社会・朝鮮労働党） 

韓国・北朝鮮、国連同時加盟／南北基本合意書 

日韓法的地位協定に基づく覚書 

（特別永住資格の創設） 

金学順、初めて元日本軍慰安婦として証言 

改正外国人登録法施行（永住者の指紋押捺廃止） 

「河野談話」 

北朝鮮、金日成主席死去 

米朝枠組み合意 

阪神淡路大震災 

KEDO（朝鮮半島エネルギー開発機構）発足 

金正日、朝鮮労働党総書記就任 

金大中、韓国大統領就任 

韓国、日本の大衆文化の開放 

外国人登録法改正（指紋押捺制度全面廃止） 

 

金大中・金正日、平壌にて南北首脳会談 

6・15 南北共同宣言 

FIFA ワールドカップ日韓共催 

小泉首相訪朝、日朝首脳会談 
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「京都朝鮮学校襲撃事件」 

 

 

朝鮮学校に対する高校無償化除外 

 

 

韓国籍の在日コリアン、初めて 

韓国国会議員選挙と大統領選挙で投票権行使 

 

 

2005 

 

 

2006 

2007 

 

2009 

 

 

2010 

2011 

 

2012 

 

2013 

 

2015 

北朝鮮 NPT 脱退表明 

第一回六カ国協議 

北朝鮮、核の保有を公式表明 

小泉首相、靖国神社参拝 

安倍首相、「河野談話」否定 

米下院、日本政府への「慰安婦」問題謝罪要求決議 

韓国、盧武鉉元大統領死去 

韓国、金大中元大統領死去 

韓国、公職選挙法改正 

日本政府、高校無償化実施 

東日本大震災 

北朝鮮、金正日国防委員長死去 

韓国籍の在外同胞、 

国会議員選挙と大統領選挙に初参加 

安倍首相、靖国神社参拝 

ヘイト・スピーチの激化 

解放 70 周年 

 

 



 

「解放」70 年― 

未来世代のための在日コリアン歴史プロジェクト 報告集 
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